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第1章 問題と目的
1. 問題の所在
平成 10年(高等学校は平成 11年)に改訂になつた学習指導要領より、心と体を一体とし
て捉えることが重視され、保健体育科「体操」力｀「体つくり運動」と変わり新たに導入さ
れた。同年6月には体つくり運動の基礎として「体ほぐし運動」が導入された。平成20年
からは「体つくり運動」が小学校低学年から必修化され、小学校低学年においては「体ほ
ぐし運動」「多様な動きをつくる運動遊び」、小学校中学年においては「体ほぐし運動」「多
様な動きをつくる運動」、小学校高学年以降においては「体ほぐし運動」「体力を高める運
動」で構成されるなど、「体つくり運動」の一層の充実が求められた。
体育科・保健体育科において、体育分野では①運動する子どもとそうでない子どもの二
極化、②子どもの体力の低下傾向が依然深刻、③運動への関心や自ら運動する意欲、各種
の運動の楽しさや喜び、その基盤となる運動の技能や知識など、生涯にわたつて運動に親
しむ資質や能力が十分に図られていない例も見られること、④学習体験のないまま領域を
選択しているのではないかという4つの課題が指摘された。保健分野では①今後、自らの
健康管理に必要な情報を収集して判断し、行動を選択していく事が一層求められること、
②生活習慣の乱れが小学校低学年にもみられるという2つの課題が指摘された。この原因
として、運動するきつかけであつた遊びの変化も影響しているだろう。近年、子どもの遊
びについて 3つの間がなくなつたと言われている。塾や習い事を多く行うことで遊ぶ「時
間」がなくなつた。友達が塾や習い事へ行つていること、少子化の影響もあり遊ぶ「仲間」
がいなくなつた。都市化の進行により公園などの減少、公園でのボール遊びの禁止等によ
る遊ぶ「空間」がなくなつた。追い討ちをかけるかのように情報化の進行でゲーム、携帯
機器が急激に普及し子どもたちは個人で行える仮想体験の遊びへと移っていった。高橋ら
(2002)は、このような遊びの変化は子どもたちの体力の低下だけに留まらず、共同体験の
減少から子どもたちの社会性や対人関係能力の発達へ影響を及ぼしていると指摘し、塚本
ら(2010)も、少子化、核家族化、都市化、情報化により人間関係の希薄化を指摘している。
つまり、運動の二極化や生活習慣の乱れは、体力の低下に留まらず、人間関係の希薄化が
懸念されている。
このような現状に対して、今まではスポーツを中心とする体育科授業で対応されてきた
が、運動が苦手な子にとつては心身を開放するどころか大きなストレスを感じてしまうこ
とや、仲間と一体感を味わえない子供が見られるという問題が発生している。それに対応
するための内容が体ほぐし運動であり、現在では小学校低学年から高等学校までの全ての
学年で必修化されている。
体ほぐし運動では、生涯にわたつて豊かなスポーツライフを継続するために、心の健康
が運動と密接に関連していることなどを体得するよう指導することが求められる。具体的
には、心と体の関係に気付き「気付き」、体の調子を整え「調整」、仲間と交流すること
「交流」の3つのねらいが文部科学省の示す指導資料第7集「体つくり運動」(改訂版)(2012)
によつて挙げられている。これらは手軽な運動や律動的な運動を通して、自分や他者の心
身の状態に気付き、運動を通して日常生活の身のこなしや心身の調子を整え、仲間との交
流を通して人間関係の希薄化を改善しようと捉えている。
この「体ほぐし運動」に対し、永木ら(2003)は小学校高学年を対象に 「じゅうどうあそ
び」による体ほぐし運動が「自己の体や他者 。自然への気付き (気付き)」 「体の調整 (調
整)」 「仲間との交流 (交流)」 の3側面に繋がると提案している。柔道の創始者、嘉納治五
郎によつて打ち立てられた「融和協調の精神 (自他共栄)」「精力善用」「勝負 しない柔道 (形)」
の柔道理念が「体ほぐし」の理念・考え方に繋がると指摘している。嘉納は江戸期の柔術
から「柔よく剛を制す」という方法原理を受け継いだ。「柔よく剛を制す」とは、「相手の
力を利用して相手を制する」という意味である。柔らかい力でもつて相手と「融和的に一
体化する」ということであり、相手の動きや力を感 じ取ることが重要なる。そこには自然
と相手 (他者)への 「気付き」が生まれる。後年に嘉納は「相手と融和的に一体化する」
という考えから、「自他共に満足を得て共存共栄すること」という「自他共栄 (融和協調の
精神)」 を提示した。この他者とのよりよい関係を築く精神は「交流」に繋がるとしている。
「柔よく剛を制す」の理念から発展されたものとして 「′い身の力を最も有効に使用するこ
と」という「精力善用」の理念がある。状況に応 じた無駄や過不足のない力の使い方を理
想とするもので、常に自己の体の状態を知り、「調整」しておくことが求められる。形 (勝
負 しない柔道)」 は、技の施 し方、力の使い方等の方法原理を学ぶものである。二人組でや
ることから相手に合わせることが重要で、融和協調の精神に繋がるといえる。形は、試合
ではないため、ゆつたりとしたリズムの中で体の力の「調整」が行える。それに加え「い
つでも、どこでも、だれでも」が行える「大衆性」が強調されており、このような考え方
に基づけば「体ほぐし運動」の理念と合致すると指摘 している。このことからも新学習指
導要領解説では「気付き」「調整」「交流」と分けて示されているが、この 3側面は単独に
存在するのではなく相互に関連 し合つてお り、このように関連 して考える必要性は村田
(2001)も指摘している。
柔道においては身体接触が伴うが、身体接触については筒井ら (2012)が、小学校 3年
生を対象にカバディとタグカバディを用いて 「攻撃的な感情の表出の抑制」及び 「身体ヘ
の気づき」の観点から実践を行つた。このことから、ハー ドな身体接触による皮膚への強
い刺激は児童の体性感覚を高めると共に、「他者への気付き」を促し、他者の発汗、体温、
筋肉の緊張・弛緩などの内部情報を感 じ取り、相手の気持ちの認知 。理解に繋がる。相手
の気持ちを理解することは、相手に対する寛容さを生み出すこととなり、それが「攻撃的
な感情の表出」を抑えたのではないかと指摘している。
しかし、木村 (2000)は、小学生を対象に仲間と豊かにかかわる楽 しさを体験する「交
流」を中心に、自分や仲間の体の状態に気付くことができるようにする「気付き」をねら
いとして授業を展開した。そこでは、身体接触 (特に男女)の多い教材については、ねら
い通りの結果が出なかつたことを示している。
このような身体接触を伴う運動について高橋 (2000)は、体ほぐし運動の教材として、
体を接触させるような活動が紹介され、実践されているが、小学校高学年や中学生が常に
簡単に受け入れるとは限らない。拒絶反応を起こさせては、かえつてマイナスの効果を生
み出す。体を接触させるだけが交流ではなく、結果として子どもたちの肯定的な心の通い
合いが生じるように配慮してほしい。このように拒絶反応を起こさせてしまったら、「体ほ
ぐし運動」が取り入れたことが逆効果になつてしまう可能性があると指摘している。
無論、身体が接触しない体ほぐし運動も多くあり、活動例として「すぐ使える体ほぐし
運動 136選(明治図書)」 や 「『体ほぐしの運動』活動アイデア集 (教育出版)」 などによつ
て多く紹介されている。しかし「気付き」「調整」「交流」は、単独に存在するのではなく
相互に関連し合っているとしているにも関わらず、「気付き」「調整」「交流」の3つの側面
を同時に検証した研究はほとんど存在しなかつた。山村聖子 (2000)は「からだ気づき」
の実践を中心として生徒に評価される体ほぐし運動の検証を行つたり、高橋和子 (2002)
は「気付き」とは似ている「からだきづき」として体をほぐす運動を紹介するなど「気付
き」のみに特化した研究はされてきた。調整に関してもコーディネーション運動として心
身を調整するための運動を東根明人 (2006)などが紹介している。また平野ら (20H)は
アドベンチャープログラムを導入した体ほぐし運動が児童の自己肯定意識に及ぼす効果検
証、岩田 (2012)らはチャレンジ運動を通して仲間づくりの学習成果の検証を行つたり、
高橋健夫 (2000)は、Danie W.MiduraとDonald R.Gloverによる「T am Building through
Physical Challenges(1992)」及び 「More Team Building Challenges(1995)」か ら仲間づ
くりを直接の目的とした 「チャレンジ運動」を紹介するなど「交流」に特化 した研究も行
われてきた。このように 3つの側面に対し、個々での探求は多くされているのが現状であ
る。
これらの先行研究の知見を踏まえ、本研究においてはまず、体ほぐし運動の 3つのねら
い、「気付き」「調整」「交流」を次のように設定する。「気付き」は、運動活動や学習活動
を通して自分の体の状態に気付くこと。生理的、動的な意味で体に気付くことである。「調
整」は、運動活動や学習活動を通して日常生活の身のこなしや体の調子を整える知識の獲
得と、知識を生かして体の調子を整えることである。「交流」は、運動活動を通して仲間と
豊かにかかわる楽しさを体験し、さらには仲間と協力することである。その上で本研究で
は、「気付き」と「調整」と「交流」を、関連付けて捉えられるようにするために、学習活
動と運動活動を取り入れた授業を開発する。また、高橋 (2000)が身体接触に対して指摘
していることを踏まえ、身体接触のない運動から身体接触のある運動へと身体接触を段階
的に取り入れたものとする。身体接触のある運動に関しても、身体接触の度合いが低いも
のから高いものへと段階的に取り入れたものとする。
2.研究の目的
先行研究によつて、体ほぐし運動での身体接触は「気付き」「調整」「交流」において効
果的である可能性が示された。しかし、学年や身体接触の度合いによつては十分に体ほぐ
しの 「気付き」「調整」「交流」に効果をもたらすとは言えず、身体接触に関しては慎重に
扱わなくてはいけない。また、3つの側面が相互に関連し合っているにも関わらず同時に検
証する研究はほとんど行われていなかつた。本研究は、学年における身体接触の度合いを
考えて実践し、「気付き」「調整」「交流」の状態の変化を検討したい。そこで本研究の目的
は3つある。1つ日は、体つくり運動及び体ほぐし運動の実態の把握と課題を明らかにした
い。2つ目は、事前調査で児童の「気付き」「調整」「交流」の実態を明らかにしたい。3つ
目は、身体接触を段階的に取り入れた体ほぐし運動の授業を行い「気付き」「調整」「交流」
に対する影響を明らかにしたい。
そのために、第 1調査は小学校の「体つくり運動」と「体ほぐし運動」の実態を明らか
にするために、インタビュー調査を試みる。第1実験は小学校高学年を対象に、事前調査・
教授活動・事後調査のセッションにより構成される。事前調査では、「気付き」「調整」「交
流」の3側面から児童の心身の状態を明らかにし、身体接触を段階的に用いた体ほぐし運
動の教授活動により心身の状態を向上させるよう試みる。事後調査では事前調査と比べて、
心身の状態が向上されているかについて検討する。第2実験は小学校低学年を対象に事前
調査・教授活動 。事後調査の構成で行 う。第2実験では、低学年に合 う度合いの身体接触
を用いて教授活動を行う。検討する内容は、第1実験と同一である。
第2章 第1調査
1.調査のねらい
本調査のねらいは2つ。1つ日は、小学校体育科「体つくり運動」の実態を把握すること
である。学校現場において「体つくり運動」は、年間どのくらいの時間を費やして行われ
ているのか、またどの様な内容を取り扱っているのかの現状を把握することをねらいとし
ている。2つ日は、筆者が構想した交流を伴う体つくり運動について、実践者の視点から留
意すべき点は何かを把握することである。筆者が構想する授業を行うに当たつて、留意す
べき点等の意見を把握することで、授業の再検討を行うことをねらいとしている。
2.方法
第 1調査は、H県内の小学校の体育科現職教員 (2年生担当、4年生担当、5年生担当)
に2016年3月15日に対面形式で1名あたり40分程度のインタビュー調査を行つた。
(1) 調査の概要
第 1調査は、インタビュー調査によるものである。所要時間は1名あたり約7分。3名の
小学校の体育科現職教員に対して行われた。小学校体育科「体つくり運動」の実態につい
て (3問)、 (2)授業構想について (3問)、 (3)研究計画について (1間)である。各内容
については、以下に説明する。また、実際に用いた資料は参考資料として末尾に示す。
小学校体育科「体つくり覆動」の実態について
この内容では、①から③の 3つの項目から調査を行う。①体つくり運動の年間の取り組
み状況 (時間数)について。①は、調査対象小学校において「体つくり運動」に年間どの
くらいの時間数を費やしているのかを問うものである。②体つくり運動で行つている内容
について。②は、調査対象小学校の「体つくり運動」で行つている内容を問うものである。
③体つくり運動を行うに当たつてのねらい、日標について。③は、②の内容をどういつた
ねらい、日標で取り入れているのかを問うものである。
授業構想について
この内容では、④から⑥の 3つの項目から調査を行う。④ 「王様 ドッジボール」と「お
しくらまんじゅう」を例に挙げながら、小学校高学年を対象とした交流を伴う体つくり運
動の授業構想の説明。まず、「王様 ドッジボール」と「おしくらまんじゅう」のルールにつ
いて説明をする。「王様 ドッジボール」とは、基本ルールはドッジボールと同様。違う点は、
相手チームに内緒で王様を決める。普段のドッジボールなら、内野が全員当てられたら負
けになるが、王様 ドッジボールでは王様が当てられた時点で負けとなる。「おしくらまんじ
ゅう」とは、鬼を1名決めて、他の人は背中合わせで腕を組んで円を作つて枠の中に入る。
「おしくらまんじゅう、押されて泣くな」と声を出し合いながらお尻で押 し合 う。枠の外
に出されるか、枠外の鬼にタッチされたら負けである。この 2つの種目を選んだのには理
由が2つある。1つ目は、時間の違いである。王様 ドッジボールを行 うに当たつては長い時
間を必要とするが、おしくらまんじゅうは短時間で行えるということである。2つ日は、交
流場面の違いである。王様 ドッジボールは話し合いで王様を決めたり、チームで協力して
王様を守ったりするが、おしくらまんじゅうは話し合いや協力を行 うのではなく身体を接
触する交流である。このように時間と交流の方法が異なることから今回の授業構想案とし
て取り入れた。⑤実際に授業を行うに当たつての留意点や予見される問題点について意見
を伺う。⑤においては、④の授業を行うに当たつて教師の立場からの留意点等を伺うもの
である。⑥体育が苦手な子も含めて、王様 ドッジボールやおしくらまんじゅうなどを行う
に当たつての予想される児童の反応について意見を伺う。⑥においては、④の授業を行う
に当たつて児童がどう反応するかを予想してもらい留意点等を伺うものである。
研究計画について
この内容では、⑦の 1つの項目から調査を行う。⑦交流を伴う体つくり運動が友人関係
にもたらすよい影響についての研究概要を説明し、コメントを頂く。⑦は、2016年3月段
階での研究のテーマである。交流を伴う体つくり運動の交流とは、話し合い場面や身体接
触場面を想定しており、その活動を通して友人関係が良好になると仮説を立てていた。
ここまでの①から⑦の項目をFigurelに示す。
①体つくり運動の年間の取り組み状況(時間数)について伺う
②体つくり運動で行つている内容について伺う
③体つくり運動を行うに当たつてのねらい、日標について伺う
④王様ドッジボールとおしくらまんじゅうを例に挙げながら、小学校高学年を対象とした
交流を伴う体つくり運動の授業構想について説明する
⑤実際に授業を行うに当たつての留意点や予見される問題点について、自由に意見を述ベ
て頂く
⑥体育が苦手な子も含めて、王様ドッジボールやおしくらまんじゅうなどを行うに当たつ
て予想される児童の反応について意見を述べて頂く
⑦交流を伴う体つくり運動が友人関係にもたらすよい影響についての研究概要を説明し、
コメントを頂く
Figurel インタビュー内容
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3。 結果と考察
小学校体育科「体つくり運動」の実態について
①体つくり運動の年間の取り組み状況 (時間数)については、調査対象小学校において
「体つくり運動」に年間どのくらいの時間数を費やしているのかを伺った。②体つくり運
動で行つている内容については、調査対象小学校の「体つくり運動」でどのような内容を
取り扱っているかを伺った。③体つくり運動を行うに当たつてのねらい、日標については、
「体つくり運動」をどういつたねらい、日標のもと行つているのかを伺った。
Tablelに体つくり運動の年間の取り組み状況 (時間数)について示す。
Tablelより、第1学年では年間の体育科の時間数 103時間に対し、体つくり運動におい
ては 14時間 (体ほぐし運動2時間、多様な動きを作る運動遊び 12時間)であつた。第 2
学年では年間の体育科の時間数 105時間に対し、体つくり運動においては21時間 (体ほぐ
し運動2時間、多様な動きを作る運動遊び19時間)であつた。第3学年では年間の体育科
の時間数 105時間に対し、体つくり運動においては11時間 (体ほぐし運動2時間、多様な
動きを作る運動9時間)であつた。第4学年では年間の体育科の時間数 105時間に対し、
体つくり運動においては10時間 (体ほぐし運動2時間、多様な動きを作る運動8時間)で
あった。第5学年では年間の体育科の時間数90時間 (保健6時間)に対し、体つくり運動
においては9時間 (体ほぐし運動2時間、体力を高める運動7時間)であつた。第6学年
では年間の体育科の時間数90時間 (保健 10時間)に対し、体つくり運動においては8時
間 (体ほぐし運動2時間、体力を高める運動6時間)であつた。
体つくり運動で行つている内容についてTable2に低学年を示す。
Tablel 体つくり運動の年間時間数
領域 体つくり運動
内容 体ほぐし運動
多様な動きを作る運動
(遊び)
体力を高める運動 体育の年間時間数
1年 2 12 103
2年 2 19 105
3年 2 9 105
4年 2 8 105
5年 2 7 90
6年 2 6 90
Table2 低学年の年間指導計画
学期 単元 主な学習内容 時数
1学期 ○体つくり運動
(多様な動きを作る運動 (遊び))
人やものを手や体で押したり引いたり
することができる。
2
○体つくり運動
(体ほぐし運動)
みんなで関わり合つたりするための手
軽な運動や律動的な運動を通して、心
と体の変化に気付いたり、体の調子を
整えたりすることができる。
2
○走 。跳の運動遊び
○器械・器具を使つた運動遊び
省略 15
○水遊び 省略 18
2学期 ○走・跳の運動遊び
(かけっこ。リレー遊び)
省略 4
○表現・ リズム遊び 省略 5
○体つくり運動
(力試しの運動遊び)
「相撲」
精一杯力を出し切つて、押 した り、踏
ん張つたりして、相手との駆け引きを
楽しみながら運動することができる。
8
○体つくり運動
(用具操作の運動遊び)
ボールを狙つた方向に投げたり、跳ん
できたボールを身体を使って受け止め
たりすることができる。
2
○ゲーム
「的あて」
省略 10
○ゲーム
「カバディ」
省略 8
3学期 ○器具を使つての運動遊び 省略 9
○走 。跳の運動遊び 省略 10
○ゲーム
「ならびつこフットベースボール」
省略 10
年間時数 103
以上が、第 1学年の年間指導計画であつた。体つくり運動の単元は 1学期に2回、2学期
に2回の4回であつた。「相撲」は、8時間と多めに時間がとられているが、それ以外の単
元は2時間と短い時間で行われていることが示された。
高学年の体つくり運動で行つている内容についてTable3に示す。
Table3 高学年の年間指導計画
学期 単元 主な学習内容 時数
1学期 ○体つくり運動
(体ほぐし運動)
仲間と交流するための手軽な運動や律
動的な運動を通 して、心と体の変化に
気付いたり、体の調子を整えたりする
ことができる。
2
○体つくり運動
(体のバランスをとる運動)
器械運動に繋がるような腕支持・逆さ
等の基礎感覚に触れることができる。
2
○器械運動
(跳び箱)
省略 6
○保健 省略 6
○水泳
(平泳ぎ)
省略 18
2学期 ○陸上運動
(リレー)
省略 6
○表現運動 省略 4
○体つくり運動
(体のバランスをとる運動)
器械運動に繋がるような腕支持・逆さ
等の基礎感覚に触れることができる。
1
○器械運動
(鉄棒)
省略 5
○陸上運動
(走り幅跳び)
省略 7
○ボール運動
(ソフトバレー)
省略 9
○体つくり運動
(持久走)
自分に合つたペースを見つけ、自分自
身の記録に挑戦 しながら走ることがで
きる。
2
3学期 ○体つくり運動 短縄や長縄を使つて、自分ができる技
を組み合わせた り発展させたりして運
動することができる。
1
○ボール運動
(ポストマン付バスケットボール)
省略 12
○器械運動
(マット)
省略 8
○体つくり運動 短縄や長縄を使つて、自分ができる技
を組み合わせた り発展させたりして運
動することができる。
年間時間数 90
以上が、第5学年の年間指導計画であつた。体つくり運動の単元は 1学期に2回、2学期
に2回、3学期に2回の6回であつた。単元を通しても2時間や 1時間と短い時間で行わ
れていることが示された。器械運動前の準備段階として取 り組まれている内容も含まれて
いた。
次に、③の体つくり運動を行うに当たつてのねらい、日標についてインタビュー時に速
記したノー トを基に、回答概要をまとめて示す。「体ほぐし運動」は年度始めに行うもので
あり、新しいクラスメイトとの交流をねらいとして行つている。身体接触を用いた運動を
行うことで、自分や他者との体の気付きもねらいとして行つている。「多様な動きを作る運
動遊び」、「多様な動きを作る運動」、「体力を高める運動」は、体ほぐし運動の交流という
よりは、次単元のための導入をねらいとして行われているとのことだった。
授業構想について
④「王様 ドッジボール」と「おしくらまんじゅう」を例に挙げながら、小学校高学年を
対象とした交流を伴う体つくり運動の授業構想の説明については、時間と交流の行い方の
異なる種目を取り入れた授業構想案の説明を行つた。⑤実際に授業を行うに当たつての留
意点や予見される問題点については、④の授業を行うに当たつて教師の立場から留意点等
を伺った。⑥体育が苦手な子も含めて、王様 ドッジボールやおしくらまんじゅうなどを行
うに当たつての予想される児童の反応については、④の授業を行うに当たつて児童がどう
反応するかを予想してもらい留意点等を伺つた。
Figure2に⑤実際に授業を行うに当たつての留意点や予見される問題点について、自由に
意見を述べて頂くについてノー トを基に整理した回答概要を示す。
「王様 ドッジボール」について
第2学年担当:体つくり運動ではない。ボール運動 (ゲー ム領域)になつてしまう。
第2学年で行うカバディはゲーム領域である。
第4学年担当:仲良くなるための交流というよりは、勝ちたいから交流 (話合い)をする。
ルールがあつて、戦略があつての交流であつて仲良くなるために交流して
いるわけではない。(うまくなるための技能による交流である。教科の内容
で交流。)
第5学年担当:高学年でも交流を行うことは可能。
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「おしくらまんじゅう」について
第2学年担当:お尻をぶつけるということで、低学年は喜んでやるができても4年生まで。
学年が上がっても、男女別ならできると思うが、友人関係の意識の変化に
着日した際に男女別でやつて意味があるのか。
おしくらまんじゅうのように短い時間で行う体つくり運動を授業の導入場
面に入れる場合、陸上領域ならいけると思うがゲーム領域では時間的に厳
しレヽ。
第4学年担当 :低学年で「相撲 (体つくり運動 (多様な動きを作る運動遊び))」 をやつて
いるので、低学年の頃から身体接触を継続 してやっていれば高学年でも男
女一緒に行 うことは可能。
授業の導入に体つくり運動をいれる場合、単元の内容にあつていれば可能
である。
第 5学年担当 :高学年でやつても問題ない。低学年の頃から体つくり運動等で身体接触を
行つているので、体が触れることに抵抗はない。
低学年の頃から身体接触を用いた授業をしていなかつたら、高学年の子は
異性を意識する時期なので嫌がる子が多い可能性がある。
主運動に繋がるのであれば体つくり運動(多様な動きをつくる運動遊び、多
様な動きをつくる運動、体力を高める運動)を授業の最初に3～5分とること
は可能であるが、「体ほぐし運動」をそれよりも前にいれることは時間的に
厳しい。主運動に合う体ほぐし運動は、つまりは体力を高める運動等にな
るのではないだろうか。
Figure2 留意点や予見される問題点
以上の結果から「王様 ドッジボール」においては、体つくり運動ではなくゲーム領域 (ボ
ール運動領域)になることが示された。「おしくらまんじゅう」においては、低学年では取
り入れることが可能でも、高学年においては身体接触を伴 う為に意見が分かれる結果であ
った。低学年から継続的に身体接触を用いた授業を行 うことで、高学年においても身体接
触を否定的に捉えない可能性も示された。「おしくらまんじゅう」のように短時間の体ほぐ
し運動を授業前に入れることは、時間的にも厳 しいことが示された。
⑥体育が苦手な子も含めて、王様 ドッジボールやおしくらまんじゅうなどを行 うに当た
つて予想される児童の反応について、ノー トを基に整理した回答概要をFigure3に示す。
「王様 ドッジポール」
第2学年担当 :レクリエーションなどでやることがあるので楽しくやると思う。技能が伴
うので、学年が上になるにつれて、男女差がでてくるためどう工夫するか
が大事。
第4学年担当 :楽しくはやると思う。この中で子供達がどのような交流をするのか。
「おしくらまんじゅう」
第2学年担当 :おしりをぶつけるということで、男女合同でやるならボール等を用いてワ
ンクッション挟んであげれば楽しくやると思う。学年が上に上がるにつれ
て、ワンクッション挟んでも抵抗がある子もいる。
第4学年担当 :男女関係なく楽しくやる。特に男子は積極的に行うと思う。
第5学年担当 :男女関係なくやる。高学年でも低学年でも問題なくやる。
Figure3 予想される児童の反応
以上の結果から「王様 ドッジボール」においては、児童は楽しく取り組むが、投げる、
取るなどの技術が伴う運動のため、工夫することが求められるというものであつた 「お し
くらまんじゅう」においては、男女関係なく行える、男女別なら行えるといつたように意
見が分かれる結果であつた。もし授業に取り入れて実践する場合には、ボール等を用いて
ワンクッション入れる必要性が示された。
研究計画について
⑦交流を伴う体つくり運動が友人関係にもたらすよい影響についての研究概要を説明し、
コメントを頂くという項目では、2016年3月段階での研究概要を説明しコメントを頂いた。
Figure4に「トラブル」という言葉が共通して出てきたため「トラブル」に着目をしてノ
ー トを基に整理した回答概要を示す。
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第2学年担当 :身体接触を行うと、最初は友人同士で揉めることがある。そこでまずは自
分の心と身体の変化に気づかせることが必要である (自分と向き合う)。 そ
の後、相手 (友人)と向き合い、相手の心の状態を気付かせる (他者と向
き合う)。 最初はトラブルが発生するので友人関係は悪くなつているように
見えてしまうが、自分への気付き、相手への気付きができることで良好に
なつていくのではないかとのこと。
第4学年担当:どんな内容でもトラブルは発生する。特にボール運動領域(ゲー ム領域)では
よくトラブルが起きる。学年が高くなるにつれてトラブルの回数は減少し
ているように見えるとのこと。
第5学年担当:柔道などで身体接触 (敵同士の身体接触)では、必ずと言つていいほどト
ラブルは発生する。 トラブルが発生して、 トラブルを起こした人と教員で
話し合いをして解決をし、その後それを全員で共有することで関係性はよ
くなることが多い。 トラブルの発生は、嫌がりがちだが トラブルを適切に
解決することが良好な関係を築くきっかけになるとのこと。 トラブルが起
きて適切な対応をすると関係性は一気によくなるように思う、 トラブルが
起きなくてもゆつくりではあるが関係性はよくなつていくように思う。
Figure4トラブルについて
以上の結果から、どのような内容を取り上げた場合であつても小規模のトラブルは発生
する場合があることが教示された。特に、身体接触を伴う活動を取り入れた場合では、子
ども間に小規模のトラブルが発生する可能性も予見されることが示唆された。そして、子
ども間の トラブルの対処法としては、単に回避する方法を考えるのではなく、発生したト
ラブルを適切に対処することで、児童の友人関係は良好になつていくという教示も頂いた。
4.考察のまとめ
①体つくり運動の年間の取り組み状況(時間数)については、体ほぐし運動はどの学年にお
いても年間2時間が確保されていた。低学年の多様な動きを作る運動遊びにおいては多く
の時間が設けられていたが、高学年になるにつれて体育科の時間の割合が短めとなり、体
力を高める運動の時間も減つてしまう恐れがあることが示唆された。
②体つくり運動で行つている内容については、第1学年の「相撲」として行われている
ということが示された。各学年では次単元の導入として行われている機会が多くみられる
実態が示唆された。体つくり運動の位置付けとして、次単元をよりよく行う為の準備期間
活動のように考えられる。
③体つくり運動を行うに当たつてのねらい、日標については、体ほぐし運動は年度始め
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に交流を目的に行われていることが示された。体つくり運動は、②が示していたように次
単元に繋げるための運動であることが示された。このことからも、体つくり運動が独立的
に行われるというよりは、次単元との繋がりのもとで行われていることが示される結果で
あった。
⑤実際に授業を行うに当たつての留意点や予見される問題点については、「王様 ドッジボ
ール」が体つくり運動では扱えないことが示された。王様 ドッジボールは技術を伴う為、
ゲーム領域で扱われることになることが考えられた。「おしくらまんじゅう」は、体つくり
運動として行うことは可能ではあるように示されたが、学年において配慮する必要が考え
られた。おしくらまんじゅうのように短時間で行える運動でも、各授業の前半部分を使つ
て行うことは、授業内容との関連が図られるために体つくり運動としては可能だが、体ほ
ぐし運動を取り入れることは時間的にも厳しいことが示された。このことからも、身体接
触以前の問題があると考えられた。
⑥体育が苦手な子も含めて、王様 ドッジボールやおしくらまんじゅうなどを行うに当た
つて予想される児童の反応については、「王様 ドッジボール」は内容的には児童は楽しんで
やるとのことではあった。しかし、技術が伴うことからも運動が苦手な児童が積極的に参
加できるような工夫が求められることが考えられる。「おしくらまんじゅう」は低学年にお
いては取り入れることが可能だが、高学年においては身体接触が伴うことからも意見が分
かれる結果になった。低学年からの身体接触経験が、高学年の身体接触に対する意識に影
響を与えている可能性も示されたが、高学年においては意見が分かれることからも慎重に
扱っていかなくてはならない内容であることが考えられる。
⑦交流を伴う体つくり運動が友人関係にもたらすよい影響についての研究概要について
は、「トラブル」という言葉に着目をした。体つくり運動に限らず、体育科の授業場面では
子ども間に小規模なトラブルが発生する場合があることが示された。この子ども間のトラ
ブルの対処法としては、単に回避するばかりではなく、発生したトラブルを適切に対処し
ていくことで、児童同士の友人関係は良好になると示された。 トラブルが発生した場合に
は、良好な関係とはいかないことからもトラブルを回避しがちではあるが、そうではなく
トラブルが起きたらどう解決するかを考えていく必要があると考えられた。その教師の対
応が、児童の良好な人間関係にも影響を及ぼしているように考えられた。
以上の結果から、「体ほぐし運動」は、交流するためにはより良い手段と理解されてはい
るものの、主に年度始めに行われている実態が伺えた。「体つくり運動」は、独立した内容
を取り扱いにくいことからか低学年の「相撲」以外はまとまった時間が確保されにくいの
ではないかと推測され、主に次単元の準備活動として位置づけられている実態が伺えた。
このような結果からも、独立した授業考案が必要だと考えられた。「王様 ドッジボール」は、
技術が伴うために体つくり運動としては扱いにくいことから、授業考案をしていくにあた
つて技術向上が求められない運動を選択していく必要があると考えられた。「おしくらまん
じゅう」からは、身体接触の取り扱い方について慎重さが求められることが示された。身
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体接触においては、現場の教員でも意見が分かれることからも取り扱いに気を付けなけれ
ばいけないと示された。安易に体が接触するのではなく、ワンクッション挟んだりするな
ど、工夫が求められると考えられた。「トラブル」という言葉がよく出てきたことからも、
体育科の授業をする場合には、子ども間の小規模な トラブルは切つても切り離されないも
のだと考えられた。しかし、子ども間の小規模な トラブルが起きることを肯定的に考える
のではない。子ども間の小規模な トラブルが発生した場合には、否定的に捉えずに適切な
対処をしていく必要があると考えられた。
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第3章 第1実験
1.実験のねらい
「体ほぐし運動」は自分や体の状態に気付き、体の調子を整えたり、仲間と交流したり
する運動であるとされてお り、児童の 「気付き」「調整」「交流」の実態を明らかにする。
また、教授活動を通して心と体と人間関係の意識の変化を検討する。教授活動は、学習活
動と運動活動を組み合わせて行 う。運動活動においては、身体接触を段階的に取り入れて
行 う。「すぐ使える体ほぐし運動 136選(明治図書)」 や 「『体ほぐしの運動』活動アイデア
集 (教育出版)」 等においても掲載のある「風船」を教材として使用する。
2.方法
第 1実験は、N県内公立小学校 5年生男子 5名及び女子 6名の学級全体 11名を対象に
2016年9月21日に行われた。なお、調査結果の分析においては事前調査と事後調査にお
いて指示に従つた回答を行つた 10名(男子 5名、女子 5名)を分析対象者とする。1名を
分析対象者から除いたのは、事前調査及び事後調査で行つた質問紙調査において複数回答
及び無回答があつたためである。この実験は、事前調査→授業実践→事後調査の順で実施
された。以下では、各セッションの内容について述べる。
(1)事前調査の概要
事前調査は、質問紙調査によるものである。所要時間は約 7分、授業実践の直前に体育
館で行われた。運動の好き嫌いに関する調査 (4問)、 体への気付きに関する課題 (3問)、
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題 (1問20項目)である。各課題につ
いては、以下に説明する。また、実際に用いた調査用紙と事前調査全体の教師と児童の会
話の事前調査記録は参考資料として末尾に示す。
遺動の好き嫌いに関する調査
この課題は、学習者の運動の好き嫌いの程度を把握するために全 4問から構成された調
査である。
問 1は、名簿番号を問う項目である。問2は、性別を問う項目である。問3は、運動の
好き嫌いについて間う項目である。問 4は、好きな運動の種類について問う項目である。
問 1については記述式で、間2,3,4については選択形式で回答を求めた。
運動の好き嫌い調査をFigure5に示す。
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Figure6 運動の好き嫌い調査
問 1は名簿番号を問うもの、間 2は性別を問うものであり、回答者について把握する項
目である。問 3は、回答者の運動の好き嫌いについて 5段階で測定する項目である。問 4
は、間3で「とても好き」又は「まあまあ好き」を選択した者のみが回答する課題であり、
どのような種類の運動が好きかを問う項目である。
体への気付きに関する課題
この課題は、体への気付きへのための知識を問う課題として筆者が作成 した。全 3問か
ら構成されていた。
問 5は、人間の体内の水分量を問う項目である。問6は、人間が 1日に尿や汗等で排出
する水分量を問う項目である。問7は、小学校5年生 (10歳程度)の最大心拍数について
問う項目である。各問いはいずれも選択形式で回答を求めた。
体への気付きに関する課題をFigure6に示す。Eコ内は正答を示す。
5。 人間の体内の水分量はどのくらいだと思いますか。
( 約20%  約40% 約80%  わからない )
人間は 1日にどれくらい水分は外にでていくと思いますか。(汗、 トイレなどで)
( 約500m2  約12  的 2.5a  約5.52  わからない  )
小学校 5年生は 1分間に最大で何回くらい心臓は動くと思いますか。
( 約 60回  約 100回 約350回  わからない  )
6.
7.
Figure6 体への気付きに関する課題
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問 5は人間の体内の水分量について、人間の体の大半を占める水分についてどのくらい
理解 しているか把握する内容である。問6は人間の 1日の排出する水分量について、人間
は尿や汗等で水分を排出するが、1日にどの程度の量を排出するかについてどのくらい理解
しているか把握する内容である。問 7は最大心拍数について、年齢によつて最大心拍数は
異なるが、小学校 5年生 (分析対象者の学年)においての最大心拍数についてどのくらい
理解しているか把握する内容である。
各間においては、学習したものを提示している訳ではないので自分が正解だと思 うもの
を選択する形式で回答を求めた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
この課題は、先行研究である村田 (2000)の体ほぐしチェックリス トを参考にした 1問
20項目からなる課題である。村田 (2000)と同一の文言をそのまま20項目として使用し
た。先行研究課題からの変更点は 3点である。まず、同じチェック欄に活動前後の状態を
記すということは、活動前の状態を意識 した上で活動後の状態を記すのではないかと考え
たため、事前調査と事後調査という形でチェックリス トを分けた。次に、記入漏れや重複
回答を防ぐため、解答欄は枠で囲む形にした。最後に、活動前後の状態を比較し自己分析
を行なつたり、友達同士で感想を述べ合 う事で自己理解や自己認識につながるとしている
が、児童自身に自己分析をすることを本研究のねらいとしていないため村田 (2000)のチ
ェックリス トから「上記のうちで、気になる項目について具体的な活動と関連付けて、気
付いたことなどを自己分析してください。」という文言と活動を省略した。
内容は、心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状態、人とのかかわりや空間
の雰囲気、受容感などがどのように肯定的に変化していくかを見る 1～13番と、緊張、不
安、疲れ、集中などのス トレスというネガティブ項目群がどれだけゼロに近付き、変化し
ていくかをみる 14～20番からなつている。各項目はいずれも5段階の選択形式で回答を求
めた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題をFigure7に示す。
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8.次の項目について、今の状態はどうですか。当てはまるものひとつに○を付けてください。
とても
そう感じる
まあまあ
そう感じる
どちらとも
いえない
あまり
そう感じない
全く
そう感じない
気持ちがゆつたりしている
体が軽い、元気いつぱい
リラックスしている
動きたい、やる気がある
動くことが心地よし
人と関わることが心地よし
空間・雰囲気が心地よし
みんなと一体になつている
なんでも受け入れられる
周囲に受け入れられている
誰 とでも関わることができる
自然と笑顔になる
楽しし
気が乗らない、動くのがおつくう
体がだるい、疲れている
緊張している
いらいらしている
人と話 したくなし
恥ずか しレ
おもしろくない
Figure7 心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
Figure7の内容については、「気持ちがゆつたりしている」「体が軽い、元気いつぱい」「リ
ラックスしている」「動きたい、やる気がある」「動くことが心地よい」「人と関わることが
心地よい」「空間・雰囲気が,い地よい」「みんなと一体になつている」「何でも受け入れられ
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る」「周囲に受け入れられている」「誰とでも関わることができる」「自然と笑顔になる」「楽
しい」の 13の内容において、児童の現在の心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気など
の状態、人とのかかわりや空間の雰囲気、受容感などのポジティブ項目群の状態を把握す
る内容である。「気が乗らない、動くのがおつくう」「体がだるい、疲れている」「緊張して
いる」「いらいらしている」「人と話したくない」「耳きずかしい」「おもしろくない」の 7つ
の内容において、児童の現在の緊張、不安、疲れ、集中などのス トレスというネガティブ
項目群の状態を把握する内容である。ポジティブの要因が高く、ネガティブの要因が低い
状態を心と体と人間関係がほぐれている状態である。
なお、村田 (2000)の体ほぐしチェックリス トと同一の20項目を用いて、修士論文作成
のための研究を行つていることは、村田氏に報告済みである。またその際には、これらの
20項目においては「気付き」「調整」「交流」と分けて考えることはできないと村田氏より
指導を受けた。
(2)教授活動
教授活動は、筆者によつて体育科の授業の時間内に行う。所要時間は約45分。授業の始
めには、運動前の脈拍数の測定を行 う。運動は風船を用いて行い、身体接触のない個人活
動、身体接触のない集団活動、身体接触の低い活動、身体接触の高い活動と段階的に身体
接触を取り入れて行 う。運動の合間に、運動をしてからの脈拍数の測定や人間の体につい
ての学習活動を行 う。教授活動で使用した資料や授業記録は参考資料として末尾に示す。
全体で発間は8つの4構成で行 う。学習活動 1、 運動活動 1、 学習活動 2、 運動活動2の
1頂に実施された。
教授活動の全体構成をTable4に示す。
学習活動 1では、脈拍数の測り方の説明を行い、脈拍に着目するための教授を行う。発
間は1つ行う。学習活動 1の概要についてFigure8に示す。
Table4 教授活動の全体構成
活動 学習活動 1 運動活動 1 学習活動 2 運動活動 2
発問 2、 3、 4 5、 6 7、 8
概要 ・脈の解説
。脈拍数測定
個人運動
得意、不得意の
確認
集団運動
脈拍数測定
体内水分量解説
排出水分量解説
最大心拍数解説
水分摂取の解説
ペア運動
集団運動
リレー形式運動
身体接触 な し な し な し あ り
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発間1.脈を測つてみましょう。
人間つて心臓から血液が送り出されていて、その血液が身体全身に運ぶ時に ドクンッ !
というリズムを刻みながら運ぶのですが、その回数を数えてみよう。これは脈を測ると言
います。左手首か、首の付け根を右手の人差し指と中指と薬指の3本で少し強く押 してみ
よう。
脈の数を測つてみよう。(10秒間を2回)
今の数を変換表 (パワーポイント参照。パワーポイン トの詳細は参考資料として末尾に
示す。)をみて 1分間に何回になるかみてみよう。(小学生の平均は 1分間に70～110回)
事前調査アンケー ト「脈を測つてみよう!チェックリス ト!」 に記入 しよう。
Figure8 学習活動 1の発問
以上が、学習活動 1の発間である。発問 1では、血液が流れるときに「ドクンッ !」 と
音が聞こえることを感 じてもらい、その音の回数を数えることで自分自身の普段の脈拍数
を知ることをねらいとしている。脈の測り方はパワーポイン ト (パワーポイン トの詳細は
参考資料として末尾に示す。)を用いて説明し、手首又は首で 10秒間の脈拍数を測定する。
運動活動 1では、身体接触を含まない風船を使った運動を行い、自分自身の得意不得意
に着目するための授業を行う。発間は3つ行う。運動活動 1の概要についてFigure9に示
す。
発問2.風船を落とさないように色々なところを歩こう。
今日は風船を使つて授業をします。風船を使 うに当たつてルールを決めます。
1、 風船をわざと割つたりしない。踏んづけたり、爪を刺したら簡単に割れるので大切
に使いましょう。
2、 先生がお話をしているときは風船を触らない。風船を触つていたら次に何をやつた
らいいかわからなくなつてしまいます。だから先生の話はしつかり聞きましょう。
3、 風船を使つていつぱい動きましょう。元気に体を動かしましょう。
この3つのルールをしつかりと守って楽しく運動をしよう。
あとでひとり1つ風船を配ります。体の様々な箇所を使つて風船をポンポン (バウンド)
させながら、床に落とさないように体育館を自由に歩いてみよう。
最初は右手だけでポンと (バウンド)させながら歩いてみよう。途中で左手だけ、右足
だけ、左足だけ、頭だけ 。・ 。と使つていい場所を変えるので、難 しいときもあるかもし
れませんがどんどんチャレンジしてみよう。
後で走りながらやるので、最初は歩きながらやろう。
※風船を配る
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最初は右手だけを使つて、風船をポンポンしながら体育館を自由に歩こう。
次は左手だけ。右足だけ→左足だけ→頭だけ→右肩だけ→左肩だけ
体のどこを使ってもいいので走りながらやろう。
次はスキップをしながらやろう。走る→スキップ→さっきより速く走る。
歩きながら風船を落とさずに、元の位置に戻つてこよう。
発問3.体のどこでやるのが簡単で、どこでやるのが難しかつたかな。
体のいろいろなところで風船をポンポン (バウンド)しましたが、どこでやるのが簡単
でどこでやるのが難しかったかな。
右手でやるのが簡単だった人、右手でやるのが難しかつた人・・・・・左肩でやるのが
簡単だった人、左肩でやるのが難しかった人。
みんなバラバラだし、簡単なところもあれば、難 しいところもあるんですね。全部簡単
だったつていう人も、右手と比べたら左手の方が難 しかつたな。手よりも、足が難 しかつ
たなつて感じましたか。
発間 4。 みんなの風船を落とさないようにしよう。
クラス全員で協力して、お友だちの風船が床に落ちないようしよう。先生の合図でみん
な風船を上に投げます、そしたらお友達の風船を誰のでもいいのでポンッと上に上げて風
船を落とさないようにしよう。クラス全員で協力しないとすぐに落ちてしまうので、みん
なで落とさないようにやろう。体育館で自由に広がって、先生の合図で風船を高く投げた
らスター トです。
※上手にできていたら風船を増やす。
風船を増や します。いつぱい動いて落とさないようにしよう。
風船を落とさないように元の位置に戻つてこよう。
Figure9 運動活動 1の発問
以上が、運動活動 1の発間である。発問 2では、運動活動で風船を使 うため、風船を使
用するに当たつてのルールを説明する。運動は身体接触のない個人の運動活動であり、指
定した体の部位を使い風船を床に落とさないように体育館を歩くものである。体の部位を
指定することで、普段使わない体の部位を使わせることを意図している。発問 3では、発
問 2で様々な体の部位を使つて風船を落とさないようにしたが、簡単に行えた部位と難し
く苦戦してしまつた部位の振 り返りを行 う。運動が得意な児童でも苦手なことがあり、運
動が苦手な児童でも得意なことがあることに気付かせることをねらいとしている。発間 4
では、身体接触のない集団の運動活動であり様々な体の部位を使いクラス全体 (クラスの
人数分)の風船を床に落とさないように動くものである。身体接触自体はないものの、ク
ラスで協力 して風船を落とさないようにしなくてはいけないためクラス全体で協力するこ
とをねらいとする。体育館中に広がる風船を追いかけるため、運動量も発問 2の時よりも
増える。
学習活動 2では、運動を行つた後の脈拍や最大心拍数、汗をきつかけに人間の水分につ
いての教授活動を行 う。発間は2つ行 う。学習活動2の概要についてFigure10に示す。
発問 5。 脈を測つてみましょう。
授業のはじめに脈を測つてみましたが、また脈を測つてみよう。(10秒間を2回)
事前調査アンケー トの「脈を測つてみよう!チェックリスト!」 に記入しよう。
早くなつた人は手を挙げてください。遅くなった人は手を挙げてください。
運動をすると、脈つて早くなりました。
みんなは10歳だからどんなに早くても、1分間に約210回だけしかドクンッてなりませ
ん。この210回に近ければ近いだけ「疲れた―」「もう動けない」つて感じます。でも210
回よりまだまだ遠いって人はどんな気持ちになるのかな。「疲れた―」「もう動けない」っ
て思いますか。
発間 6。 みんなの体内の水分つてどのくらいあるでしょう。
みんなが運動する前と今とで変わつたことはなにかありませんか。汗が出ている人もい
るけど、アンケー トにもあつた人間の体つて何%くらいが水分だと思いますか。正解は60%
です。みんなの半分以上が水分でできているんですね。
それでは、半分以上が水分でできています、今のみんなみたいに汗がでたりして水分が
外に出ていつているけれど、 1日でどのくらい水分って外に出ていると思いますか。汗も
かくし、 トイレにも行きますね。正解は約 2.52です。
みんなはご飯とかいつぱい食べたりして、そこからも水分つて取れるし、体内でも少し
は水分を作れるのだけれど、それだけじゃ全然足りないので、少なくても 1.22の水は飲む
ようにしよう。夏とかだと、熱中症って言葉を聞くことがあると思いますが、それは体の
水分がたくさん外に出たのに、水を飲まなかつたり、飲む量が少なかつたりするとなつて
しまう。1.22だけ飲めばいいのではなく、たくさん汗をかいたらその分いつぱい飲むように
しよう。
Figure10 学習活動2の発問
以上が、学習活動2の発間である。発問5では、Figure8の発問 1同様に脈拍数を測る。
運動をする前と運動を行つた現在との脈拍数の違いに着目をさせて、運動することによつ
て脈拍数はどのように変化するのか理解させることがねらいである。また、脈拍数の状態
と気分とに繋がりがあることについて気付かせることもねらいとしている。発問 6では、
パワーポイント (パワーポイントの詳細は参考資料として末尾に示す。)を用いて運動をし
て変化するのは脈拍数だけでなく汗が出ることに着目をさせて教授する。発汗以外にも尿
などで体外に水分が出ることも理解をさせることをねらいとしている。また、人間の体は
多くの水分でできていること、そして排出する水分量に対しどの程度の水分を摂取しない
といけないかを理解させることもねらいとしている。
運動活動 2では、身体接触が少ない運動から多い運動へと身体接触を段階的に取り入れ
た風船を使つた運動を行う。発間は2つ。運動活動2の概要についてFigurellに示す。
発間7. 手を繋いで風船を落とさないようにパスをしよう。
2人組で片方の手を繋いで風船を落とさないように手でバウン ドをさせてパスしながら
歩こう。
※2人組の決め方は、先生と要相談。
※2人組の風船の色は変える。
次は4人組でやろう。4人組の時は、4人で円をつくつて風船を落とさないように友達
にパスをしよう。止まらずに歩きながらやろう。
最後はクラス全員で手を繋いで円をつくつてやろう。できたら、走りながら体育館 1周
してみましょう。
発間8.2人で風船を挟んで走つてみよう。
2人組で風船を背中とお尻に挟んで走ろう。
コーンを回つて戻つてこよう。もちろん風船は落とさないように、どんなに早くても何
回も落としたらだめ。もし風船を落としたら、落としたところからスター トしよう。
※ペアを変えても問題がなければペアの変更
1組日から最後の組が終わるまでに何秒かかるか数えてみよう。速く走るけれど、風船
が落ちたらタイムロスするので気を付けよう。 (体育館 1周)
※タイムの計測
1回目の記録の○秒と競争をしてみよう。1回目の記録の○秒よりも早くなるようにしよ
う。順番を変えたかったら変えてみましょう。
Figurell 運動活動2の発問
以上が、運動活動2の発間である。発問7では、最初はペアで片手を繋いで活動を行う
(写真①参照)。 手を繋ぐという身体接触を取り入れながら協力することをねらいとしてい
る。Figure9発問2のように風船を手でバウンドさせるが、個人で行うのではなく手を繋い
だペアにパスをしながら風船を落とさずに歩くものである。発問7の途中からは、4人組、
クラス全体と人数を増やし、手を繋いで円を作った状態で行う円を作るということで両手
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が塞がってしまう為、合図で風船を上に上げてから手を繋ぎ風船を落とさずに歩く。人数
が増えたり、最初は片手しか繋がない手も両手を繋ぐということで難易度も上がっており、
その中で協力させることをねらいとしている。発問 8では、ペアで風船を背中とお尻に挟
み腕を組んで走るものである (写真②参照)。 発問7では手を繋ぐという接触だつたが、こ
こでは腕を組むということで接触の害1合を大きくしている。接触の割合が増え、行 う運動
の難易度も高くなつた中、児童同士で協力させることをねらいとしている。風船を挟んで
走るだけでなくリレーという形で行 う。 リレーとは言つても赤組対白組のような形をとる
のではなく、スター トからゴールまでのクラス全体のタイムを測 り、その記録と競争をす
るという形で行 う。運動が得意な子は競争することが楽しい、しかし運動が苦手な子は競
争することに抵抗があると予想 しどちらの児童にも積極的に競争場面に参加できるように
工夫している。
写真① 写真②
(3)事後調査の概要
この課題は、質問紙調査によるものである。所要時間は約 6分、授業実践直後に体育館
で行われた。心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題 (1問20項目)、気付き。
調整・交流の3側面に関する課題 (1問6項目)、 運動の好き嫌いに関する課題 (1問)体
への気付きに関する課題 (3間)、 自由記述課題である。各課題については、以下に説明す
る。また、実際に用いた調査用紙と事後調査全体の教師と児童の会話の事後調査記録は参
考資料として末尾に示す。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
この項目は、事前調査と同一の課題である。
気付き・調整・交流の3側面に関する課題
この課題は、教授活動に用いた教材の評価についての 1項目、友達との身体接触に関す
る1項目、自分自身の得意なことや苦手なことへの気付きについて 1項目、木村 (2000)
の「体ほぐし運動」の授業評価表を参考にした 3項目からなる課題である。先行研究にお
いては「′いと体の解放」について 4間、「仲間との交流」について6間、「自分や仲間への
気付き」について4間、「授業の楽しさ」について 1間の計 15問からなつてお り、3段階
の選択形式で回答を求めている。その質問項目を参考に追加 している。内容は、本教授活
動を通しての教材選択、体への気付き、体の調整、友達との交流からなつている。
気付き 。調整・交流の3側面に関する課題をFigure12に示す。
2.当てはまるものひとつに○を付けてください。
とても
そう感じる
まあまあ
そう感じる
どちらとも
いえない
あまり
そう感じない
全く
そう感じない
風船を使 うことは楽しかつた
友達と手をつなぐ事は嫌だつた
自分の得意、不得意がわかった
積極的に運動ができた
友達と協力することは楽しかつた
体の特徴がわかった
Figure12 気付き 。調整・交流の3側面に関する課題
Figure 14の内容については、「風船を使 うことは楽しかった」は、本教授活動で使用した
風船の教材が適していたか否かについての内容である。「自分の得意、不得意が分かつた」、
「体の特徴が分かった」においては、自分の体への気付きに関する内容である。「積極的に
運動ができた」においては、体の調整に関する内容である。「友達と手をつなぐ事は嫌だっ
た」、「友達と協力することは楽しかつた」においては、友達との交流に関する内容である。
また、「友達と手をつなぐ事は嫌だった」に関しては、友達との交流に関する内容の中でも
身体接触に関する内容でもある。
運動の好き嫌い調査
この項目は、事前調査と同一の課題である。
体への気付きに関する課題
この項目は、事前調査と同一の課題である。
自由記述課題
この課題は、本教授活動で気付いたこと、わかつた事、感想を自由に書かせる課題であ
る。自由記述課題をFigure13に示す。
今日の体育で気付いたこと、わかつたこと、感想を自由に書いてください。
Figure13 自由記述課題
自由記述課題は、本教授授業を通して気付いた事、わかつた事、感想等を自由に書いて
もらう内容である。脈拍数、風船による運動活動、水分の教授活動などどの内容で自由に
書いてもらう。
3.結果と考察
(1)事前調査課題における教授活動前の心身の状態 と知識について
運動の好き嫌い調査では、性別や運動の好き嫌いの違いからその他の課題に影響がある
のではないかと考え検証した。体への気付きに関する課題では、人間の体内の水分の知識
や最大心拍数の知識を測定し、被験者がどの程度人間の体について理解 しているかを検証
した。心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、事前調査段階の児童の
心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状態、人とのかかわりや空間の雰囲気、
受容感、緊張、不安、疲れ、集中を検証した。
運動の好き嫌い調査
問 1は、クラスにおける名簿番号を問う記述式の課題であつた。間 2は、性別を問う課
題であり、男子5名、女子 5名であつた。問3は、運動の好き嫌いを問う課題であつた。
問4は、問 3で「とても好き」又は「まあまあ好き」を選択 した者が対象の課題であり、
好きな運動種目を問うものであつた。
運動の好き嫌いについての人数をTable5に、Figure 14に割合を示す。
Tbale5 運動の好き嫌いの人数
回答 とても好き まあまあ好き どちらでもない あまり好きではない 全く好きではない
回答人数
(%)
4
(40%)
6
(60%)
0
(0%)
0
(0%)
0
(0%)
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Figure14 運動の好き嫌いの人数の割合 (%)
「とても好き」を選択 した者は4名(40%)、「まあまあ好き」を選択した者は6名(60%)
であつた。「どちらでもない」、「あまり好きではない」、「全く好きではない」の3つにおい
ては 0名(0%)であつた。「とても好き」又は「まあまあ好き」を好きと分類すると、運
動が好きな者は10名(100%)であり、運動が嫌いな者はいないと示された。
好きな運動種目についての人数をTable6、Figure15に割合を示す。
Table6 好きな運動種目
種 目 陸上 水泳 マッ ト 跳び箱 鉄棒
好きな人数
(%)
6
(60%)
5
(50%)
2
(20%)
5
(50%)
2
(20°/0)
種 目 バスケットボール サッカー 野球 バ レーボール ダンス
好きな人数
(%)
4
(40%)
2
(20°/0)
1
(10%)
2
(20%)
3
(30%)
種 目 テニス バ ドミントン 卓球 柔道 剣道
好きな人数
(%)
1
(10%)
4
(40%)
3
(30%)
2
(20%)
0
(0%)
種 目 ラグビー その他
好きな人数
(%)
1
(10%)
0
(0%)
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Figure 15 好きな運動種目の割合 (%)
陸上6名 (60%)、水泳5名 (50%)、り
`び
箱5名 (50%)と半数以上が好きと答えてい
る結果であつた。陸上においては研究日の時期の体育科の単元が陸上だつたこと、水泳に
おいては研究日が夏休み明けて 1か月も経つていなかつたことから児童にとつて身近なも
のであつたため値が高くなつたと考えられる。
武道の柔道 2名 (20%)、剣道 0名 (0%)においては武道の経験のなさからか、好きと
答えられなかつたのではないかと考えられる。
Table6やFigure 15全体からも伺えるように、運動は好きであつてもすべての運動種目
が好きという訳ではない。その他を除いた 16種目において半数を超えたものは陸上、水泳、
眺び箱の3種目、バスケットボール4名 (40%)とバ ドミン トン4名 (40%)ではあつた
もののそれ以外のマット2名 (20%)、鉄棒 2名 (20%)、サッカー2名 (20%)、野球 1名
(10%)、バレーボール 2名 (20%)、ダンス3名 (30%)、テニス1名 (10%)、卓球3名
(30%)、柔道2名 (20%)、倹1道0名 (0%)、ラグビー1名 (10%)と11種目においては
低い値となつている。このことからも、多くの種目が好きだから運動が好きというよりは、
何かしら好きな運動があつたら運動を好きになっているのではないかと考えられる。
体への気付き関する課題
この課題は、人間の体内の水分や最大心拍数について授業前の小学校 5年生がどのくら
いの知識があるか問う選択問題であつた。問 5は、人間の体内水分量の割合を問 うもので
あった。問6は、人間が汗や尿等で 1日にリト出する水分の量を問うものであつた。問 7は、
小学校5年生 (10歳程度)の子どもの最大心拍数を問うものであつた。
間5(約60%)、問6(約2.52)、問7(約210回)を正答とする。
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
人間の体内の水分量についての回答数をTable7に、回答率をFigure16に示す。
約20%     約40%    約60%     約80%   わからない
Figure16 人間の体内水分量課題の回答率 (%)
問5の正答は10名中4名であつた。約80%と回答した者は半数の5名(50%)に対し、
約20%と回答した者は0名、約40%と回答した者は 1名(10%)からも見られるように児
童は人間が約 60%の水分でできているという理解はないが、人間の大半が水分でできてい
るということは理解していることが示された。
1日の水分の排出量についての回答数をTable8に、回答率をFigure 17に示す。。
Table7 人間の体内水分量課題の回答数
問い 約20% 約40% 約60% 約80% わからない
回答人数
(%)
0
(0%)
1
(10%)
4
(40%)
5
(50%)
0
(0%)
Table8 1日の排出水分量課題の回答数
問い 糸句500m′ 約 12 ネ句2.52 約 5.52 わからない
回答人数
(%)
1
(10%)
2
(20%)
6
(60°/0)
1
(10%)
0
(0%)
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'5.5ι
Figure17 1日の排出水分量課題の回答率 (%)
わからない
問6の正答は10名中6名であつた。60%と半数以上が理解していることが示された。し
かし、約 500m′(1名)や約5.52(1名)と回答している者もおり、普段の生活している中
行われている発汗や トイレ等での水分の排出にも関わらず回答の幅が広く示された。
小学校5年生の最大心拍数についての回答数をTable9に、回答率をFigure18に示す。
約60[ヨ       約100回       約210回       約350回     わからない
Figure18 小学校 5年生の最大心拍数課題の回答率 (%)
問7の正答は1名であつた。わからないという回答を除いて正答の約 210回を選択した
者が1番少ない結果であつた。約 60回を選択した者が6名 (60%)と多く、約 100回を
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
?
Table9 小学校5年生の最大心拍数課題の回答数
問い 約 60回 約 100回 約210回 約 350回 わからない
回答人数
(%)
3
(30%)
3
(30%)
1
(10%)
3
(30%)
0
(0%)
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選択 した者が 3名 (30%)、約 350回を選択した者も3名 (30%)であつた。問 7は小学
校 5年生の最大心拍数を問うものであったが、小学生の平均脈拍数が70回から110回程度
にも関わらず約 60回を選択した者が 1番多いことから、普段の脈拍数をも理解していない
ことが示された。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
この課題は、今現在の自分自身の心と体と人間関係 (雰囲気)の状態を 5段階で問う課
題であつた。「気持ちがゆつたりしている」「体が軽い、元気いつぱい」「リラックスしてい
る」「動きたい、やる気がある」「動くことが心地よい」「人と関わることが心地よい」「空
間・雰囲気が′い地よい」「みんなと一体になつている」「何でも受け入れられる」「周囲に受
け入れられている」「誰とでも関わることができる」「自然と笑顔になる」「楽しい」の 13
の内容においては、児童の現在の心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状態、
人とのかかわりや空間の雰囲気、受容感などのポジティブ項目群の状態を把握する内容で
ある。この 13の内容では、65点を満点として点数が高ければ心と体と人間関係のほぐれ度
と気付き度の状態が良いとされる。
「気が乗らない、動くのがおつくう」「体がだるい、疲れている」「緊張している」「いら
いらしている」「人と話したくない」「恥ずかしい」「おもしろくない」の7の内容において
は、児童の現在の緊張、不安、疲れ、集中などのス トレスというネガティブ項目群の状態
を把握する内容である。この7の内容では、35点を満点として点数が低ければ心と体と人
間関係のほぐれ度と気付き度の状態が良いとされる。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題における各項目の平均点数と標準
偏差をTable10に、ポジティブ項目群とネガティブ項目群の合計点数と平均点数をTablell
に、Figure19に平均点数を示す。
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Table10 各項目の平均点数と標準偏差
項 目 気持ちがゆつたりしている 体が軽い、元気いつぱい リラックスしている
10名の平均点数
(標準偏差)
4.1
(0.99)
3.9
(1.20)
4.4
(0.70)
項 目 動きたい、やる気がある 動くことが心地よい 人と関わることが心地よい
10名の平均点数
(標準偏差)
4.2
(0.79)
4.2
(0.79)
4.1
(0.88)
項 目 空間・雰囲気が,い地よい みんなと一体になっている なんでも受け入れられる
10名の平均点数
(標準偏差)
4.3
(0.95)
4.3
(0.82)
4.2
(1.03)
項 目 周囲に受け入れられている 誰とでも関わることができる 自然と笑顔になる
10名の平均点数
(標準偏差)
4.0
(0.94)
4.2
(0.92)
4.3
(0.95)
項 目 楽しい 気が乗らない、動くのがおっくう 体がだるい、疲れている
10名の平均点数
(標準偏差)
4.3
(1.06)
2.7
(1.57)
2.1
(1.37)
項 目 緊張している いらいらしている 人と話 したくない
10名の平均点数
(標準偏差)
1.7
(1.06)
1.6
(0.84)
1.8
(1.14)
項 目 恥ずかしい おもしろくない
10名の平均点数
(標準偏差)
1.6
(1.08)
1.7
(1.06)
Tablell ポジティブ項目群とネガティブ項目群の合計点数と平均点数
項 目 ポジティブ項目群 (1から13) ネガティブ項目群 (14から20)
10名の合計点数
10名の平均点数
(標準偏差)
545
54.5
(10.00)
132
13.2
(6.18)
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Figure19 各項目の平均点数
問8の「気持ちがゆつたりしている」平均 4.1点(SD=0.99)、「リラックスしている」
平均4.4点(SD=0.70)、「動きたい、やる気がある」平均4.2点(SD=0.79)、「動くこと
が′心地よい」平均4.2点(SD=0.79)、「人と関わることが′心地よい」平均 4.1点(SD=0.88)、
「空間・雰囲気が心地よい」平均 4.3点(SD=0.95)、「みんなと一体になつている」平均
4.3点(SD=0.82)、「何でも受け入れられる」平均 4.2点(SD=1.03)、「周囲に受け入れ
られている」平均4点(SD=0.94)、「誰とでも関わることができる」平均4.2点(SD=0.92)、
「自然と笑顔になる」平均4.3点(SD=0.95)、「楽しい」平均 4.3点(SD=1.06)とプラ
ス要因 13項目の内 12項目において、4点以上を超える高い点数であつた。「体が軽い、元
気いつぱい」の項目においても平均 3.9点(SD=1.20)と低い値とは言えず、ポジティブ
項目群は全体的に高いといえる。また、ポジティブ項目群の合計点は 65点満点だが、10
名の平均において 54.5点(SD=10.00)と高いことからもポジティブ項目群の高さが示さ
れている。
「緊張している」平均 1.7点(SD=1.06)、「いらいらしている」平均 1.6点(SD=0.84)、
「人と話 したくない」平均 1.8点(SD=1.14)、「恥ずかしい」平均 1.6点(SD=1.08)、「お
もしろくない」平均 1.7点平均 1.7点(SD=1.06)とマイナス要因7項目の内5項目にお
いて、1点台と低い点数であつた。「気が乗らない、動くのがおつくう」平均2.7点(SD=
1.57)、「体がだるい、疲れている」平均 2.1点(SD=1.37)と1点台ではなかつたものの
低い点数であり、ネガティブ項目群は全体的に低いといえる。また、ネガティブ項 目群の
合計点は35点満点だが、10名の平均において 13.2点(SD=6.18)と低いことからもネガ
ティブ項目群の低さが示されている。
ポジティブ項目群が高く、ネガティブ項 目群が低いことから運動前の児童の心と体と人
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間関係 (雰囲気)の状態はいい状態にあると考えられる。
(2)教授活動の様子
教授活動は、学習活動 1(発問 1つ)、 運動活動 1(発問3つ)、 学習活動2(発問2つ)、
運動活動 (発問2つ)の全 4つの構成で行われた。学習活動 1では、脈についての説明、
運動前の脈拍数の演1定を行つた。運動活動 1では、本教授活動で用いる風船を使 うにあた
ってのルール説明、風船を使つて身体接触のない個人運動、個人活動を通して自分自身の
体の使い方についての振り返り活動、風船を使つて身体接触のない集団活動を行つた。学
習活動2では、運動活動 1を終えた段階での脈拍数の測定を行い、学習活動 1で測定した
脈拍数と比較 した。また、パワーポイントを用い最大心拍数と人間の体内の水分量、1日の
排出水分量を解説した。運動活動 2では、風船を使つて身体接触の割合の小さいペア活動、
風船を使って身体接触の割合の小さい集団活動、風船を使つて身体接触の割合の大きいペ
ア活動を行つた。
学習活動 1の展開をFigure20に、Figure21に個々の運動前の脈拍数を示す。なお、T:
は教師の発言、C:は児童の発言を表している。また、吹き出し内の内容は、児童の振る舞
いなど、発言時の児童の様子を補足したものである。
問1.脈を測つてみましょう。
T:。・ 。(聞き取れない)。 はい、そしたら次、みんなにやつてほしいことなんだけど、脈
Cs1翼
かるL鼻五互=望
直=墓コなに?
えっとなんか腕とか。・ 。(聞き取れない)、 つでいま―、今、なんか緊張してるか緊張
?
?
?
?
?
?
してないかわかる。(2)
そやね。みんな測り方わかる?
今からみんなに、脈測つてほしいんだけど。・・脈つてのは、心臓からまぁ血液こう出
てくるよね?
それの―、リズム。(手首押さえながら)たぶん、ドクンドクンつて言うと思うんだけど。
そのリズムを脈つて言つて、これをいまからみんなに測つてもらいます。つで、みんな
いまもうわかつてると思うけど、すごく上手にやつてたから。左手の手首、親指のとこ
ろに、右手のこの人差し指、中指、薬指の3つ、ちょつと強く押してみたら・・・ ドク
ン。聞こえる?
聞こえな―い。 (4)
。・ 。(聞き取れない)。
聞こえな―い。 (5)
全然1善に えないn(6)
C
T
C
C
の音、聞こえる?
6人、手を挙げている。(8)
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T:わからんかつた人。(7)
Fttwe20 学習活動 1の発問 1の一部抜粋
2番  3番  4番 6番
Figure21 運動前の10秒間の脈拍数 (回)
Figure20の(1)や(3)の児童の反応、(2)の発言が示すように脈についての知識や脈
の測り方の知識はあるようにみられた。しかし、実際に脈を測つてみると (4)、(5)、(6)
の発言が示すように音を聞き取ることが困難な者もみられた。(7)で脈の音が聞こえなか
ったかを問うと、(8)が示しているように 6名が聞き取れなかつたとしている。これらか
ら、脈の測り方の形は知つているが、実際に自分自身の脈拍数を測れるほど理解はしてい
なかつたようである。
脈の測り方はパワーポイントを用いて、手首又は首の付け根で脈を測るように説明をし
たところ、10名全員が脈を測ることができた。
運動活動 1の発問2の展開については、Figure22に示す。
問2.風船を落とさないように色々なところを歩こう。
はい、そしたら最初、この後みんなこれ片付けてもらうんだけど。この後、先生が右手
だけつて言つたら右手だけで風船落とさないようにこう。
あ、簡単。(1)
あはははは.
体育館のいろんなとこ歩いて。つで、右手だけね。つで、次先生が左手つて言つたら、
左手だけ。頭つていつたら頭だけ。
う――。
あはははは。
ヘディング。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
T
Cs
おしり、つて言つたらおしりだけ。
:あはははは。
できない、できない。(2)
超簡単、超簡単。(3)
わかつた?
は い 。
FセШe22 運動活動 1の発問2の一部抜粋
発問 2の運動活動は、指定された体の部位で風船をポン (バウンド)とさせながら、床
に落とさないようにする運動であつた。授業案においては、最初は歩きながら行い、後に
走りやスキップで行 う予定でいたが実際には歩きと走りやスキップの指定は行わなかった。
使 う体の部位においても、右手、左手、右足、頭、右肩、左肩の予定でいたが、6つの部位
を組み合わせて行つた場面もあつた。
運動の説明において、まず右手を例に挙げて説明したところFigure22(1)の発言が示す
ように、行う運動が簡単だと考えているようであつた。おしりを例に挙げた場合では (2)、
(3)の発言が示すように運動の難易度について考えているようであつた。しかし、例で挙
げた右手で行う運動もお尻で行う運動も活動自体は同じものであり、違 う点は使 う体の箇
所である。このことからも、使 う体の箇所によつて運動の難易度が変化することを理解 し
ているようであつた。
右手だけで行つた場合、クラス全体で 1回しか風船が落ちることがなく (1)の発言のよ
うに簡単に取り組んでいた。左手だけで行つた場合、全体で 1回しか風船は落ちていない
が、右手の時よりも風船のコントロールがつかず動く量が増えていた。右足だけで行つた
場合、風船が床に落ちる回数が多くなり、左手で行つた時よりも風船をコン トロールでき
ずに動く量が増えていた。左足だけで行つた場合、風船が落ちる回数が右足の時よりも少
ないが、右足で行つた時と比べ動きが固くなつていた。頭だけで行つた場合、風船を落と
す回数が足の数よりも少なく、動く量も少なくなつた。右肩だけで行つた場合、風船が落
ちる回数は少ないが、窮屈そうに行つていた。左肩だけで行つた場合、風船が落ちる回数
が多く、空振りをしてしまうことも何度かみられた。右手→左肩→頭→右肩→左肩の順で
行つた場合、風船が落ちる回数は少ないが、風船が落ちそうになった際に手を使つている
ことが多々あった。右足→左足の順で進む場所を指定した場合、風船が落ちる回数は多く、
風船をコントロールすることに苦戦していた。
運動活動 1の発問3の展開については、Figure23に示す。
?
?
?
?
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問3.体のどこでやるのが簡単で、どこでやるのが難しかったかな
じゃあ、右手難 しかつた人?
右手で 。・・。みんな簡単だった?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
左手簡単だつた?
右足簡単だつた人?
簡単じやない。難 しかった人?右足難しかつた人?
5人、手を挙げる。(3)
左手でやんの難 しかつた人?
全然。
右足ちょつといるね。
左足難 しかつた人?
おお、増えた。
頭、難 しかった人?
ヘディング。
そうでもない。
そうでもない?
右肩難 しかった人?
右肩は・・・。
ってか、全員じやない?
左肩難 しかつた人?
左肩結構いるね。
誰も手を挙げない。(2)
8人、手を挙げる。(4)
3人、手を挙げる。(5)
9人、手を挙げる。 (6)
10人、手を挙げる。 (7)
はい、おろしてください。
なんか右手かん、みん、みんな右手簡単だったり、なんか左足難しいとか。頭難しいと
か。右肩難しいとか。いろいろバラバラやつたね。
Figure23 運動活動 1の発問3の一部抜粋
Figure23の(1)、(2)、(3)、(4)、(5)、(6)、(7)の児童の反応が示すように、簡単な
こともあれば難しいこともあつたと児童が理解しているようであつた。発問 2の運動状況
と、(1)、(2)、(3)、(4)、(5)、(6)、(7)の児童の反応を照らし合わせても、児童が難し
いと感じた部位においては風船の落ちる回数が多くなつたり、動きが小さく窮屈そ うにな
っていたことからも体の使い方について気付きが生じていると考えられる。
運動活動 1の発問4の展開については、Figure24に示す。
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T
T
C
C
C
C
C
C
C
T
C
C
C
問4.みんなの風船を落とさないようにしよう。
あつ。向こう一人でやつてるし。
助けに行つてあげて、あそこ。 (1)
ふ ぅ―。
あつ。
大丈夫?大丈夫?(2)
ひとりでやつてるから。
あ―れ―。
ほ ぉ― 。
うわあ―。
風船めちゃくちゃ落ちてる。
とぉ。
わしに任せろ。 (3)
は は は は 。
はい、さつきより増えてたよつて人。
さっきより減つたよつて人。
さっきと全く変わらなかつたよ。
で、さっきのリス ト。運動 してないよりも、運動してた時の方が増えててほしいな。ま
だ体寝てるのかな?ねっ。
(中略)
T:220引く自分の年齢。10歳の人は、220引く10だから210回。
Figure24 運動活動 1の発問4の一部抜粋
発問2において個人の風船を落とさないようにしたが、発問 4の運動活動においてはク
ラスでクラスの人数分の風船 (11個)を落とさないようにするものであつた。使つていい
体の箇所の指定は行つていない。授業案においては、クラスの人数分の風船を落とさない
ことができたら風船を増やす予定でいたが、人数分の風船でも苦戦していたため風船は増
やさずに行つた。この活動においては個人活動ではなくなり、集団活動になるので協力が
求められるがFigure24の(1)の発言から、(2)や(3)に示されているように、友達を気
遣 う発言がみられた。
学習活動 2の発問 5の展開についてはFigure25に、Figure26に個々の運動前と運動後
の脈拍数示す。
問5.脈を測つてみましょう。
T:
T:
T:
T:
C
T
C
T
C
C
C
T
C
C
C
T
C
C
T
T
C
T
T
C
T
C
うわぁ―。(3)
1分間に。
やベー。(4)
すごく心臓が動きます。
え―。
めっちゃうつせ―。(5)
ほぉ―。
今みんな、すげ―疲れた、もう動けないつて感 じする?
ううん。
まだまだ。
動ける。
まだ全然いける?
うん。
いける。
どう?それが210回に近ければ近いだけ、すげ―疲れた。なつちゃうと思うんだよね。
3#:「][fま
だまだ動きたい? "曙=[互茎≡三≡≡≡互≡≡≡]
胞鼻蟹警[k塚17きたくない?
s:あはは。
:すげ―疲れた、もう今すぐ寝たい?
:ちょっと疲れた。 (8)
Figure25 学習活動2の発問5の一部抜粋
24
21
18
15
12
9
6
3
0
■事前
■事後
3番 4番  5番  6番  7番 8番  9番 10番
Figure26 運動前後の10秒間の脈拍数 (回)
1番 2番
Figure25(1)の児童の反応が示しているように運動後で脈拍数が上がっている。Figure26
をみると、1番高い児童で22回(1分間で 132回)であること、Figure25(6)で8名が
まだまだ動きたいと示 したことからも程よい運動強度であることがわかつた。(7)に示さ
れたように 1名がもう疲れたと表現しているが、その後 (8)で示された反応をしているこ
とからもすごく疲れているわけではないことがわかつた。この活動においては最大心拍数
の学習だけに留まらず、運動後の心拍数に対して自分自身の気持ちがどういつた状態にあ
るのかを気付かせる意味合いが込められている。また新学習指導要領解説においても手軽
な運動と示されており運動の強度において、「体ほぐし運動」のねらいとも一致していると
考えられる。(2)が示しているように運動前後で比較 しても脈拍数に変化がなかつた児童
が存在 しているので、授業の参加を促す言葉がけの必要性も伺えた。最大心拍数は「220‐
年齢」と説明した際の (3)、(4)、(5)の反応からも、小学校 5年生において最大心拍数が
約 210回ということは学習者にとつて意外であつたようである。
学習活動 2の発問6の展開についてはFigure27に示す。
問6.みんなの体内の水分つてどのくらいあるでしょう。
T:ここにも書いてあんだけど、 トイレで 1.6リットル。で、
だけど、今日涼しいからあんまりかいてないけど、0.9リ
汗と/J 、ヽ汗とかかくと思うん
ットル出ます。
T:
Cs
だからみんなの体から1日にこんくらい
C
:えつ 。
なにこれ。
こんなに出てきます。
絵の具の水。
水だよ。水だから青。
こんなに出てきてます。
すげ―。(1)
すげ―出てる?
出てる。(2)
ペットボ トル 5本分。
Figure27 学習活動2の発問6の一部抜粋
パワーポイントを用いて、人間の体内の水分の割合を説明した。1日に人間が汗や尿等で
排出する水分の量については、パワーポイントとペットボ トルを用いて説明をした。約 2.5
2の排出が行われるが、身近な 500m′ペットボ トルを5本用意 したことで理解しやすかつた
ように考えられる。Figure27の(1)や(2)の発言が示しているように、1日に2.52も体
外に水分が出ていることは意外だつたようである。
運動活動 2の発問7の展開についてはFigure28に示す。
。・ d嘔
=1≡
≡ 亜 彊 ≡ ≡ ≡ ≡ I互 互 ≡ Ξ 夏 三 互 ≡ ヨ
?
?
?
?
?
?
?
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問7.手を繋いで風船を落とさないようにパスしよう。
T
C
C
C
T
C
T
ここに 1個風船落ちてるよ。
拾つてくる。
ああ―。
せ―の―で。 (1)
手繋いで。手繋いだまま。
あ―。
手繋いだまま。
Cs:いつせ―の―で。 (2)
C:Nちゃんなんで離すの。
C:あ―。あ―。
C
C
いっせ―の―で。 (3)
せ―の―で。 (4)
C:ははは。
(ピッピー。笛を鳴らす)
Figure28 運動活動2の発問7の一部抜粋
発問7の序盤では、ペアで片手を繋いで2つの風船をポンと (バウンド)させながらパ
スを行い、中盤では人数を増やして両手を繋いで円を作り人数分の風船をポンと (バウン
ド)させながらパスを行い、終盤ではクラス全体で行うものであつた。ペアについては担
任の「座席の隣のペア」という発言から、教室での座席が隣同士のペアで組んでいる。性
別に関してペアの組み方の指示は行われなかつた。また、人数が増えていくにつれてはグ
ループを作るにあたつての指示は行われなかつた。授業案では、ペアで行うときには風船
の色を変えるとしているが、色は変えず個々が持つている風船をそのまま用いた。また、
円を作った際に、歩きながらや体育館を周るという箇所も児童の様子から難しそうだと判
断をした為省略をした。序盤の運動では、風船が落ちている回数が多くみられたが、運動
後半では落とさずに行うことができていた。中盤の運動では、すぐに風船が落ちたり、繋
いでいる手が離れたりしていた。終盤の運動では、風船を落とさないようにしたら手が離
れ、手を離さないようにしたら風船が落ちてしまっていた。このように難しい運動ではあ
つたものの、Figure28の(1)、(2)、(3)の発言が示すように、積極的に声を出し協力す
る姿がみられた。
運動活動2の発問8の展開についてはFigure29に示す。
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T
Cs
問8.2人で風船を挟んで走ってみよう
応援して、応援して。
:がんばれ―ハがんばれ、がんばれ―。(1)
C
C
C
C
T
C
C
C
T
C
T
C
C
T
C
がんばれ―。(2)
がんばれ。(3)
がんばれ。(4)
あ―。
落ちた。
落ちた。
やべつ。
もう。
はい、挟んで。
がんばれ。(5)
よ―い。
がんばれ。(6)
がんばれ。(7)
どん。
がんば―れ、がんば―れ、がんばれがんばれ、がんば―れ。(8)
Figure29 運動活動2の発問8の一部抜粋①
ペアで背中とお尻に風船を挟んで走る運動活動である。ペアについては発問 7の時と同
じペアで行われた。授業案では、コーンを周つてくる活動が入つているが省略されている。
また、クラス全体で体育館をリレー形式で走ったタイムを測定し、1回目の記録と競争をす
る活動もあつたが 2回日は時間の都合上省略された。応援をするように促 してはいるもの
の、Figure29の(1)、(2)、(3)、(4)、(5)、(6)、(7)、(8)の発言が示すように、積極的
に声を出し協力する姿がみられた。
運動活動2の発問8の終盤の発言についてはFigure30に示す。
そしたら、え―と、アンケー ト書きに行つてください。
Hさんごめん。
風船もつていつて。風船、教室まで持つていつてください。
アンケートは裏のページ。
裏だつてさ。
?
?
?
?
?
C:またしたくなつたね。
C:うわあ
T:風船この後、教室に持つて帰つてもいいけど、ちゃんと担任の先生の言 うことを聞いて
使つてください。
Cs:はい。
Figure30 運動活動2の発問8の一部抜粋②
事後調査のアンケー トを記入しに行く場面で、Figure30の(1)の発言が示された。この
発言から、脈拍数への意識が高まったこと、脈を測定することができるようになつたこと
が考えられる。
(3)事後調査課題における教授活動前の心身の状態と知識について
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、本教授活動を終えての児童
の心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状態、人とのかかわりや空間の雰囲気、
受容感、緊張、不安、疲れ、集中において、事前調査段階からの変化を検証 した。気付き 。
調整・交流の3側面における課題では、教材選択が適 していたのか、体への気付き、調整、
が行われていたか、友達と交流できたかを検証した。運動の好き嫌い調査では、本教授活
動を通し事前調査からの変化を検証した。体への気付きに関する課題では、人間の体内の
水分の知識や最大心拍数の知識を測定し、本教授活動を受けどの程度人間の体について理
解したかを検証した。自由記述課題では、教授活動の感想、教授活動で気付いたことなど
を自由に記述するように求められた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
この課題は、事前調査と同一の課題で今現在の自分自身の心と体と人間関係 (雰囲気)
の状態を問う課題であつた。
事前調査の各項目では、「気持ちがゆつたりしている」平均 4.1点(SD=0.99)、「体が軽
い、元気いつぱい」平均 3.9点(SD=1.20)、「リラックスしている」平均 4.4点(SD=0.70)、
「動きたい、やる気がある」平均 4.2点(SD=0.79)、「動くことが,い地よい」平均 4.2点
(SD=0.79)、「人と関わることが心地よい」平均4.1点(SD=0.88)、「空間・雰囲気が心
地よい」平均 4.3点(SD=0.95)、「みんなと一体になつている」平均4.3点(SD=0.82)、
「何でも受け入れられる」平均 4.2点(SD=1.03)、「周囲に受け入れられている」平均 4
点 (SD=0.94)、「誰とでも関わることができる」平均 4.2点(SD=0.92)、「自然と笑顔に
なる」平均4.3点(SD=0.95)、「楽しい」平均4.3点(SD=1.06)、「気が乗らない、動く
のがおつくう」平均 2.7点(SD=1.57)、「体がだるい、疲れている」平均 2.1点(SD=1.37)、
「緊張している」平均 1.7点(SD=1.06)、「いらいらしている」平均 1.6点(SD=0.84)、
「人と話 したくない」平均 1.8点(SD=1.14)、「恥ずかしい」平均 1.6点(SD=1.08)、「お
もしろくない」平均 1.7点(SD=1.06)であつた。ポジテイブ項目群は平均 54.5点(SD
=10.00)、ネガティブ項目群は平均 13.2点(SD=6.18)であつた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題における事前調査と事後調査の各
項目の平均点数と標準偏差を Table12に、事前調査と事後調査のポジティブ項目群とネガ
ティブ項目群の合計点数と平均点数をTable13に、Figure31に事前調査と事後調査の平均
点数を示す。
Table12 各項目の平均点数と標準偏差  (事前→事後)
項 目 気持ちがゆつたりしている 体が軽い、元気いつぱい リラックス している
10名の平均点数
(標準偏差)
4.1-→4.0
(0.99)→  (0.94)
3.9-→4.4
(1.20)→ (0.97)
4.4-→4.1
(0.70)→  (0.99)
項 目 動きたい、やる気がある 動くことが心地よい 人と関わることが心地よい
10名の平均点数
(標準偏差)
4.2-→4.2
(0,79)―→ (1.14)
4.2-→4.3
(0.79)→  (1.06)
4.1→4.1
(0.88)→ (0.88)
項 目 空間・雰囲気が心地よし みんなと一体になつている なんでも受け入れられる
10名の平均点数
(標準偏差)
4.3-→4.3
(0.95)→ (1.06)
4.3-→4.3
(0.82)→  (0.95)
4.2-→4.2
(1.03)→  (0.92)
項 目 周囲に受け入れられている 誰とでも関わることができる 自然と笑顔になる
10名の平均点数
(標準偏差)
4.0-→4.1
(0.94)→ (0.99)
4.2-→4.0
(0.92)→  (1.05)
4.3-→4.3
(0.95)→ (0.95)
項 目 楽しい 気が乗らない、動くのがおっくう 体がだるい、疲れている
10名の平均点数
(標準偏差)
4.3-→4.4
(1.06)→  (0.52)
2.7-→2.2
(1.57)→ (1.62)
2.1→2.1
(1.37)―→ (1.60)
項 目 緊張している いらいらしている 人と話 したくない
10名の平均点数
(標準偏差)
1.7-→1.9
(1.06)―→ (1.29)
1.6-→2.0
(0.84)→ (1.63)
1.8→1.8
(1.14)→  (1.32)
項 目 恥ずかしい おもしろくない
10名の平均点数
(標準偏差)
1.6→1.8
(1.08)→  (1.48)
1.7-→1.8
(1.06)→  (1.32)
Table13 ポジティブ項目群とネガティブ項目群の合計点数と平均点数 (事前→事後)
項 目 ポジティブ項目群 (1から13) ネガティブ項目群 (14から20)
10名の合計点数
10名の平均点数
(標準偏差)
545-→547
54.5→4.7
(10.00)→  (9.96)
132→186
13.2-→13.6
(6.18)→ (9.83)
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Figure31 各項目の平均点数
各項目において大きな変化は見られなかつた。ポジティブ項目群では、「体が軽い、元気
ぃっぱい」が事前調査で平均 3.9点(SD=1.20)であつたが、事後調査では平均 4.4点(SD
=0.97)になつた0.5点の変化が 1番大きいものであつた。ネガティブ項目群では、「気が
乗らない、動くのがおつくう」が事前調査で平均 2.7点(SD=1.57)であつたが、事後調
査では平均 2.2点(SD=1.62)になつたO.5点の変化が 1番大きいものであつた。
ポジティブ項目群全体の平均においては、事前調査で54.5点(SD=10.00)であつたが、
事後調査では 54.7点(SD=9.96)であつた。肯定的にO.2点伸びてはいるが、統計的に有
意な差はみられなかつた。
ネガティブ項目群全体の平均においては、事前調査で 13.2点(SD=6.18)であつたが、
事後調査では 13.6点(SD=9.83)であつた。否定的に0.4点伸びてはいるが、統計的に有
意な差はみられなかつた。
ポジティブ項目群 とネガティブ項目群に有意な差がみられない結果であつた。これは、
運動前の事前調査段階においてポジティブ項目群の値が高く、ネガティブ項目群の値が低
く最初から良好な心身の状態にあつたことが原因だと考えられた。また、身体接触を含む
運動があつたにも否定的な伸びがみられなかつたことは、手を繋いだり、腕を組むくらい
の身体接触は段階的に取り入れることで 5年生において否定的に捉える必要がないと考え
らオしる。
気付き・調整・交流の3側面における課題
この課題は、事前調査と異なる課題である。体ほぐし運動の3側面である「気付き」、「調
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整」、「交流」や教材選択について5段階で問う課題であつた。「風船を使うことは楽しかつ
た」「自分の得意、不得意が分かつた」、「積極的に運動ができた」「友達と協力することは
楽しかつた」「体の特徴が分かつた」においては、値が高ければ肯定的に捉えられているも
のであつた。「友達と手をつなぐ事は嫌だつた」においては、値が低ければ肯定的に捉えら
れているものであつた。各項目の平均点数と標準偏差をTable14、Figure32に平均点数を
示す。
Table14 各項目の平均点数と標準偏差
項 目 風船を使うことは楽しかつた 友達と手を繋ぐことは嫌だつた 自分の得意、不得意がわかつた
10名の平均点数
(標準偏差)
4.9
(0.32)
1.8
(1.32)
3.9
(1.10)
項 目 積極的に運動ができた 友達と協力することはしかつた 体の特徴がわかつた
10名の平均点数
(標準偏差)
4.5
(0.97)
?
?
?
??
?
?
?
．
4.7
(0.48)
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Figure33に教材に関する
割合を示す。
Figure32 各項目の平均点数
「風船を使 うことが楽しかつた」の教材に関する項目の人数の
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■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
日どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure33 風船を使うことは楽しかった項目の分布 (人)
以上の結果から、「風船を使うことは楽しかつた」は平均 4.9点(SD=0.32)と満点に近
い結果であつた。小学校高学年の 5年生にとつては風船という教材は子どもつぼく思えて
しまいがちだが、この結果からも小学校高学年において風船は好意的に捉えられているよ
うに考えられる。
Figure34に「自分の得意不得意がわかった」、Figllre35に「体の特徴が分かつた」の気
付きに関する項目の人数の割合を示す。
■とてもそう感じる
日まあまあそう感じる
日どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure34 得意・不得意が分かった項目の分布 (人)
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■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
日どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure35 特徴が分かつた項目の分布 (人)
以上の結果から、「自分の得意、不得意が分かつた」は、平均 3.9点(SD=1.10)という
結果であつた。高い値とは言い難いが教授活動の学習活動1発問 3「体のどこでやるのが簡
単で、どこでやるのが難しかったかな。」において、難しかった箇所や簡単だった箇所を考
えられていた。しかし、発問 3は体の使い方についての問いかけであり、それを得意、不
得意として繋げて考えることが難しかったのではないかと考えられた。
「体の特徴が分かつた」は、平均4.7点(SD=0.48)と高い結果であつた。この結果は、
学習活動を取り入れて自分自身で脈拍数を測定し、人間の水分量や排出水分量に関しては
パワーポイントやペットボトルを用いて水分量を表現したことで高くなつたと考えられる。
後に述べる体への気付き関する課題の結果からも、高い値になつたことは納得のいく結果
であつた。
Figure36に「積極的に運動ができた」の体の調整に関する項目の人数の割合を示す。
■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
■どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure36 積極的に運動ができた項目の分布 (人)
以上の結果から、「積極的に運動ができた」は、平均 4.5点(SD=0.97)と高い結果であ
った。全員の児童が運動を好きと感じているため、このように高い結果になつたと考えら
れる。それ以外にも、「風船を使 うことは楽しかつた」の項目が高いことから、普段使 うこ
とのない風船を教材として選択したこと、「友達と協力することは楽しかった」の項目が高
いことから、友達との交流が積極的な運動へと結び付けたのではないかと考えた。
Figure37に「友達と手をつなぐことは嫌だった」、Figure38に「友達と協力することは
楽しかった」の交流に関する項目の人数の割合を示す。
■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
日どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure37 手を繋ぐ事は嫌だった項目の分布 (人)
■とてもそう感 じる
■まあまあそう感 じる
日どちらともいえない
■あまりそう感 じない
■全くそう感 じない
Figure38 協力することは楽しかつた項目の分布 (人)
以上の結果から、「友達と手をつなぐ事は嫌だつた」は、平均 1.8点(SD=1.32)と1点
台の結果であつた。高学年になるに連れて身体接触は慎重に取り入れなくてはならないが、
この結果や心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題の結果からも、手を繋ぐ
という身体接触は5年生においては否定的に捉える必要がないと考えられた。ただし、1名
「とてもそうかんじる」を選択していることからも、手を繋ぐという行為であっても慎重
に扱つていく必要があると考えられる。
「友達と協力することは楽しかつた」は、平均 4.7点(SD=0.68)と高い結果であつた。
高い結果になつた要因として、いきなり集団で交流するのではなく、まずは交流のない個
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人活動から入り、集団で身体接触がない運動、ペアで身体接触がある運動、集団で身体接
触がある運動、ペアで身体接触が大きい運動、と様々な交流場面を設定し、身体接触にお
いては段階的に取り入れた教授活動にしたことが要因だと考えられる。直接的な協力では
ないが、教授活動発問 8.「2人で風船を挟んで走ってみよう。」においては、活動 している
友達に対し応援をして、応援という形で協力してお りこの応援も高い値になつた要因だと
考えられる。
運動の好き嫌い調査
この課題は、事前調査と同一の課題で運動の好き嫌いについて問う項目である。
事前調査では、「とても好き」4名 (40%)、「まあまあ好き」6名(60%)であつた。
この調査における、事前調査と事後調査の回答数をTable 15に、回答率をFigure39に示
す。
Tbale15 運動の好き嫌いの人数  (事前→事後)
回答 とても好き まあまあ好き どちらでもない あまり好きではない 全 く好きではない
回答人数
(%)
4→5
(40%)→ (50%)
6-→4
(60%)― (40%)
0→1
(0%)→(10%)
0→0
(0%)→(0%)
0-→0
(0%)→(0%)
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0
■事前
■事後
とても好き    まあまあ好き   どちらでもない あまり好きではない 全く好きではない
Figure39 運動の好き嫌いの割合 (%)
「とても好き」又は 「まあまあ好き」を好きと分類 したとき、好きに回答した者は事前
調査では 10名(100%)であつたが、事後調査では9名(90%)と1名 (10%)事後調査
で少なくなつた結果であつた。1名 (10%)に関しては、「あまり好きではない」又は「全
く好きではない」の嫌いの分類に入つた訳ではなく「どちらでもない」という回答に至っ
た。
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事前調査より事後調査において好きの分類の値は低くなつたが、統計的に有意な差は見
られなかつた。
体への気付きに関する課題
事前調査での正答は、体内水分量課題 4名 (40%)、1日の排出水分量課題 6名(60%)、
小学校 5年生の最大心拍数課題 1名 (10%)であつた。
人間の体内水分量課題の事前調査と事後調査の回答数をTable16に、回答率をFigure40
に示す。なお、事前調査の正答率オレンジ色、事後調査の正答率を赤で示す。
■事前
■事後
約20%    約40%    約60%    約80%   わからない
Figure40 人間の体内水分量課題の回答率 (%)
「人間の体内水分量課題」の正答は、事前調査では 4名 (40%)であり、事後調査では
10名(100%)であつた。事前調査より事後調査において正答率はあがつたが、統計的に
有意な差は見られなかつた。事前調査段階においても、人間の体は大半水分でできている
という理解があった。それに加え教授活動場面でパワーポイントを用いて視覚的に学習し
たことが効果的だつたと考えられる。
1日のツト出水分量課題の事前調査と事後調査の回答数をTable 17に、回答率をFigure41
に示す。なお、事前調査の正答率オレンジ色、事後調査の正答率を赤で示す。
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Table16 人間の体内水分量課題の回答数 (事前→事後)
問い 約20% 約40% 約60% 約80% わからない
回答人数
(%)
0→0
(0%)→(0%)
1-→0
(10%)→(0%)
4→10
(40%)→ (100%)
5-→0
(50%)→(0%)
0-→0
(0%)→(0%)
52
問い 糸つ500m′ 糸9 12 約 2.52 約 5.52 わからない
回答人数
(%)
1→0
(10%)→(0%)
2-→0
(20%)→(0%)
6→10
(60%)→ (100%)
1→0
(10%)→(0%)
0→0
(0%)→(0%)
Table17 1日の排出水分量課題の回答数 (事前→事後)
■事前
■事後
約500m′   約10    約2.5ι   約5.52  わからない
Figure41 1日のリト出水分量課題の回答率 (%)
「1日の排出水分量課題」の正答は、事前調査では 6名 (60%)であり、事後調査では
10名(100%)であつた。事前調査より事後調査において正答率はあがつたが、統計的に
有意な差は見られなかつた。事前調査段階においても、半分以上の 6名(60%)が理解し
ている課題ではあつたものの、約 500m′、約 12、約 5.52にも回答者がいた。教授活動では、
1日に排出する水分量を500m′のペットボ トル 5本を用いて説明したこと効果的だつたと
考えられる。
小学校 5年生の最大心拍数課題の事前調査と事後調査の回答数をTable18に、回答率を
Figure42に示す。なお、事前調査の正答率オレンジ色、事後調査の正答率を赤で示す。
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Table18 小学校 5年生の最大心拍数課題の回答数 (事前→事後)
問い 約 60回 約 100回 約 210回 約 350回 わからない
回答人数
(%)
3→2
(30%)→(20%)
3→0
(30%)→(0%)
1→8
(10%)→(80%)
3-→0
(30%)→(0%)
0-→0
(0%)→(0%)
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■事前
■事後
約60回 約100回   約210回   約350回  わからない
Figure42 小学校 5年生の最大心拍数課題の回答率 (%)
「小学校 5年生の最大心拍数課題」の正答は、事前調査では 1名(10%)であり、事後
調査では 8名(80%)であつた。MCNemar検定を行つたところ、事前調査から事後調査
へと有意に伸びていた (P<0.05)。小学生の安静時の脈拍数は約 70回から約 110回である
が、最大心拍数の答えとして事前調査において約60回3名(30%)、約 100回3名(30%)
と安静時に近い数字選択している者が多くいた。このことからも脈という言葉は知つてい
ても、普段の自分自身の脈拍数や最大心拍数についての理解がないと考えられた。教授活
動では、運動前や運動の途中に脈拍数の測定を行つたり、パワーポイン トを用いて最大心
拍数は「220‐年齢」と法則を教えることにより理解が深まったと考えられる。
自由記述課題
この課題は、教授活動の感想や教授活動を通して気付いたことなど自由に記述を求める
課題であつた。被験者の記述をそのままFigure43に示す。
。脈のはかり方がわかつたし、友達といつも以上に協力できたので楽しかつたです。あと、
体の水分とかの仕組みも学習できたので良かつたです。
・運動をたくさんするとみゃくがたくさん動くことがわかりました。風せん遊びでは、風
せんをはさんで走るきょうそうでいきがとてもあい、おもしろかつたです。またや りた
いと思いました。
・ うんどうはきらいだけど風船をゆうたさんとやつて楽したつた。
・風船を使って動くだけでも意外につかれるということ分かつた。運動がきらいの人でも
楽しくあそべるだなあ―と思いました。
・友達との協力も大切だということがわかります。風船遊びで不得意がわかりました。
・風船を2人で協力 してはさみ、ぐるぐるまわるのは、大変だというのが分かり、とても、
たのしいことが分かりました。また、みやくは、うんどうした後の方が速くなつている
?。
?。
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??
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??
??
??
??
??
?
と、おきているとなり、そのままだったり、へつたりしたら、ねていることが分かりま
した。
。自分と友達と一体にならないとうまくできなかつた。一人だけでがんばっても友達が、
がんばっていなければうまくできないということがわかつた。
・風船をつかつた運動がこんなにおもしろいとは思わなかったし、体を使ってみゃくが変
わるなんて、びつくりしました。たのしかったのでまた自分でやつてみたいです。
・ふうせんをはさんでやるときいきをあわせてはやくゴールできたのでよかったです。 し
んぞうがどう、うごいているのかをしらべるとき、くびや手のところをやるとできるこ
とが分かりました。
。今日は、分かったことと、楽しかつたことがあります。分かつたのは、みやくで体のこ
とが分かることです。楽しかったのは、みんなで風船で遊んだことです。今日の体育は
いいけいけんだったと思います。
Figure43 自由記述
ネガティブな記述をしている者はおらず、ポジティブな記述が示された。運動の楽しさ
や友達との協力などの運動活動、脈拍数や水分量などの学習活動と様々な観点から記述さ
れていた。
(0個別の児童の変化に着目した分析
a.心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題と他の課題との関係に着目した
全体の平均点において変化はさほどみられなかつたが、個別においては変化がみられた
者もいた。このことから、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度の変化が他の項目にど
う影響を及ぼしているかを検証することで、他の項目との関係性を明らかにできると考え
個別分析を行つた。
児童A
児童Aは、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題において、ポジティブ
項目群とネガティブ項目群が10点以上肯定的に伸びていた。
事前調査と事後調査の各項目の点数をTable19に、事前調査と事後調査のポジティブ項
目群とネガティブ項目群の合計点数をTable20に示す。
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Table19 各項目の点数 (事前→事後)
項 目 気持ちがゆつたりしている 体が軽い、元気いつばし リラックスしている
点数 3-→4 4→5 3-→4
項 目 動きたい、やる気がある 動くことが心地よい 人と関わることが心地よし
点数 3-→5 3-→5 3-→4
項 目 空間・雰囲気が′い地よし みんなと一体になつている なんでも受け入れられる
点数 4→5 3-→4 3→4
項 目 周囲に受け入れられている 誰とでも関わることができる 自然と笑顔になる
点数 4→4 3-→4 4-→5
項 目 楽しし 気が乗らない、動くのがおっくう 体がだるい、疲れている
点数 3-→4 4→1 3-→2
項 目 緊張している いらいらしている 人と話したくなし
点数 3→1 3→1 3-→1
項 目 恥ずかしし おもしろくない
点数 3→1 3-→2
Table20 ポジティブ項目群とネガティブ項目群の点数 (事前→事後)
項 目 ポジティブ項目群 (1から13) ネガティブ項目群 (14から20)
点数 43→57 22→10
事前調査から事後調査にかけてポジティブ項目群では、「周囲に受け入れられている」以
外の全項目で肯定的に伸びており、「周囲に受け入れられている」においても4点という結
果であつた。ネガティブ項目群では、全項目において肯定的に伸びていた。各項目同士の
繋がりに着目する。事後調査において 「動きたい、やる気がある」は肯定的に示されてお
り、「気が乗らない、動くのがおっくう」は否定的に示された。また「動くことが′い地よい」
としていることからも動くことに対して好意的な状態であることが考えられる。脈拍数も
運動時で 17回(10秒間)だつたことからも、適度な運動をしていたことが考えられる。「み
んなと一体になつている」「何でも受け入れられる」「周囲に受け入れられている」「誰とで
も関わることができる」が肯定的に示されていることで、「人と関わることが′い地よい」と
感 じたり、「空間・雰囲気が′い地よい」と感じられていると考えられる。また、人と話 した
くないとは思つていないことや、緊張いらいらしていないことからも雰囲気や仲間との関
係に対して好意的な状態にあると考えられる。 運動の好き嫌い調査では、事前調査と事
後調査共に「まあまあ好き」であり、好きな種目は 4つであつた。体への気付きに関する
課題では、1日の排出水分量課題と小学校 5年生の最大心拍数課題においては事前調査と事
後調査共に正答であり、体内水分量課題においては事前調査では誤答だつたが事後調査に
おいては正答であつた。気付き 。調整・交流の 3側面における課題では、全項目において
肯定的に捉えていた。自由記述課題では、「脈の測り方が分かったし、友達といつも以上に
協力できたので楽しかったです。あと、体の水分とかの仕組みも学習できたので良かった
です。」とポジティブな記述であリネガティブな記述はみられなかつた。
児童B
児童Bは、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題において、ポジティブ
項目群とネガティブ項目群が10点以上否定的に伸びていた。
事前調査と事後調査の各項目の点数をTable21に、事前調査と事後調査のポジティブ項
目群とネガティブ項目群の合計点数をTable22に示す。
事前調査から事後調査にかけてポジティブ項目群では、全項目において否定的に伸びて
いた。しかし、4点という結果は低いとは言い難いものであった。ネガティブ項目群では、
全項目において5点であり否定的に伸びていた。「体がだるい、疲れている」、「緊張してい
る」、「いらいらしている」、「人と話したくない」、「恥ずかしい」、「おもしろくない」にお
いては、事前調査では 1点と肯定的な状態であつたが、事後調査では正反対の結果であつ
た。各項目同士の繋がりに着目する。事後調査において、緊張している、いらいらしてい
Table21 各項目の点数 (事前→事後)
項 目 気持ちがゆつたりしている 体が軽い、元気いつぱい リラックスしている
点数 5-→4 5→4 5→4
項 目 動きたい、やる気がある 動くことが心地よい 人と関わることが心地よい
点数 5-→4 5→4 5-→4
項 目 空間・雰囲気が`い地よい みんなと一体になつている なんでも受け入れられる
点数 5-→4 5→4 5-→4
項 目 周囲に受け入れられている 誰とでも関わることができる 自然と笑顔になる
点数 5-→4 5→4 5-→4
項 目 楽しい 気が乗らない、動くのがおっくう 体がだるい、疲れている
点数 5→4 5-→5 1→5
項 目 緊張している いらいらしている 人と話したくなし
点数 1-→5 1-→5 1-→5
項 目 恥ずかしし おもしろくない
点数 1→5 1-→5
Table22 ポジティブ項目群とネガティブ項目群の点数 (事前→事後)
項 目 ポジティブ項目群 (1から13) ネガティブ項目群 (14から20)
点数 65-→52 11-→35
57
ると示しており、心が落ち着いた状態ではないように考えられるが「リラックスしている」
に関して肯定的に示しており、矛盾した回答だと考えられる。「人と話 したくない」「恥ず
かしい」が否定的に示されたことから、友達との関係に不満があるように考えられる。自
由記述において、「一人だけで頑張つても友達が頑張つていなければうまくできないことが
分かつた。」と示 していることから、息を合わせることができなかつたことを示 していると
考えられる。このことから、否定的に示された可能性が考えられる。しかし、「人と関わる
ことが′い地よい」「空間・雰囲気が′い地よい」「みんなと一体になつている」「何でも受け入
れられる」「周囲に受け入れられている」「誰とでも関わることができる」においては、肯
定的に示されていることから、矛盾した回答だと考えられる。運動の好き嫌い調査では、
事前調査と事後調査共に「とても好き」であり、好きな種日は 12個であつた。体への気付
きに関する課題では、体内水分量課題においては事前調査と事後調査共に正答であり、1日
の排出水分量課題と小学校 5年生の最大心拍数課題においては事前調査では誤答だつたが
事後調査においては正答であった。気付き 。調整 。交流の 3側面における課題では、全項
目において肯定的に捉えていた。自由記述では、「自分と友達と一体にならないと上手くで
きなかつた。1人だけで頑張つても友達が頑張つていなければ上手くできないということが
分かつた。」と示していた。
b.遭動の好き嫌い調査と他の課題との関係に着日した
事前調査においては全員が運動を好きとしていたが、事後調査では 1名が違 う回答を示し
た。このことから、運動の好き嫌いが他の項目にどんな影響を及ぼしているかを検証する
ことで、他の項目との関係性を明らかにできると考え個別分析を行つた。
児童C
児童Cにおいては、事前調査「まあなあ好き」から事後調査「どちらともいえない」へと
変化 していた。好きな運動種目は、水泳の 1つであつた。心と体と人間関係のほぐれ度と
気付き度に関する課題では、事前調査から事後調査にかけてポジティブ項目群は事前調査
で43点、事後調査で56点であつた。ネガティブ項目群は事前調査で 13点、事後調査で 7
点であつた。ポジティブ項目群、ネガティブ項目群共に肯定的に伸びてはいた。各項 目同
士の繋が りに着 目す る。事後調査において、「動きたい、やる気がある」に否定的に示
しているが、 「気が乗らない、動くのがおつくう」は全くないと示 していることから矛盾
した回答だと考えられる。「空間・雰囲気が,い地よい」「みんなと一体になつている」「何
でも受け入れられる」 「周囲に受け入れられている」 「誰とでも関わることができる」が
肯定的に示されており、これが要因で自然と笑顔になる、楽しいと好意的に示 したと考え
られる。また、おもしろくないとは全く感 じていないことからも、教授活動は好意的に受
け止められたと考えられる。体への気付きに関する課題では、1日の排出水分量課題におい
ては事前調査と事後調査共に正答であり、体内水分量課題と小学校 5年生の最大心拍数課
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題においては事前調査では誤答だったが事後調査においては正答であつた。気付き。調整・
交流の3側面における課題では、全項目において肯定的に捉えていた。また、自由記述課
題では、「うんどうはきらいだけど風船をYさんとやつて楽しかった。」と示しており、
もともと運動が嫌いということがみられた。運動嫌いだとした場合に、運動嫌いにとつて
も好意的に受け止められた結果は示されていると考えられる。
4.考察のまとめ
事前調査の運動の好き嫌い課題では、10名全員が「とても好き」又は「まあまあ好き」
の好きと示した。しかし、好きな種日においては陸上の 6名が一番多く、次に水泳、眺び
箱の 5名が多く、他の種目においては半数以下であつた。このことから運動が好きだから
と言つて多くの種目が好きだとは限らないことが示された。体への気付きに関する課題で
は、人間の体内水分量の正答は 10名中4名であった。決して高いとは言えないが、10名
中5名は約80%を選択している。このことからほとんどの児童が数値はわからずとも、人
間の多くが水分でできているということは理解していることが示された。1日の排出水分量
の正答は 10名中6名であった。半数以上が理解していることが示された一方、他の選択肢
にも回答が分かれたことから予想しにくい課題であつたことも示された。小学校 5年生の
最大心拍数の正答は10名中1名であつた。このことから最大心拍数への理解が薄いことが
示された。また、小学生の平常時の脈拍数は約 70回から110回にも関わらず、10名中6
名が約60回と回答していることから、平常時の脈拍数への理解も薄いことが示された。心
と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、ポジティブ項目群とネガティブ
項目群共に肯定的に高いことが示された。授業前においても、心と体と人間関係は比較的
良好な状態だと伺えた。
教授活動の発問 1では、脈という言葉に対し手首を触つている児童がいることからも脈
に関しての理解はあることが示された。しかし、実際に測つてみると、聞き取れない児童
が多くいたことからも、理解はしているが体験したことがないように考えられる。このこ
とから、体への気付きの希薄さが示唆されていると推測された。発問 2では、同じ運動で
も体の使う部位によつて難易度が変わることを理解しているように考えられる。発問 3で
は、使う部位によつて難易度が変わることを経験したことによつて、気付きが深まったよ
うに考えられる。発間 4では、身体接触は伴わない集団運動において声を出して友達を気
遣う姿が示された。発問 5では、運動後の脈拍の測定において、脈が早くなつていること
に驚きを示す児童が多くみられことから、運動後の脈拍に対しての気付きが今までになか
ったと考えられ、この活動を通して自身の体への気付きが深まつたことが伺えた。発問 6
では、人間の排出水分量について学習を行い、驚きを示す児童がみられたことから水分排
出量への気付きが深まったと考えられる。発問 7と発問8では、身体接触を伴うペア運動
と集団運動を行なつたが、積極的に声を出す姿からも協力することに対して好意的に捉え
ている可能性があつた。
事後調査の心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、ポジティブ項目
群が肯定的にネガティブ項目群が否定的に少し変化はしたが、ほとんど変わらなかつたと
いえる。気付き 。調整・交流の 3側面における課題では、全体的に高い値が示された。教
材に関する項目では、風船を教材として扱 うことに対し小学校高学年において好意的に捉
えられていた。気付きに関する項目では、「自分の得意、不得意がわかった」においては、
低い値だつたとは言えないが他の項目に比べて高くはなかつた。教授活動において、苦手
な部分に気付かせる教授を行つたが「自分の得意、不得意がわかつた」と「苦手な部分に
気付いた」が児童の中で結びつかなかつた可能性がある。「体の特徴がわかった」の値が高
いことは、教授活動を学習活動と運動活動を繋げて行つたことが好意的に示された要因だ
と考えられる。調整の項目では、積極的に運動ができたと示されていた。交流に関する項
目の友達と手を繋ぐことに関しても否定的な値は示されず、小学校高学年において手を繋
ぐことは好意的に捉えられていると考えられる。しかし、1名は手を繋ぐことが嫌だつたと
感 じていることからも全ての児童が受け入れてくれる行為ではないということで慎重に扱
う必要があつた。「友達と協力することは楽しかつた」においては好意的に示されていた。
これは、教授活動において協力する場面を多く設けたこと、協力の場面が多様だつたこと
が好意的に捉えられた要因だと考えられる。運動の好き嫌い調査では、事前調査の段階に
おいてクラス全員 10名が「とても好き」又は「まあまあ好き」と運動が好きなことを示し
ていた。事後調査においてもあまり変化は見られなかつた。しかし、1名が好きの分類から
「どちらでもない」を選択 していた。体への気付きに関する課題では、人間の体内の水分
量の正答は事前では 10名中4名であつたが事後調査では全員が正答している。事前調査か
らも示されたように、人間の体の多くは水分であることを大半の児童は理解 していた。 し
かし、割合などの正確な知識は持つていなかつたように考えられる。事前調査から事後調
査の変化に対し、有意差は出なかつたものの正答率が 100%になつたことから理解が深まつ
たことが伺えた。人間が 1日に排出する水分量の正答は事前調査では 10名中6名であつた
が事後調査では全員が正答 していた。事前調査から事後調査の変化に対し、有意差は出な
かつたものの正答率が 100%になつたことから理解が深まったことが伺えた。小学校 5年生
の最大心拍数の正答は事前調査で 10名中 1名だつたが事後調査では8名が正答していた。
事前調査から事後調査への変化は統計的にも有意に伸びていた。このことからも理解が深
まつたことが伺えた。このように正答率が伸びた要因として、運動活動と学習活動を繋げ
た体ほぐし運動にしたことが考えられる。
自由記述課題では、体育科の授業なので運動場面が重視されるが、学習活動をいれ運動
活動時間が短くなつているにもかかわらず 10名のうち6名が「楽しかった」や「面白かつ
た」と記述をしている。脈や水分量、運動について様々な記述が示された。風船を使つた
運動を 4名が「遊び」と表現しており、教授活動を児童はスポーツ競技ではなく休み時間
に近い感覚で捉えていたように考えられる。ネガティブな発言はみられなかつた。
個別の児童の変化に着日した分析では、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関す
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る課題において対照的な結果を示した児童Aと児童Bを取り扱つたが、全体的に見たら他
の項目においては両児童共に肯定的な値であった。このことからも心と体と人間関係のほ
ぐれ度と気付き度に関する課題の違いが、他の項目に影響をもたらさない可能性があつた。
しかし、矛盾した回答があることからも、今回の調査方法では限界があると考えられた。
運動の好き嫌い調査において変化のみられた児童 Cにおいては、自由記述からも見られた
ように、もともと運動が嫌いだったことが示された。しかし、他の項目においては肯定的
な値であつた。このことから、運動が嫌いだった児童も参加しやすい運動活動であつたと
推測できる。
以上の結果から、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題に関して、平均
点での差はほとんどみられなかつたが個人に着目すると肯定的に大きく変化している者も
いれば、否定的に大きく変化している者もいた。しかし、他の課題においてはほとんど違
いがみられなかつたことからも、今回用いた課題以外の要因の検討と授業の改善の必要が
あると考えた。脈や水分については、多少の理解はあるものの正確な理解がなかつた学習
者に対し、学習活動と運動活動を交え運動と知識の関連を図ることで知識の獲得、気付き
へと繋がることが示された。身体接触においても、全運動場面で取り入れるのではなく、
身体接触のない運動や身体接触を段階的に取り入れることで高学年においても身体接触を
取り入れやすいと考えられたが、必ずしも全員が身体接触に肯定的な反応を示すわけでは
ないので注意する必要もあると考えられた。これらを踏まえて、学習者の変化の要因につ
いて考え直す必要があると考えられた。
?
?
第4章 第2実験
1.実験のねらい
第 1実験と同様で、児童の 「気付き」「調整」「交流」の実態を明らかにする。また、「体
ほぐし運動」の教授活動を通して心と体と人間関係の意識の変化を検討する。教授活動は、
学習活動と運動活動を組み合わせて行 う。運動活動においては、身体接触を段階的に取 り
入れて行 う。教材としては、第 1実験同様に 「風船」を使用する。
第2実験では、変更した点は 2つである。まず、対象者の学年が低学年になつている。
次に、第 1調査と第 1実験を踏まえて低学年にあつた体ほぐし運動、身体接触を考える必
要があり、非言語的なコミュニケーションを受け入れやすいように低学年に合わせた授業
プランに設定した。そのため、活動全体が易しいものになつてお り、また高学年より身体
接触の度合いも高いものに設定されている。
2.方法
第 1実験は、N県内公立小学校 1年生男子5名及び女子4名の学級全体9名を対象に2016
年 9月21日に行われた。なお、調査結果の分析においては事前調査と事後調査において指
示に従ったに回答を行つた6名 (男子3名、女子 3名)を分析対象者とする。3名を分析対
象者から除いたのは、事前調査及び事後調査で行つた質問紙調査において複数回答及び無
回答があつたためである。この実験は、事前調査→授業実践→事後調査の順で実施された。
以下では、各セッションの内容について述べる。
(1)事前調査の概要
事前調査は、質問紙調査によるものである。所要時間は約22分、授業実践の直前に体育
館で行われた。運動の好き嫌いに関する調査 (4問)、 気付き 。調整に関する課題 (1問6
項目)、 心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題 (1問20項目)、 心臓の音に
関する調査である。各課題については、以下に説明する。また、実際に用いた調査用紙と
事前調査全体の教師と児童の会話の事前調査記録は参考資料として末尾に示す。
運動の好き嫌いに関する調査
この課題は、学習者の運動の好き嫌いの程度を把握するために全 4問から構成された調
査である。
問 1は、名簿番号を問う項目である。問2は、性別を問う項目である。問3は、運動の
好き嫌いについて問う項目である。問 4は、好きな運動の種類について問う項目である。
問 1については記述式で、間2,3,4については選択形式で回答を求めた。
運動の好き嫌い調査をFigure44に示す。
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Figure44 運動の好き嫌い調査
問 1は名簿番号を問うもの、間2は性別を問うものであり、回答者について把握する項
目である。問3は、回答者の運動の好き嫌いについて 5段階で測定する項目である。問 4
は、間3で「とてもすき」又は「まあまあすき」を選択した者のみが回答する課題であり、
どのような種類の運動が好きかを問う項目である。
気付き・調整に関する課題
この課題は、人間の心臓の動きや発汗への気付きと水分摂取についての知識を問う課題
として筆者が作成した。人間の心臓の動きについて2項目、発汗と水分摂取について2項
目である。各項目はいずれも選択形式で回答を求め、「とてもそうかんじる」5点、「まあま
あそうかんじる」4点、「どちらともいえない」3点、「あまりそうかんじない」2点、「まっ
たくそうかんじない」1点として、各項目5点に近ければ理解しているとした。
気付き。調整に関する課題をFigure45に示す。
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5。 そうだとおもうところにひとつに○をつけてください。
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Figure45 気付き 。調整に関する課題
Figure45の内容については、「しんぞうは、ずつとうごいているとおもう」、「うんどうをす
るとしんぞうは、はやくなるとおもう」においては、心臓の動きについての理解に関する内
容である。「うんどうをすると、あせをかくとおもう」、「うんどうをしたら、のみものをの
んだほうがよいとおもう」においては、発汗についての理解、発汗と水分摂取の繋がりに
ついての理解に関する内容である。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
この課題は、先行研究である村田 (2000)の体ほぐしチェックリス トを参考にした 1問
20項目からなる課題である。村田 (2000)と同様の文言と20項目を使用した。先行研究
課題からの変更点は4点である。1点日は、研究対象者が小学校低学年のため、全ての文言
を平仮名表記にした。2点目は、同じチェック欄に活動前後の状態を記すということは、活
動前の状態を意識 した上で活動後の状態を記すのではないかと考えたため、事前調査と事
後調査という形でチェックリストを分けた。3点日は、記入漏れや重複回答を防ぐため、解
答欄は枠で囲む形にした。4点日は、活動前後の状態を比較し自己分析をしたり、友達同士
で感想を述べ合 う事で自己理解や自己認識につながるとしているが、児童自身に自己分析
をすることを本研究のねらいとしていないため村田 (2000)のチェックリス トから「上記
のうちで、気になる項目について具体的な活動と関連付けて、気付いたことなどを自己分
析してください。」という文言と活動を省略した。
内容は、心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状態、人とのかかわりや空間
の雰囲気、受容感などがどのように肯定的に変化していくかを見る 1～13番と、緊張、不
安、疲れ、集中などのストレスというネガティブ項目群がどれだけゼロに近付き、変化し
ていくかをみる14～20番からなつている。各項目はいずれもの5段階の選択形式で回答を
求めた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題をFigure46に示す。
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Figure46心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
Figure46の内容については、「きもちがゆつたりしている」「からだがかるい、げんきい
っぱい」「リラックスしている」「うごきたい、やるきがある」「うごくことがここちよい」
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「ひととかかわることがここちよい」「くうかん 。ふんいきがここちよい」「みんなといつ
たいになつている」「なんでもうけいれられる」「しゅういにうけいれられている」「だれと
でもかかわることができる」「しぜんとえがおになる」「たのしい」の 13の内容において、
児童の現在の心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状態、人とのかかわりや空
間の雰囲気、受容感などのポジティブ項目群の状態を把握する内容である。「きがのらない、
うごくのがおっくう」「からだがだるい、つかれている」「きんちょうしている」「いらいら
している」「ひととはなしたくない」「はずかしい」「おもしろくない」の7の内容において、
児童の現在の緊張、不安、疲れ、集中などのストレスというネガティブ項目群の状態を把
握する内容である。ポジティブの要因が高く、ネガティブの要因が低い状態を心と体と人
間関係がほぐれている状態である。事前調査に行つた「′いと体と人間関係のほぐれ度と気
付き度に関する課題」からの変化を測定する。
心臓の音に関する調査
この調査は、胸を触つて心臓の音を感じることができたかを問うものである。心拍数を
問うものではなく、音を聴けたかについて 5段階の選択形式で回答を求めた。心臓の音を
確認する活動は、教授活動の学習活動 1の発問1で行われた。
心臓の音に関する調査を、Figure47に示す。
7.しんぞうがドクンッ!とするのがわかつた。
( とてもわかる  まあまあわかる  どちらともいえない  あまりわからない まつたくわからない )
Figure47 心臓の音に関する調査
Figure47の内容については、教授活動の学習活動発問 1を通して心臓の音を聴くことが
できたかについて問う課題である。
(2)教授活動
教授活動は、筆者によつて体育科の授業の時間内に行 う。所要時間は約35分。授業の始
めには、運動前の心臓の音と汗の状態についての確認を行 う。運動は風船を用いて行い、
身体接触のない個人活動、身体接触のない集団活動、身体接触の低い活動、身体接触の高
い活動と段階的に身体接触を取り入れて行 う。身体接触の割合については第 1実験の高学
年とは違い、身体接触の割合は大きくなつている。運動の合間に、運動をしてからの心臓
の音や汗の状態の確認を行 う。教授活動で使用した資料や授業記録は参考資料として末尾
に示す。
全体で発間は8つの4構成で行 う。学習活動 1、 運動活動 1、 学習活動 2、 運動活動2の
順に実施された。
活動 学習活動 1 運動活動 1 学習活動 2 運動活動 2
発 間 1、 2 3、 4 5、 6 7、 8
概 要 。心臓の音の確認
。発汗の確認
・個人運動
・集団運動
。心臓の音の確認
。発汗の確認
・水分摂取の話
・ペア運動
・ リレー形式運動
身体接触 な し な し な し あ り
教授活動の全体の構成をTable23に示す。
Table23 教授活動の全体の構成
学習活動 1では、運動前の心臓の音と汗の状態についての確認活動を行う。発間は2つ
行う。学習活動 1の概要についてFigure48に示す。
発間1.心臓の音をきいてみよう。
右手で左胸を触つてみよう。 ドクンッって音がわかるか確かめてみよう。自分のがわか
つた人は、お友だちのも胸も触つて音を聴いてみよう。音は早かつたかな、遅かつたかな。
発問2.ティッシュペーパーは濡れるかな。
ティッシュペーパーを顔においてペタペタして (顔を拭いて)みよう (10秒間)。 ティッ
シュペーパーが少しでも濡れたかな。
Figure48 学習活動 1の発問
以上が、学習活動 1の発間である。発問 1では、右手で左胸を触つて心臓の音を感じて
もらうことをねらいとしている。自分の心臓の音が分かつた者は、友達の心臓も同じよう
に音がすることを感じてもらう。発問 2では、ティッシュペーパーを顔の上に置き、顔を
拭いてもらいティッシュペーパーがどうなつたかを確認してもらう。運動前なので、ティ
シュペーパーは濡れず汗をかいていないということを実感させることがねらいではあるが、
発問 2の段階ではティッシュペーパーが濡れたか濡れないかを問うだけで汗の話は行わな
い。
運動活動 1では、身体接触のない個人運動、身体接触のない集団運動を風船を使つて行
う。運動活動 1の概要についてFigure49に示す。
発問3.自分の風船をいつぱい蹴つてみよう。
今日は風船を使って授業をします。風船を使うに当たつてルールを決めます。
1、 風船をわざと割ったりしない。踏んづけたり、爪を刺したら簡単に割れるので大切に
使いましょう。
2、 先生がお話をしているときは風船を触らない。風船を触っていたら次に何をやつたら
いいかわからなくなつてしまいます。だから先生の話はしつかり聞きましょう。
3、 風船を使つていっぱい動きましょう。元気に体を動かしましょう。
この3つのルールをしつかりと守って楽しく運動をしよう。
風船をいつぱい蹴つて体育館を走つてみよう。友達の風船は蹴らず、自分の風船をいつ
ぱい蹴つてみよう。
先生が笛を吹いたら止まり、もう一回吹いたらまたいつぱい蹴ってみよう。
発間 4。 いろいろな風船をいつぱい蹴つてみよう。
いろいろな色の風船を蹴つてみよう。自分の風船だけでなく、赤の風船を蹴つたら、次
は青→緑→・・・といろいろな色の風船を蹴つてみよう。同じ色を連続で蹴るのではなく、
違う色の風船を蹴るようにしよう。
先生が笛を吹いたら止まり、もう一回吹いたらまたいつぱい蹴ってみよう。
Figure49 運動活動 1の発問
以上が、運動活動 1の発間である。発問3では、運動活動で風船を使うため、風船を使
用するに当たつてのルールを説明する。運動は身体接触のない個人の運動活動であり、自
分の風船をたくさん蹴つて体育館中を走り回るものである。教師の合図で、止まったり動
いたりする。発問 4では、身体接触のない集団の運動活動である。風船を蹴つて体育館中
を走り回るという活動は変わらないが、発問 3では自分の風船のみだつたものを、発間 4
では友達の風船も蹴るというものである。むしろ、自分の風船という認識はなく、体育館
中にある風船を蹴るというものである。個人活動のようにみえるが、友達と同じ風船を蹴
ってしまう可能性があつたりすることからも交流する場面が設けられている。
学習活動 2では、運動を行なつた後の心臓の音と汗の状態についての確認活動を行う。
心臓の音と発汗と水分摂取について簡易的にではあるが説明をする。学習活動 2の概要に
ついてFigure50に示す。
発問 5。 心臓の音を聴いてみよう。
右手で左胸を触つてみよう。 ドクンッって音がわかるか確かめてみよう。自分のがわか
つた人は、お友だちのも胸も触つて音を聴いてみよう。
早くなつた人は手を挙げてください。遅くなつた人は手を挙げてください。いっぱい動
くとドクンッ!つて、のは早くなります。これは、みんなが頑張つて動いたように、心臓
も頑張つて動いているつてことです。
発間6.ティッシュペーパーは濡れるかな。
ティッシュペーパーを顔においてペタペタして (顔を拭いて)みよう (10秒間)。 ティッ
シュペーパーが少しでも濡れたかな。
さっきよりもティッシュペーパーが濡れた人は手を挙げてください。さつきと全然変わ
らなかつた人は手を挙げてください。いっぱい動くとティッシュペーパーがビチョビチョ
になる (濡れる)んだね。いつぱい動いたから汗が出てきたんです。いつぱい汗が出たら、
いっぱいお水を飲まないと倒れてしまうので、ティッシュペーパーがビチョビチョになる
くらい汗が出たら、いつぱいお水を飲むようにしよう。
Figure50 学習活動2の発問
以上が、学習活動 2の発間である。発問5では、Figure48の発問 1同様に心臓の音を確
認する。運動をする前と運動を行つた現在の心臓の音との違いに着目をさせて、運動する
ことによつて心臓の音はどのように変化するのか理解させることがねらいである。発問 6
では、Figure48の発問2同様に汗の状態を確認する。運動をする前と運動を行つた現在と
でティッシュペーパーがどう変わつたかに着目をさせて、ティッシュペ~パ~が濡れたと
いうことは運動することによつて発汗したと理解させることがねらいである。発汗したら、
水分を摂取したほうがよいことも簡易的にではあるが説明をする。
運動活動 2では、ペア活動を行 う。ペア活動において、身体接触のない運動から、身体
接触の少ない運動、多い運動へと段階的に身体接触を取り入れた風船を使つた運動を行 う。
運動活動2の概要についてFigure51に示す。
発問7.風船を挟んでジャンプしよう。
2人組でお腹に風船を挟んで落とさないようにジャンプをしてみよう。最初は手を繋いだ
り友達を触つたりするのは禁止です。
2人組でお腹に風船を挟んで友達の腰を掴みながらジャンプしてみよう。
2人組で頭に風船を挟んで落とさないようにジャンプをしてみよう。最初は手を繋いだり
友達を触つたりするのは禁止です。
2人組で頭に風船を挟んで友達の腰を掴みながらジャンプしてみよう。
2人組で頭に風船を挟んで友達の背中の後ろで自分の手を繋ぎながら (ハグをする形)ジ
ャンプしてみよう。
友達の腰を掴まなかつたりしたときと、友達とすごく近くでやつたときどつちが簡単で
したか。友達と離れていた方が簡単だつた人は手を挙げてください。友達と近かつた方が
簡単だった人は手を挙げてください。友達とくつついて協力すると、難しいことも簡単に
できたりするんですね。
発問8.風船を挟んでリレーをしよう。
2人組でお腹に風船を挟んでリレー をしてみよう。
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体育館 1周でリレーをします。1組目から最後の組が終わるまでに何秒かかるか数えます。
風船を落としたらスピー ドが落ちてしまうので、速く走ればいいのではなく、友達と協力
して落とさないようにしてみよう。
※タイムの計測
1回目の記録の○秒と競争をしてみよう。1回目の記録の○秒よりも早くなるようにしよ
つ。
※ペアを変えても問題がなければペアの変更
Figure51 運動活動2の発問
以上が、運動活動 2の発間である。発問 7では、ペアで風船を挟んでジャンプするもので
ある。お腹に風船を挟んで手を繋いだりせずにジャンプ (写真③参照)、 ペアの腰を掴んだ
状態でジャンプをする (写真④参照)。 次に、頭に風船を挟んで手を繋いだりせずにジャン
プ (写真⑤参照)、 ペアの腰を掴んだ状態でジャンプ (写真⑥参照)、 ペアの背中の後ろで
手を握る形 (ハグをする形)でジャンプをする (写真⑦参照)。 このように身体接触がない
ものから、身体接触はあるけど割合の小さいもの、割合の高いものと段階的に身体接触を
取り入れて行う。そして、ペアと近いほど (身体接触が大きいほど)簡単に運動ができる
ことを体感させることをねらいとしている。発問 8では、ペアで風船をお腹に挟んでリレ
ーをするものである。 リレーと言つても赤組対白組のような形をとるのではなく、スター
トからゴールまでのクラス全体のタイムを測り、その記録と競争をするという形で行う。
運動が得意な子は競争することが楽しい、しかし運動が苦手な子は競争することに抵抗が
あると予想しどちらの児童にも積極的に競争場面に参加できるように工夫している。走る
際に手を繋いだり (写真③参照)、 ペアの腰を掴んだり、ペアと身体接触しなかつたりは各
ペアに任せて行う。発問 7を通して体感したことを児童同士で考えさせ、協力して行うこ
とをねらいとしている。
写真③
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写真⑦ 写真③
(3)事後調査の概要
事後調査は、質問紙調査によるものである。所要時間は約 18分、授業実践直後に体育館
で行われた。心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題 (1問20項目)、気付き。
調整に関する課題 (1問10項目)、 自由記述課題である。各課題については、以下に説明す
る。また、実際に用いた調査用紙と事前調査全体の教師と児童の会話の事後調査記録は参
考資料として末尾に示す。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
この課題は、事前調査と同一の課題で事後調査段階の自分自身の心と体と人間関係 (雰
囲気)の状態を問う課題であつた。
気付き・調整に関する課題
この課題は、事前調査と同一の気付き 。調整に関する課題の人間の心臓や発汗と水分摂
取との関連についての 6項目、自分の体の変化に気付き調整するための理解についての 2
項目、教授活動に用いた教材の評価についての 1項目、木村 (2000)の「体ほぐし運動」
の授業評価表を参考にした2項目を追加した課題である。先行研究においては「′いと体の
解放」について4間、「仲間との交流」について6間、「自分や仲間への気付き」について4
間、「授業の楽しさ」について1間の計 15問からなつており、3段階の選択形式で回答を求
めている。その質問項目を参考に追加している。内容は、本教授活動を通しての教材選択、
体への気付き、体の調整、友達との交流からなつている。各項目はいずれもの 5段階の選
択形式で回答を求めた。
気付き 。調整に関する課題をFigure52に示す。
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とても
そうかんじる
まあまあ
そうかんじる
どちらともい
えない
あまりそう
かんじない
まつたくそう
かんじない
しんぞうは、ずつとうごいてい
るとおもう
うんどうをするとしんぞうは、
はやくなるとおもう
うんどうをすると、あせをかく
とおもう
うんどうをしたら、のみものを
のんだほうがよいとおもう
ふうせんをつかうことは、たの
しかった
ともだちにさわられるのは、い
やだった
ともだちときょうりょくするこ
とは、たのしかつた
せっきょくてきにうんどうがで
きた
のどがかわいている
みず (のみもの)がのみたい
2.あてはまるものひとつに○をつけてください。
Figure52 気付き 。調整に関する課題
Figure52の内容については、「しんぞうは、ずつとうごいているとおもう」、「うんどうをす
るとしんぞうは、はやくなるとおもう」においては、心臓の動きについての理解に関する内
容である。「うんどうをすると、あせをかくとおもう」、「うんどうをしたら、のみものをの
んだほうがよいとおもう」においては、発汗についての理解、発汗と水分摂取の繋がりに
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ついての理解に関する内容である。「ふうせんをつかうことは、たのしかつた」においては、
本教授活動で使用した風船の教材が適 していたか否かについての内容である。「ともだちに
さわられるのは、いやだつた」「ともだちときようりょくすることは、たのしかつた」において
は、友達との交流に関する内容である。また、「ともだちにさわられるのは、いやだつた」に
関しては、友達との交流に関する内容の中でも身体接触に関する内容でもある。「せつきよ
くてきにうんどうができた」においては、体の調整に関する内容である。「のどがかわいてい
る」、「みず (のみもの)がのみたい」においては、気付きと調整の繋がりについての内容であり、
喉が渇いていることに気付けた場合に水を摂取する行動がとれるかを把握する内容である。
自由記述課題
この課題は、本教授活動で気付いたこと、わかつた事、感想を自由に書かせる課題であ
った。
自由記述課題をFigure53に示す。
3.きづいたこと、わかったこと、かんそうをじゆうにかいてください。
Figure56 自由記述課題
自由記述課題は、本教授活動を通して気付いた事、わかつた事、感想等を自由に書いて
もらう内容である。心臓の音や発汗について、風船による運動活動などの内容で自由に書
いてもらう。
3.結果と考察
(1)事前調査課題における教授活動前の心身の状態と知識について
運動の好き嫌い調査では、性別や運動の好き嫌いの違いからその他の課題に影響がある
のではないかと考え検証した。気付き。調整に関する課題では、心拍についての知識、発
汗と水分摂取について繋がりの知識を測定し、被験者がどの程度心拍や発汗と水分摂取の
繋がりについて理解しているかを検証した。心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関
する課題では、事前調査段階の児童の心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状
態、人とのかかわりや空間の雰囲気、受容感、緊張、不安、疲れ、集中を検証した。心臓
の音に関する調査では、教授活動の学習活動発問 1を通して心臓の音を聴きとれるかを検
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証した。
運動の好き嫌い調査
問 1は、クラスにおける名簿番号を問う記述式の課題であつた。問 2は、性別を問う課
題であり、男子 3名、女子 3名であつた。問3は、運動の好き嫌いを問う課題で、「とても
好き」、「まあまあ好き、「どちらでもない」、「あまり好きではない」、「全く好きではない」
の5段階で選択してもらうものであつた。問4は、問3で「とても好き」又は 「まあまあ
好き」を選択した者が対象の課題であり、好きな運動種目を問うものであつた。好きな種
目はいくつでも選択 してよい。
運動の好き嫌いについての人数をTable24に、Figure54に割合を示す。
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Figure54 運動の好き嫌いの人数の割合 (%)
「とても好き」を選択した者は4名(66.7%)、「まあまあ好き」を選択 した者は2名(33.3%)
であつた。「どちらでもない」、「あまり好きではない」、「全く好きではない」の3つにおい
ては0名(0%)であつた。これにより運動が好きな者は6名(100%)であり、「とても好
き」又は 「まあまあ好き」を好きと分類すると、運動が好きな者は 6名(100%)であり、
運動が嫌いな者はいないと示された。
好きな運動種目についての人数をTable25、Figure55に割合を示す。
Table24 運動の好き嫌いの人数
回答 とても好き まあまあ好き どちらでもない あまり好きではない 全く好きではない
回答人数
(%)
4
(66.7%)
2
(33.3%)
0
(0%)
0
(0%)
0
(0%)
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Table25 好きな運動種 目
種 目 走ること 水泳 マット 跳び箱 鉄棒
好きな人数
(%)
3
(50°/O)
6
(100%)
3
(50%)
4
(66.7%)
4
(66.7°/0)
種 目 バスケットボール サッカー バレーボール ダンス テニス
好きな人数
(%)
2
(33.3°/0)
4
(66.7%)
3
(50%)
1
(16.7°/0)
1
(16.7°/0)
種 目 バ ドミン トン 卓球 柔道 剣道 ラグビー
好きな人数
(%)
3
(50%)
3
(50%)
1
(16.7%)
0
(0%)
0
(0%)
種 目 野 球 その他
好きな人数
(%)
1
(16.7°/0)
1
(16.7%)
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Figure55 好きな運動種日の割合 (%)
走ること3名(50%)、水泳 6名 (100%)、マット3名 (50%)、跳び箱4名 (66.7%)、
鉄棒4名 (66.7%)、バスケットボール 2名 (33.3%)、サッカー4名 (66.7%)、バレーボ
ール3名(50%)、ダンス1名(16.7%)、テニス1名(16.7%)、バ ドミントン3名(50%)、
|lι球 3名 (50%)、柔道 1名 (16.7%)、剣道0名 (0%)、ラグビー0名 (0%)、野球 1名
(16.7%)、その他 1名(16.7%)という結果であつた。その他 1名は記述で 「おにごこ」
と,:卜いてあり、「おにごつこ」を示していると考えられる。
走ること3名(50%)、水泳 6名(100%)、マット3名 (50%)、跳び箱4名 (66.7%)、
鉄棒 4名 (66.7%)、サッカー4名 (66.7%)においては高い結果が示された。走ること、
水泳、マット、跳び箱、鉄棒においては体育科の授業で取り組んでいる内容のため好きと
示す者が多かつたと考えられる。サッカーにおいては、低学年では競技レベルのルールで
サッカーを体育科では捉えないため競技としてサッカーが好きというよりはボールを蹴る
という行為が好きだつたのではないかと考えられる。
ダンス1名 (16.7%)、テニス1名 (16.7%)、柔道 1名 (16.7%)、剣道0名 (0%)、ラグ
ビー1名0名 (0%)、野球 1名 (16.7%)においては 1名又は0名ということで低い結果
が示された。これらの結果が低くなつた要因としては、経験したことがない種目だつたと
考えられる。
事前調査の一部抜粋をFigure56に示す。
C:先生、柔道ってなに?(1)
担任 :柔道ってのは二人でこうやつて、投げる。や一つて。やつたことないでしょう?
担任 :人を投げるの。や―つて。オリンピックで。剣道。
校長 :ラグビーハわかる?ボー ルもつて、こうやつてパスして。 (2)
C:剣道って何?(3)
担任 :剣道は棒もつて、お面被つて。やつたことない?
C:最初はグー、ジャンケンポンつてやつて。
C:あ―、黒いもの被つて。
担任 :そう。
C:びしつて。
担任 :黒いの被つて、お面被つて、やつたことないかな。
担任 :次はラグビー。ボール持つて走つて、パス。
Figure56 事前調査の一部抜粋
Figure56の(1)、(2)、(3)の発言が示すように、種目においては聞いたことのないも
のや、オリンピック等を通じて見たことはあるが名前を知らないものなどが存在 している
ようにみられた。
担任の先生及び校長先生が事前調査に協力してくださり、各種目について説明をして下
さつた。低学年の質問紙調査において、運動の種目を明記する場合には画像と共に明記す
る必要があると考えられた。
気付き・調整に関する課題
この課題は、心拍や発汗と水分摂取の繋がりについて今現在どのくらい理解 しているか
問う選択問題であつた。「しんぞうは、ずつとうごいているとおもう (心臓は、ずつと動いて
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いると思う)」、「うんどうをするとしんぞうは、はやくなるとおもう (運動をすると心臓は、は
やくなると思う)」 は、心臓の動きについて問うものであつた。「うんどうをすると、あせを
かくとおもう (運動をすると、汗をかくと思う)」、「うんどうをしたら、のみものをのんだ
ほうがよいとおもう (運動をしたら、飲み物を飲んだ方が良いと思う)」 においては、発汗
についての理解、発汗と水分摂取の繋がりについて問うものであつた。
気付き 。調整に関する課題における平均点数と標準偏差をTable26に、Figure57に平均
点数、気付きに関する各項目の分布をFigure58、Figure59、Figure60に示す。
Table26 各項目の平均点数と標準偏差
項 目 心臓は、ずつと動いていると思う 運動をすると心臓は、はやくなると思う
6名の平均点数
(標準偏差)
5.0
(0.00)
5.0
(0.00)
項 目 運動をすると、汗をかくと思 う 運動をしたら、飲み物を飲んだ方がよいと思う
6名の平均点数
(標準偏差)
4.5
(0.55)
4.3
(1.63)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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Figure57 各項目の平均点数
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■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
日どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure58 心臓はずっと動いていると思う項目の分布 (人)
■とてもそ う感 じる
■まあまあそう感 じる
■どちらともいえない
日あまりそ う感 じない
■全くそう感 じない
Figure59 心臓ははやくなると思う項目の分布 (人)
■とてもそう感 じる
日まあまあそ う感じる
■どちらともいえない
■あまりそう感 じない
■全くそう感 じない
Figure60 汗をかくと思う項目の分布 (人)
以上の結果から、「しんぞうは、ずつとうごいているとおもう (心臓は、ずつと動いていると
思う)平均 5点(SD=0.00)、「うんどうをするとしんぞうは、はやくなるとおもう (運動をす
ると心臓は、はやくなると思う)」 平均 5点(SD=0.00)、「うんどうをすると、あせをかく
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とおもう (運動をすると、汗をかくと思 う)」 平均 4.5点(SD=0.55)であつた。全体的に
点数は高く心臓の動きと発汗について事前段階から理解が深いと考えられる。
調整に関する項目の分布を Figure61に示す。
■とてもそう感 じる
■まあまあそ う感 じる
日どちらともいえない
■あまりそう感 じない
■全くそう感 じない
Figure61 飲み物を飲んだ方が良い項目の分布 (人)
以上の結果から、「うんどうをしたら、のみものをのんだほうがよいとおもう (運動をし
たら、飲み物を飲んだ方が良いと思う)」 平均4.3点(SD=1.63)であつた。1名が全くそ
う感じないを選択 している。運動をしても飲み物を飲まなくていいと思つていることにな
り、体を調整するための理解がなされてないことが示された。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
この課題は、今現在の自分自身の心と体と人間関係 (雰囲気)の状態を 5段階で問う課
題であつた。「きもちがゆつたりしている (気持ちがゆつたりしている)」「からだがかるい、
げんきいつぱい (体が軽い、元気いつぱい)」 「リラックスしている」「うごきたい、やるき
がある (動きたい、やる気がある)」「うごくことがここちよい (動くことが心地よい)」「ひ
ととかかわることがここちよい (人と関わることが,い地よい)」「くうかん 。ふんいきがこ
こちよυヽ (空間 。雰囲気が心地よい)」「みんなといつたいになつている (みんなと一体に
なつている)」「なんでもうけいれられる (何でも受け入れられる)」 「しゆういにうけいれ
られている (周囲に受け入れ られている)」「だれとでもかかわることができる (誰とでも
関わることができる)」「しぜんとえがおになる (自然と笑顔になる)」「たのしい (楽しい)」
の 13の内容においては、児童の現在の心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状
態、人とのかかわりや空間の雰囲気、受容感などのポジティブ項目群の状態を把握する内
容である。この13の内容では、65点を満点として点数が高ければ心と体と人間関係のほぐ
れ度と気付き度の状態が良いとされる。
「きがのらない、 うごくのがおつくう (気が乗 らない、動くのがおつくう)」「からだが
だるい、つかれている (体がだるい、疲れている)」「きんちょうしている (緊張している)」
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「いらいらしている」「ひととはなしたくない (人と話したくない)」「はずかしい (耳心ずか
しい)」「おもしろくない」の 7の内容においては、児童の現在の緊張、不安、疲れ、集中
などのストレスというネガティブ項目群の状態を把握する内容である。この7の内容では、
35点を満点として点数が低ければ心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度の状態が良いと
される。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題における各項目の点数を Table27
に、ポジティブ項目群とネガティブ項目群の合計点数と平均点数をTable28に、Figure62
に平均点数を示す。
Table27 各項目の平均点数と標準偏差
項 目 気持ちがゆつたりしている 体が軽い、元気いつぱい リラックスしている
6名の平均点数
(標準偏差)
4.0
(1.55)
4.7
(0.52)
4.3
(0.52)
項 目 動きたい、やる気がある 動くことが心地よし 人と関わることが心地よい
6名の平均点数
(標準偏差)
5.0
(0.00)
4.7
(0.52)
4.7
(0.82)
項 目 空間・雰囲気が心地よし みんなと一体になっている なんでも受け入れ られる
6名の平均点数
(標準偏差)
4.7
(0.52)
4.0
(0.00)
4.7
(0.52)
項 目 周囲に受け入れられている 誰とでも関わることができる 自然と笑顔になる
6名の平均点数
(標準偏差)
4.7
(0.52)
4.7
(0.52)
4.5
(0.55)
項 目 楽 しい 気が乗らない、動くのがおつくう 体がだるい、疲れている
6名の平均点数
(標準偏差)
4.8
(0.41)
2.0
(1.55)
1.3
(0.82)
項 目 緊張している いらいらしている 人と話 したくない
6名の平均点数
(標準偏差)
2.5
(1.76)
1.0
(0.00)
1.5
(1.23)
項 目 恥ずかしい おもしろくない
6名の平均点数
(標準偏差)
1.0
(0.00)
1.5
(1.23)
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Table28 ポジティブ項目群とネガティブ項目群の合計点数と平均点数
項 目 ポジティブ項目群 (1から13) ネガティブ項目群 (14から20)
6名の合計点数
6名の平均点数
(標準偏差)
356
59.3
(2.81)
65
10.8
(5.95)
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Figure62 各項目の平均点数
「きもちがゆつたりしている (気持ちがゆつたりしている)」 平均4点(SD=1.55)、「か
らだがかるい、げんきいつぱい (体が軽い、元気いつぱい)」 平均4.7点(SD=0.52)、「リ
ラックスしている」平均 4.3点(SD=0.52)、「うごきたい、やるきがある (動きたい、や
る気がある)」 平均5点(SD=0.00)、「うごくことがここちよい (動くことが心地よい)」
平均4.7点(SD=0.52)、「ひととかかわることがここちよい(人と関わることが心地よい)」
平均」4.7点(SD=0.82)、「くうかん。ふんいきがここちよい (空間・雰囲気が′い地よい)」
平均 4.7点(SD=0.52)、「みんなといつたいになつている (みんなと一体になつている)」
平均4点(SD=0.00)、「なんでもうけいれられる(何でも受け入れられる)」平均4.7点(SD
=0.52)、「しゆういにうけいれられている (周囲に受け入れられている)」 平均4.7点(SD
=0.52)、「だれとでもかかわることができる (誰とでも関わることができる)」 平均 4.7点
(SD=0.52)、「しぜんとえがおになる (自然と笑顔になる)平均4.5点(SD=0.55)、「た
のしい (楽しい)」 平均4.8点(SD=0.41)と全ポジティブ項目において平均4点以上と高
い点数であった。また、ポジティブ項目群の合計点は65点満点だが、6名の平均において
59.3点(SD=2.81)と高いことからもポジティブ項目群の高さが示されている。
「きがのらない、うごくのがおつくう(気が乗らない、動くのがおつくう)」平均2点(SD
82
=1.55)、「からだがだるい、つかれている (体がだるい、疲れている)」 平均 1.3点(SD=
0.82)、「きんちょうしている (緊張している)」 平均2.5点(SD=1.76)、「いらいらしてい
る」平均 1点(SD=0.00)、「ひととはなしたくない (人と話したくない)」 平均 1.5点(SD
=1.23)、「はずかしい (恥ずかしい)」 平均 1点(SD=0.00)、「おもしろくない」平均 1.5
点 (SD=1.23)とマイナス要因 7項目の内6項目において、1点台と低い点数であつた。
「きがのらない、うごくのがおつくう (気が乗らない、動くのがおつくう)」 平均2点(SD
=1.55)と1点台ではなかつたものの低い点数であり、ネガティブ項目群は全体的に低い
といえる。また、ポジティブ項目群の合計点は35点満点だが、6名の平均において 10.8点
(SD=5。95)と低いことからもネガティブ項目群の低さが示されている。
ポジティブ項目群が高く、ネガティブ項目群が低いことから運動前の児童の心と体と人
間関係 (雰囲気)の状態はいい状態にあると考えられる。
心臓の音に関する調査
この調査は、教授活動の学習活動 1発問 1を通して行 うものである。心臓の音を聴けた
かを5段階で回答を求めた。
心臓の音に関する調査における回答数をTable29に示す。
「とてもわかる」又は 「まあまあわかる」をわかると分類 したときに、わかると回答 した
者は 5名(83.3%)であつた。小学校低学年においても、心臓の音を聴くことはできるこ
とが分かつた。しかし、1名 (16.7%)においては「あまりわからない」を選択 しているこ
とから、運動前の心臓の音が小さいときには間き取りにくいという児童もみられる結果で
あった。
(2)教授活動の様子
教授活動は、学習活動 1(発問2つ)、 運動活動 1(発問2つ)、 学習活動2(発問2つ)、
運動活動2(発問2つ)の全4つの構成で行われた。学習活動 1では、心臓の音と汗の状態
の確認を行つた。運動活動 1では、本教授活動で用いる風船を使 うにあたつてのルール説
明、風船を使つて身体接触のない個人運動、風船を使って身体接触のない集団での運動を
行つた。学習活動 2では、運動活動 1を終えた段階での心臓の音と汗の状態の確認を行つ
た。運動活動 2では、身体接触のないペア運動、身体接触の割合の小さいペア運動、身体
接触の割合の大きいペア運動を行つた。
Table29 心臓の音に関する調査における回答数
とてもわかる まあまあわかる どちらでもない あまりわからない まつたくわからない
回答人数
(%)
3
(50%)
2
(33.3%)
0
(0%)
1
(16.7°/0)
0
(0%)
学習活動 1の展開をFigure63に示す。なお、T:は教師の発言、C:は児童の発言、担
任 :は担任の発言、校長 :は校長先生の発言を表 している。また、吹き出し内の内容は、
児童の振る舞いなど、発言時の児童の様子を補足したものである。
問1.心臓の音を聞いてみよう。
T:絵にも描いてあるように、左の胸をさわつてみてください。手を置いてみて。
担任 :心臓のところに。
T:心臓触つてみて。
校長 :ドックン、 ドックンいつてる?
T
T
C
C
T
わかりましたか?
今、心臓がドクンつてするのが分かつたよつて人は7番のとてもわかるに丸。
ちょつとだけ。(1)
先生、全然わからなかつた。
全然わからなかつたよつて人は、一番右の全くわからなかつたに。
C:いや―、そんなことないでしょ。
校長 :わかつたの?わからなかつたの?
C:時々わかる。(2)
Figure63 学習活動1の発問 1の一部抜粋
発問 1の活動は、心臓の音を感じてもらうものであつた。授業案においては、友達の心
臓の音も確認する予定でいたが実際には行われなかつた。
Figure63の(1)、(2)、(3)の発言が示すように、児童は心臓の音を感じることができ
ているようにみられた。しかし、(1)、(2)から確実に音を感じているわけではなく、音が
小さかつたり、時々わかる程度など心臓の音を感じるだけでも苦戦しているようにもみら
れた。
学習活動 1の発問2の展開については、Figure64に示す。
問2.ティッシュペーパーは濡れるかな。
T
C
C
C
C
T
ティッシュ濡れちゃつたよつて
濡れてない。(2と
濡れてない。(3)
濡れてない。(4)
ちょつとだけ。 (5)
ティッシュしわしわになつただけで、全然濡れなかつたよつて。
C
C
T
C
C
C
濡れなかつた。 (6)_
あ―、で 1、濡れてなかったかも。 (7)
今、みんなティッシュがどうなつたかなつて少し覚えておいてください。
しわ しわ。
全然濡れてない。 (8)
涎でぬれた。
Figure64 学習活動 1の発問2の一部抜粋
発問 2の活動は、ティッシュペーパーで顔を拭いたらティッシュペーパーは濡れるのか
というものであつた。
Figure64の(1)の児童の反応が示しているように、ティッシュペーパーが濡れた者は3
名いた。Figure64の(2)、(3)、(4)、(5)、(6)、(7)、(8)の発言、(9)の反応が示すよう
に多くの児童がティッシュペーパーが濡れなかつた又は少ししか濡れなかつた。運動前な
ので汗をかいておらずティッシュペーパーが濡れなかつたと考えられ、これは予想通りの
結果であつた。
運動活動 1の発問3の展開については、Figure65に示す。
問3.自分の風船をいつぱい蹴つてみよう。
T
C
C
C
T
C
(
いっぱい蹴って。
とりゃ。とりゃ。(1)
う―。(2)
とりゃ。とりゃ。(3)
いっぱい蹴って。
わ―。(4)
ピッ。笛を鳴らす)
C:う―、うふふ。うふん。(5)
(ピッ。笛を鳴らす)
Cs:わあ―。 (6)
C:とわ―。 (7)
C:ありゃ―。 (8)
C:あぁぁぁ。(9)
Figure65 運動活動1の発問3の一部抜粋
発間3の運動活動は、自分の風船を蹴りながら体育館中を走り回るものであった。
Figure65の(1)、(2)、 (3)、(4)、(5)、(6)、 (7)、(8)、(9)の発言が
示すように、意味ある言葉ではないが声を漏らしながら活動を行つていた。どの児童も同
じ足で蹴 り続けており、決められた枠内からはみ出すことが多くみられた。枠内からはみ
出したら手で風船を拾ってから再度始めるということだつたため、手で風船を投げてから
蹴るケースが多く、風船が上にあがることが多くみられた。
運動活動 1の発問4の展開については、Figure66に示す。
問4.レ｀ろいろな風船をいつぱい蹴つてみよう。
T いっぱいお友達の蹴つて。
iあ――。 (1)
う、う―。 (2)
やあ―。 (3)
とりゃ。 (4)
次、俺の。 (5)
ぶっふ―。(6)
あ――。(7と
蹴つて。いつぱい蹴つて。
う―。 (8)
任 :中に入れていいよ。
:とりゃ。 (9)
ピッ。笛を鳴らす)
Cs
C
C
C
C
C
C
T
C
担
C
(
Figure66 運動活動 1の発問4の一部抜粋
発間 4の運動活動は、自分の風船や友達の風船を蹴りながら体育館中を走り回るもので
あった。授業案においては、いろいろな色の風船を蹴るとしていて、同じ色の風船を連続
して蹴つてはいけないとしていたが厳密には行わなかつた。 Figure66の(1)、(2)、(3)、
(4)、(5)、(6)、(7)、(8)、(9)の発言が示すように、意味ある言葉ではないが声を漏ら
しながら活動を行つていた。発問 3の活動同様に、同じ足を使つて風船を蹴つていた。友
達の風船を積極的に蹴 りに行つている児童もみられたが、発問 3同様に同じ風船を繰り返
し蹴っている児童もみられた。風船自体は、上にあがるケースが少なくなつた。
学習活動2の発問5の展開については、Figure67に示す。
発問5.心臓の音を聞いてみよう。
C:なん力ゝ
T:いっぱい動いたよつて人は右手あげる。
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C
T
C
C
C
T
C
C
C
T
C
C
T
C
C
C
T
T
C
なんかでもドキ ドキつて言つてる。
で、そのまんまさつきと一緒で心臓のとこに置いて。
なんか、 ドキドキ。 (2)
なんか、 ドキドキ・・・。 (3)
すごいしてる。(4)
すごいしてる?
すごいしてる。(5)
すごいしてる。(6)
あんまり感じない。(7)
触つてみて。
うわ―、すごいしてる。(8)
に さっきよりも早くなつたよつ執 製 狽 手をコず0源01
は い 。
すごい、すごい早くなつた。(10)
まあまあ・・・。
さっきよりもゆつく明こなつた∴‐嘔製誰も手を詢ず0燎し｀ |
阜λ諄まll風がすごくおつきくなつ鳳¬ 8人手を詢ずている。01
Figure67 学習活動2の発問5の一部抜粋
Figure67の(1)、(2)、(3)、(4)、(5)、(6)、(8)、(9)、(10)の発言が示しているよう
に、心臓が ドキドキしていること感じとれているようにみえる。驚いているような様子か
ら、普段は心臓の音を意識してないのではないかと考えられる。Figure67の( )の発言が
示しているように、あまり感 じとれない児童もみられるが、Figure67の(11)の反応から
も心臓の音が早くなつたことは全員が気付けている。Figure67の(12)の発言、Figure67
の (13)の反応が示すように、音が大きくなっていることも感 じとれており、そのことに
関しても驚いている様子が見られた。運動をした後の心臓の音を意識 したことがなかつた
又は少なかつたのではないかと考えられた。
学習活動 2の発問6の展開については、Figure68に示す。
問6.ティッシュペーパーは濡れるかな。
C:しわくちやになつた。
T:ティッシュ、さつきよりも濡れたよつて人。
C:は―。
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C
C
T
C
T
C
C
T
T
C
濡れてない。(2)さつきより。・・。
熱くなつてる。
熱くなつてる。
さっきよりしわしわになつちゃつた。
さっきよりしわしわになつちゃつた。
はい。
さっきよりも。
さっきより、じゃあすごく早く。
全員手を挙げている。
早く拭きすぎて、ティッシュペーパーがしわ
しわになつている。
さっきよりも全然ティッシュ濡れてないよ。
は い 。
4人、手を挙げている。(3)
Figure68 学習活動2の発問6の一部抜粋
Figure68の(1)の反応から、ティッシュペーパーが濡れた児童が 3名いたことがわか
る。Figure68の(2)の発言や Figure68の(3)の児童の反応が示すように、ティッシュ
ペーパーが濡れない児童が多くみられた。発汗していればティッシュペーパーが濡れると
いう予想であつたが、研究当日は気温も低く、汗をかきにくかつたことが原因だと考えら
れる。
運動活動2の発問 7の展開については、Figure69とFigure70に示す。
問7.風船を挟んでジャンプしよう。
そ―したら、二人のところは二人でお腹に、風船を。
挟んでる。
で、みんなすごく上手に手で、手繋いでるけど (1)
。・・ 。(聞き取れない)
いいですか?手は、繋がないでください。
:え――。
手は繋がない。
:え――。 (2)
無理だよ。 (3)
手は繋がないでジャンプしてください。
:え――。
‥
‥
‥
‥
‥
?
‥
?
‥
‥
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Figure69 運動活動2の発問7の一部抜粋①
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発問 7の運動活動では、ペアで風船をお腹又は頭に挟んでジャンプするものであつた。
ペアについては担任の指示により赤組と白組に分かれて並んでいる状態の隣の人と組んだ。
また、性別に関してペアの組み方の指示は行われなかつた。運動の序盤では手を繋いだり
せずに行うものであつたが、Figure69の(1)が示すように児童は手を繋いで行おうとして
いた。授業案では、身体接触場面をペアの腰を掴む、ペアの背中の後ろで手を繋ぐ形 (ハ
グする形)の2つであつたが、児童の反応から手を繋ぐも追加して行つた。Figure69の(2)、
(3)の発言が示すように、児童は手を繋がないでやること、すなわち身体接触がない状態
で発問7の運動をすることは困難だと事前に理解しているようにみられた。
問7.風船を挟んでジャンプしよう。
T
C
C
C
C
(
おお、うまいじゃん。 うまい。
いっせ―の―で。 (1)
わ―。
わ――。
なんかさ。
ピッピー。笛を鳴らす)
Figure70 運動活動2の発問7の一部抜粋②
Figure70の(1)の発言が示すように、ペアで息を合わせるために声を出して行う姿がみ
られた。
運動活動2の発問8の展開については、Figure71に示す。
問8.風船を挟んでリレーをしよう。
みんな応援してる?
頑張れ―。 (1)
頑張れ―。 (2)
:頑張れ―。頑張れ―。 (3)
頑張つて―。 (4)
:頑張れ―^頑張れ―。 (5)
頑張―。 (6)
:頑張れ―。頑張れ―^頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ
?
，?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
―。 (7)
Figure71 運動活動2の発問8の一部抜粋
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ペアでお腹に風船を挟んで走る運動活動である。ペアについては発問 7の時と同じペア
で行われた。授業案では、クラス全体で体育館をリレー形式で走ったタイムを測定し、1回
目の記録と競争をする活動もあつたが 2回日は時間の都合上省略された。教師が応援をす
るように促 してはいるものの、Figure71の(1)、(2)、(3)、(4)、(5)、(6)、(7)の発言
が示すように、積極的に声を出し協力する姿がみられた。
(3)事後調査課題における教授活動前の心身の状態と知識について
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、本教授活動を終えての児童
の心と体の軽さや心地よさ、運動へのやる気などの状態、人とのかかわりや空間の雰囲気、
受容感、緊張、不安、疲れ、集中において、事前調査段階からの変化を検証した。気付き 。
調整における課題では、心拍や発汗と水分摂取の繋がりにおいて事前調査からの変化を検
証 した。また、教材選択が適していたのか、体への気付き 。調整が行われていたか、友達
と交流できたか、体の状態に気付き、調整するための理解がついたかを検証した。自由記
述課題では、教授活動の感想、教授活動で気付いたことなどを自由に記述するように求め
られた。この事後調査全体の教師と児童の会話記録は参考資料として末尾に示す。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題
この課題は、事前調査と同一の課題で今現在の自分自身の心と体と人間関係 (雰囲気)
の状態を問う課題であつた。
事前調査の各項目では、「気持ちがゆつたりしている」平均4点(SD=1.55)、「体が軽い、
元気いつぱい」平均 4.7点(SD=0.52)、「リラックスしている」平均 4.3点(SD=0.52)、
「動きたい、やる気がある」平均5点(SD=0.00)、「動くことが′さ地よい」平均 4.7′点 (SD
=0.52)、「人と関わることが′い地よい」平均 4.7点(SD=0.82)、「空間・雰囲気が′い地よ
い」平均4.7点(SD=0.52)、「みんなと一体になつている」平均4点(SD=0.00)、「何で
も受け入れられる」平均 4.7点(SD=0.52)、「周囲に受け入れられている」平均 4.7点(SD
=0.52)、「誰とでも関わることができる」平均 4.7点(SD=0.52)、「自然と笑顔になる」
平均 4.5点(SD=0.55)、「楽しい」平均4.8点(SD=0.41)、「気が乗らない、動くのがお
っくう」平均2点(SD=1.55)、「体がだるい、疲れている」平均 1.3点(SD=0.82)、「緊
張している」平均2.5点(SD=1.76)、「いらいらしている」平均 1点(SD=0.00)、「人と
話したくない」平均 1.5点(SD=1.23)、「恥ずかしい」平均 1点(SD=0.00)、「おもしろ
くない」平均 1.5点(SD=1.23)であつた。ポジテイブ項目群は平均 59.3点(SD=2.81)、
ネガティブ項目群は平均 10.8点(SD=5。95)であつた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題における事前調査と事後調査の各
項目の平均点数と標準偏差を Table30に、事前調査と事後調査のポジティブ項目群とネガ
ティブ項目群の合計点数と平均点数をTable31に、Figure72に事前調査と事後調査の平均
点数を示す。
Table30 各項目の平均点数と標準偏差 (事前→事後)
項 目 気持ちがゆつたりしている 体が軽い、元気いつぱい リラックスしている
6名の平均点数
(標準偏差)
4.0-⇒4.3
(1.55)→ (1.63)
4.7-→4.8
(0.52)→  (0.41)
4.3-→5.0
(0.52)→  (0.00)
項 目 動きたい、やる気がある 動くことが,い地よい 人と関わることが心地よい
6名の平均点数
(標準偏差)
5.0-→4.2
(0.00)→  (1.60)
4.7-→4.8
(0。52)→ (0.41)
4.7-→4.2
(0.82)→  (1.60)
項 目 空間・雰囲気が心地よい みんなと一体になっている なんでも受け入れられる
6名の平均点数
(標準偏差)
4.7-⇒4.0
(0.52)→ (1.67)
4.0-→4.7
(0.00)→  (0.52)
4.7-→4.8
(0.52)→  (0.41)
項 目 周囲に受け入れられている 誰とでも関わることができる 自然と笑顔になる
6名の平均点数
(標準偏差)
4.7-⇒4.2
(0.52)→  (1.60)
4.7-→4.8
(0.52)→  (0.41)
4.5-→4.3
(0.55)→ (1.63)
項 目 楽しい 気が乗らない、動くのがおっくう 体がだるい、疲れている
6名の平均点数
(標準偏差)
4.8-⇒4.7
(0.41)→  (0.52)
2.0-→2.7
(1.55)→ (1.97)
1.3-→4.0
(0.82)→  (1.55)
項 目 緊張している いらいらしている 人と話 したくない
6名の平均点数
(標準偏差)
2.5-→2.8
(1.76)→  (2.04)
1.0-→1.0
(0.00)→ (0.00)
1.5-→2.2
(1.23)→ (1.84)
項 目 恥ずかしい おもしろくない
6名の平均点数
(標準偏差)
1.0-→1.0
(0.00)→ (0.00)
1.5-→1.8
(1.23)→ (1.60)
Table31 ポジテイブ項目群とネガティブ項目群の合計点数と平均点数 (事前→事後)
項 目 ポジティブ項目群 (1から13) ネガティブ項目群 (14から20)
6名の合計点数
6名の平均点数
(標準偏差)
356→353
59.3-→58.8
(2.86)→ (11.51)
65→93
10。8-→15.5
(5。95)→ (6.69)
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Figure72 各項目の平均点数
ポジティブ項目群においては、大きな変化はみられなかつた。大きな変化はなかつた中
でも「うごきたい、やるきがある (動きたい、やる気がある)」 0.8点、「くうかん 。ふんい
きがここちよい (空間・雰囲気が′さ地よい)」 0.7点と1点近く下がつている。上がったも
のでいえば「リラックスしている」0.7点が1番大きな変化であつた。
ポジティブ項目群全体の平均においては、事前調査で59.3点(SD=2.81)であつたが、
事後調査では58.8点(SD=11.51)であつた。0.5点下がつてはいるが、統計的に有意な差
はみられなかつた。
ネガティブ項目群においては、「からだがだるい、つかれている (体がだるい、疲れてい
る)」 2.7点も否定的に伸びていた。「きがのらない、うごくのがおつくう (気が乗らない、
動くのがおっくう)」 は否定的に0.7点伸びていた。「体ほぐし運動」は手軽な運動や律動的
な運動と示されているが、疲れているや動くことがおつくうという内容からもみてとれる
ように教授活動における運動の強度が強かつたと考えられる。
ネガティブ項目群全体の平均においては、事前調査で 10.8点(SD=5.95)であつたが、
事後調査では 15.5点(SD=6.69)であつた。4.7点も否定的に伸びていて、参考までに t
検定も行つたところ統計的に有意な差がみられた (t=2.62,df=5,p<0.5)。
気付き・調整における課題
この課題は、事前調査と同一の4項目に、体ほぐし運動の3側面である「気付き」、「調
整」、「交流」や教材選択、気付きから調整するための理解について6項目を追加した課題
であった。事前調査と同一の項目においては、「しんぞうは、ずっとうごいているとおもう
(心臓は、ずつと動いていると思 う)」 平均5点(SD=0.00)、「うんどうをするとしんぞ
うは、はやくなるとおもう (運動をすると心臓は、はやくなると思う)」 平均 5点(SD=
0.00)、「うんどうをすると、あせをかくとおもう」運動をすると、汗をかくと思う)」 平均
4.5点(SD=0.55)、「うんどうをしたら、のみものをのんだほうがよいとおもう (運動をし
たら、飲み物を飲んだ方が良いと思う)」 平均4.3点(SD=1.63)であつた。
事前調査と同一の項目は、検証方法も同一である。事後調査で追加 した「ふ うせんをつ
かうことは、たのしかつた (風船を使 うことは、楽しかった)」、「ともだちときょうりょく
することは、たのしかつた (友達と協力することは楽しかった)」、「せっきょくてきにうん
どうができた (積極的に運動ができた)」 においては、値が高ければ肯定的に捉えられてい
るものであつた。
気付き 。調整に関する課題における平均点数と標準偏差をTable32に、Figure73に平均
点数を示す。
Table32 各項目の平均点数と標準偏差 (事前→事後)
項 目 心臓は、ずつと動いていると思 う 運動をすると心臓は、はやくなると思 う
6名の平均点数
(標準偏差)
5.0-→5.0
(0.00)―→ (0.00)
5.0-→4.3
(0.00)→ (1.63)
項 目 運動をすると、汗をかくと思 う 運動をしたら、飲み物を飲んだ方がよいと思う
6名の平均点数
(標準偏差)
4.5-→4.3
(0.55)→  (1.63)
4.3-→5.0
(1.63)→ (0.00)
項 目 風船を使 うことは、楽しかつた 友達に触られるのは、嫌だつた
6名の平均点数
(標準偏差)
5.0
(0.00)
2.3
(2.07)
項 目 友達と協力することは、楽しかった 積極的に運動ができた
6名の平均点数
(標準偏差)
4.3
(1.63)
5.0
(0.00)
項 目 喉が渇いている 水 (飲み物)力｀飲みたい
6名の平均点数
(標準偏差)
5.0
(0.00)
4.7
(0.52)
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Figure74に教材に関する
割合を示す。
Figure73 各項目の平均点数
「風船を使うことが楽しかつた」の教材に関する項目の人数の
日とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
日どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure74 風船を使うことは楽しかった項目 (人)
以上の結果から、「ふうせんをつかうことは、たのしかつた (風船を使うことは、楽しか
った)」 平均 5点(SD=0.00)と満点の値であったことからも、風船の教材を用いることは
小学校低学年に好意的に捉えられていると考えられる。
気付きに関する項目は、Figure75に「しんぞうは、ずつとうごいているとおもう (心臓
は、ずっと動いていると思う)」、Figure76に「うんどうをするとしんぞうは、はやくなる
とおもう (運動をすると心臓は、はやくなると思う)」、Figure77に「うんどうをすると、
あせをかくとおもう (運動をすると、汗をかくと思 う)」、Figure78に「のどがかわいてい
る (喉が渇いている)」 の気付きに関する項目の人数の割合を示す。
■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
●どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure75 心臓はずつと動いている項目の分布 (人)
■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
■どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure76 心臓ははやくなる項目の分布 (人)
■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
■どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure77 汗をかく項目の分布 (人)
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■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
■どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure78 喉が渇いている項目の分布 (人)
以上の結果から、「しんぞうは、ずつとうごいているとおもう (心臓は、ずつと動いてい
ると思う)」 平均5点(SD=0.00)と事前調査から変化はなく満点の値であった。
「うんどうをするとしんぞうは、はやくなるとおもう (運動をすると心臓は、はやくな
ると思う)」 平均 4.3点(SD=1.63)であつた。「とてもそう感 じる」を 5名が選択 してい
るが、「全くそう感 じない」を 1名が選択 していることから、教授活動の際に心臓が早くな
つたことを感 じることができなかつたと考えられる。
「うんどうをすると、あせをかくとおもう (運動をすると、汗をかくと思う)」 平均 4.3点
(SD=1.63)であつた。「とてもそう感 じる」を5名が選択 しているが、「全くそう感じな
い」を 1名が選択 している。この児童は「うんどうをするとしんぞうは、はやくなるとお
もう (運動をすると心臓は、はやくなると思う)」 で 「全くそ う感 じない」を選択 した者と
同一であつた。事後調査の記入の最中に 「先生、顔、顔は汗かかなくてさ。そこら中は汗
かいた。」という発言がみられ、汗に対する意識が高まったように考えられる。
「のどがかわいている (喉が渇いている)」平均5点(SD=点0.00))と満点の値であつた。
このことからも今の体の状態と向き合い、気付くことができていると考えられる。
調整に関する項目は、Figure79に「うんどうをしたら、のみものをのんだほうがよいと
おもう (運動をしたら、飲み物を飲んだほうがよいと思う)」、Figure80に「せつきょくて
きにうんどうができた (積極的に運動ができた)」、Figure81に「みず (のみもの)がのみ
たい (水 (飲み物)が飲みたい)」 の体の調整に関する項目の人数の割合を示す。
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■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
日どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure79 水分摂取したほうがよい項目の分布 (人)
■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
■どちらともいえない
■あまりそう感じない
日全くそう感じない
Figure80 積極的に運動ができた項目の分布 (人)
■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
■どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure81 飲み物が飲みたい項目の分布 (人)
以上の結果から、「うんどうをしたら、のみものをのんだほうがよいとおもう (運動をし
たら、飲み物を飲んだ方が良いと思う)」 平均5点(SD=0.00)と満点の値であつたことか
らも、運動と水分摂取を繋げて理解できていると考えられる。
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「せつきょくてきにうんどうができた (積極的に運動ができた)」 平均 5点(SD=0.00))
と満点の値であつた。
「みず (のみもの)がのみたい (水 (飲み物)が飲みたい)」 平均 4.7点(SD=0.52)と
満点の値ではなかつたものの、「とてもそう感じる」又は 「まあまあそ う感じる」を6名
が選択していることからも喉が渇いているから水が飲みたい状態にあり、体の調子を整え
るための理解を示していると考えられる。
交流に関する項目は、Figure82に「ともだちにさわられるのは、いやだつた (友達に触
られるのは、嫌だった)」、Figure83に「ともだちときようりょくすることは、たのしかつ
た (友達と協力することは、楽しかった)」 の交流に関する項目の人数の割合を示す。
■とてもそう感 じる
■まあまあそ う感じる
■どちらともいえない
■あまりそう感 じない
■全くそう感 じない
Figure82 友達に触られるのは嫌だった項目 (人)
■とてもそう感じる
■まあまあそう感じる
日どちらともいえない
■あまりそう感じない
■全くそう感じない
Figure83 協力することは楽しかった項目の分布 (人)
以上の結果から、「ともだちにさわられるのは、いやだつた (友達に触られるのは、嫌
だった)」 平均2.3点(SD=2.07)であつた。「全くそう感じない」を4名が選択している
が、「とてもそう感じる」を2名が選択している。身体接触がない運動から、身体接触の
小さい運動、身体接触の大きい運動と段階的に身体接触を取り入れていつたが否定的に受
け止めている児童もいた。このことから、身体接触の度合いを考え直す必要があると考え
られた。
「ともだちときようりょくすることは、たのしかつた (友達と協力することは、楽しか
った)」平均 4.3点(SD=1.63)であつた。「とてもそう感じる」を5名が選択 しているが、
「全くそう感 じない」を 1名が選択している。
自由記述課題
この課題は、教授活動の感想や教授活動を通 して気付いたことなど自由に記述を求める
課題であつた。被験者の記述をそのままFigure84に示す。
・ゴーるまではやくはしれてよかつたです。
・たのしかつたことわちいむになつてふうせんをおなかにやつたりあたまにやつたりすご
くたのしかつたです。
・ふうせんのやりかたがわかつた。ふうせんがたのしかつたです。
・コーるではしたれたのでうれしかつたです。
・でこでぶつけていたかつた。からだがあめみたいにあつかつた。
。いきをあわせられなかつたです。
Figure84 自由記述
ネガティブな記述が2つみられた。「でこをぶつけて痛かつた (でこでぶつけていたかつ
た)」 では、頭に風船を挟んだ活動が原因だと考え、怪我の予防も考えて授業構成をする必
要があると考えられた。「息を合わせられなかつた (いきをあわせられなかつた)」 と示さ
れており、教師が声がけをするように促していく必要があつたと考えられた。
「体が雨みたいに熱かつた (からだがあめみたいにあつかつた)」 では、体の状態に関し
て記述しているが、それ以外からは心拍や発汗と水分摂取の記述はみられなかつた。
(4)個別の児童の変化に着日した分析
a。 身体接触に着日と他の課題との関係に着日した
気付き。調整における課題において、「友達に触られるのは嫌だった」と示した者が他の
項目においてどんな影響を及ぼしているかを検証することで、他の項目との関係性を明ら
かにできると考え個別分析を行つた。
児童A
運動の好き嫌い調査では、「まあまあ好き」と回答していた。好きな運動種目は 11個で
あつた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、ポジティブ項目群は事前調
査で56点、事後調査で65点の満点であつた。ネガティブ項目群は事前調査で22点、事後
調査で27点と否定的に伸びていたが大きな変化はみられなかつた。この課題の中で項目同
士の繋がりに着目してみる。事後調査において「体が軽い、元気いつぱい」「動きたい、や
る気がある」は肯定的に示しているが、「気が乗らない、動くのがおっくう」と示 している。
このことから、元気がいつぱいで動きたいと思つているのにもかかわらず、動くことがお
っくうという矛盾した回答のようにも考えられる。「人と関わることが′い地よい」「誰とで
も関わることができる」は肯定的に示しているが、「人と話したくない」と示 している。こ
のことから、人と関わることは心地よいと感 じており、誰とでも関わることができると感
じているにもかかわらず人とは話したくないという矛盾 した回答のようにも考えられる。
「たのしい」は肯定的に示しているが、「おもしろくない」と示している。児童が楽しいと
おもしろいを区別 して考えたとは考えにくいことからも、矛盾をした回答のように考えら
オしる。
気付き 。調整に関する課題では、事前調査と事後調査の同一の項目においては事前調査
と事後調査共に肯定的な値を示した。「風船を使うことは楽しかった」、「積極的に運動がで
きた」においては肯定的に示しており、「喉が渇いている」と「水 (飲み物)が飲みたい」
も繋げて理解 していた。 しかし、「友達と協力することは楽しかった」においては、否定的
に示していることからも、身体接触に否定的だつたことが要因だつた可能性が考えられる。
自由記述では、「ゴールまで早く走れてよかつたです。」と、ネガティブな記述はみられ
なかつた。
児童B
運動の好き嫌い調査では、「とても好き」と回答していた。好きな運動種日は5つであつ
た。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、ポジティブ項目群は事前調
査で60点、事後調査で36点と否定的に大きく伸びていた。「気持ちがゆつたりしている」、
「動きたい、やる気がある」、「人と関わることが′い地よい」、「空間 。雰囲気が′い地よい」、
「周囲に受け入れられている」、「自然と笑顔になる」の値は事前調査では肯定的だつたが、
事後調査では否定的になつていた。ネガティブ項目群は事前調査と事後調査共に 13点であ
った。「気が乗らない、動くのがおっくう」、「緊張している」の値は事前調査では否定的だ
ったが、事後調査では肯定的になつていた。「体がだるい、疲れている」、「人と話したくな
い」の値は事前調査では肯定的だつたが、事後調査では否定的になつていた。この課題の
中で項目同士の繋がりに着目してみる。事後調査において 「動きたい、やる気がある」に
否定的に示しているが、「気が乗らない、動くのがおっくう」も否定的に示している。動き
たくなくてやる気もないのに、気が乗つていて動きたいという状態になつてしまうことか
ら矛盾 した回答のように考えられる。「周囲に受け入れられている」「人と話 したくない」
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は事前調査では肯定的だったが、事後調査では否定的になっていることから、周囲に受け
入れられていないと感 じているから話したくない状態になつてしまったと考えられる。こ
の結果が身体接触と直接的に結びついているとは言い難いが身体接触における影響の可能
性も考えられる。
気付き 。調整に関する課題では、事前調査と事後調査の同一の項目「′い臓は、ずつと動
いていると思う」、「運動をしたら、飲み物を飲んだほうがよいと思う」においては、事前
調査と事後調査共に肯定的な値を示した。 しかし、「運動をすると心臓は、はやくなると思
う」、「運動をすると、汗をかくと思う」においては、事前調査では肯定的に示していたが、
事後調査では否定的に示していた。「風船を使 うことは楽しかった」、「積極的に運動ができ
た」においては肯定的に示しており、「喉が渇いている」と「水 (飲み物)が飲みたい」も
繋げて理解 していた。友達と協力することは楽しかつたと示していることから、身体接触
がない運動も取り入れたことで協力する場面が多様化されて身体接触の影響が表れなかつ
たと考えられる。
自由記述では、「ゴール (ま)で走れたので嬉 しかつたです。」と、ネガティブな発言は
みられなかつた。
4.考察のまとめ
事前調査の運動の好き嫌い課題では、6名全員が「とても好き」又は「まあまあ好き」の
好きと示した。 しかし、好きな種目の水泳に関しては全員が好きと示していた。ダンス、
テニス、柔道、剣道、野球においては 1名ずつしか回答されておらず、低学年はスポーツ
経験が少ないことが影響しているのではないかと考えられる。気付き。調整に関する課題
では、全体的に理解しているように考えられる。心拍に関する間においては、満点を示し
ていることからも深く理解していることが伺えた。運動をしたら汗をかくという問いにお
いては、満点とはいかないが高い点数であり深く理解していることが伺えた。運動後に飲
み物を飲んだ方がいい問いにおいても、同様に満点ではないが高い点数であり深く理解し
ていることが伺えた。しかし、1名は飲んだほうがよいということに対して否定的に示して
いることから、全体としては理解しているが理解していない児童もいるということが示さ
れた。心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、ポジティブ項目群とネ
ガティブ項目群共に肯定的に高いことが示された。授業前においても、心と体と人間関係
は比較的良好な状態だと考えられる。心臓の音に関しては、6名中5名が聞くことができた
が、1名は聞き取ることができなかつた。運動前ということで、心臓の音が小さく聞き取り
にくかつたことが考えられる。
教授活動の発問 1では、心臓の音を確認してもらつたが「ちょつとだけ」「時々わかる」
のように低学年において心臓の音を確認するだけでも難しいことが示された。発問2では、
汗の話をせずに発汗の確認を行つた。運動前だつたので多くの児童が発汗を感じることが
なかつた。発問 3と発間4では、風船を蹴る運動活動であつた。多くの児童が声を漏らし
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ながら活動していることからも、積極的に運動活動に取り組んでいる姿が示された。発問5
では、運動後の心臓の音が早くなつていること、音が大きくなつていることに驚きを示す
児童が多くみられことから、運動後の心臓の音に対しての気付きが今までになかったと考
えられ、この活動を通して自身の体への気付きが深まつたことが伺えた。発問 6では、運
動後の発汗の確認を行つたが、発汗を確認できた児童は少なかつた。研究当日の気温が低
かったことや顔のみで発汗を確認 したことが原因だと考えられる。発問 7と発問 8では、
身体接触を伴 うペア運動と集団運動を行なつたが、積極的に声を出す姿からも協力するこ
とに対して好意的に捉えている可能性があつた。
事後調査の心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、事前調査から事
後調査にかけてポジティブ項目群とネガティブ項目群が否定的に変化 した。ポジティブ項
目群においては否定的に変化したとはいえ、ほとんど変わらない結果であり、統計的にも
有意差はみられなかつた。ネガティブ項目群においては否定的に大きく伸びてお り、統計
的にも有意な差がみられた。特に「体がだるい、疲れている」の項目が否定的に大きく伸
びていることからも、教授活動で行つた運動活動が低学年においては、運動量が多く激 し
い運動だつたと推測できる。しかし、「動くことが,い地よい」の項目の値が高いことをみれ
ば、低学年において適 した運動量であつたとみることもできる。このことからも、低学年
において質問紙調査で測る難しさが示された。気付き 。調整における課題では、全体的に
肯定的な結果であつた。教材に関する項目では、風船を使 うことに全員が肯定的であつた。
低学年において教材として風船を使 うことは好意的に捉えられていた。気付きの項目では、
事前調査同様に高い点数であったが、運動をすると心臓が早くなることについては、1名が
全くそう感 じないと回答している。このことから、教授活動場面で体感することができな
かつた可能性がある。運動をすると汗をかくかについては、事前調査同様に高い点数であ
ったが、1名が全くそう感 じないと回答している。教授活動の際に、汗の確認がうまくでき
なかつたことが原因だと考えられる。 しかし、「顔は汗をかかなかつたが、体中は汗をかい
た」と児童が発言していることから、発汗に対する意識が深まった児童も存在 していた。
また、全員が喉が渇いていると示 しており、自分の体への気付きが行われていた。調整の
項目では、運動後に飲み物を飲んだ方がいいについては、事前調査でも点数が高かつたが
事後調査では満点であり深く理解 していることが伺えた。また、事前調査では 1名は飲ん
だほうがよいということに対して否定的に示していたが改善されていた。「積極的に運動が
できた」の項目においては、全員が肯定的に示 していた。飲み物が飲みたいと全員が示し
ており、気付きの項目で喉が渇いていると気付けて、その状態に対する調整の方法も理解
していることが伺えた。しかし、この後に水を飲んで調整を行つたかは不透明であり、質
問紙調査からは測ることができなかつた。交流の項目では、「友達に触られるのは嫌だった」
で 2名が嫌だつたとしていることからも、身体接触の度合いを考え直す必要があつた。 し
かし、4名においては、肯定的に示しているため身体接触を全くなしにするという必要まで
はないように考えられる。「協力することは楽しかった」は、全体的には好意的に示されて
102
いた。しかし、1名が否定的に捉えているが質問紙調査からは理由を突き止めることはでき
ない。このことから、質問紙調査で理由を問う項目をいれたりと改善する余地があると考
えられる。教授活動の運動活動2発問8では、積極的に声を出してクラスで協力している
姿がみられたことは、質問紙調査以外からも協力することの楽しさが伺えた場面であつた。
自由記述課題では、「楽しかった」、「嬉しかつた」という発言がみられた。しかし、「でこ
がぶつかって痛かった」という記述があるように、頭に風船を挟む活動があつたことから
怪我への配慮をよりしていく必要が考えられた
個別の児童の変化に着日した分析では、身体接触に関して否定的に示した児童Aと児童
Bを取り上げた。児童Aに関してはその他の課題において、否定的な部分はみられなかつ
た。しかし、「友達と協力することは、楽しかつた」の項目で否定的に示していることから、
身体接触で否定的だと友達との協力もうまくいかないことが考えられた。児童Bに関して
は心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題の、ポジティブ項目群が事前調査
から事後調査へと否定的に大きく伸びていた。「気持ちがゆつたりしている」、「動きたい、
やる気がある」、「人と関わることが′い地よい」、「空間 。雰囲気が,い地よい」、「周囲に受け
入れられている」、「自然と笑顔になる」の値は事前調査では肯定的だつたが、事後調査で
は否定的になつていたことからも、身体接触に否定的だとほぐれにくいと考えられる。し
かし、「友達と協力をすることは、楽しかつた」においては肯定的に示していることからも、
身体接触場面ばかりの教授活動にしなかつたことが、肯定的な結果をもたらした可能性が
あると考えられる。このことからも身体接触場面についての間や身体接触がない場面での
間を分けて行う必要があると考えた。また、項目同士の繋がりで見ていくと矛盾する点が
いくつか挙げられたことから、正確にほぐれ度気付き度が測れたかは不透明であつた。
以上の結果から、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題に関して、ネガ
ティブ項目群において大きく否定的に伸びる結果であつたため、運動場面を改善していく
必要があると考えた。しかし、「体がだるい、疲れている」と「動くことが′き地よい」は相
反する項目のようにみえるが、この両項目の点数が高いことに関しては疑間が残つた。事
前調査と事後調査において、約20分ずつの計40分がかかつたこと、個別分析により矛盾
点がいくつか挙がつたことから低学年においてこの内容は難しく、反転項目を使うことも
考え直す必要があると考えた。心臓の動きや発汗に対しての事前調査段階から理解はして
いるようであつたが、実際に教授活動場面で確認してみると驚く反応が多くみられた。理
解はしているが、体感したことがないと考えられ、体育科は運動活動が重視されがちでは
あるが、学習活動と運動活動を混ぜて行うことで理解していることへの気付きにつながる
可能性があると考えられた。喉が渇いているから水が飲みたい、と自分の体の状態に気付
いて、どうやつて調整したらいいかに関しても理解したことが示された。しかし、実際に
調整活動を行つたかは不透明であり、調整を実際に行う機会も含めた授業構成にしていく
必要があると考えた。低学年では、身体接触を行いやすいが、否定的に捉える児童がいる
ことも示されたため、低学年だから身体接触に問題がないと考えてはいけない。
103
第5章 総括と今後の課題
(1)1厳括
本研究では、小学校体育科の体つくり運動の実態及び小学生の身体接触に対する意識を
把握 したうえで、身体接触を段階的に取り入れた体ほぐし運動の教授法を開発 し、その教
授法が学習者の「気付き」「調整」「交流」の3側面に与える影響について検討 した。具体
的な研究の目的は、3つであつた。1つ日は、体つくり運動及び体ほぐし運動の実態の把握
と課題を明らかにすること。2つ目は、事前調査で児童の「気付き」「調整」「交流」の実態
を明らかにすること。3つ目は、身体接触を段階的に取り入れた体ほぐし運動の授業を行い
「気付き」「調整」「交流」に対する影響を検討すること。
本研究では、小学校の体育科現職教員を対象に体つくり運動の実態及び小学生の身体接
触に関する意識の調査を1つ、小学校高学年及び低学年を対象に身体接触を段階的に取り
入れた体ほぐし運動が、心と体と人間関係の意識及ぼす影響に関する2つの実験を行つた。
以下に各調査の考察及を基に本研究で明らかになつたこと及び今後の課題について述べる。
第 1調査では、3名の小学校の体育科現職教員を対象にインタビュー形式で行つた。小学
校体育科体つくり運動の実態を把握するため、年間の時間数及び取り組んでいる内容やね
らいについて質問を行つた。王様 ドッジボール及びおしくらまんじゅうを例に体ほぐし運
動の授業構想を説明し、そこから予見される問題点や予想される児童の反応について質問
を行つた。第 1調査段階での研究概要であつた、交流を伴 う体つくり運動が友人関係にも
たらすよい影響についての仮説を説明し、それに対してのコメントを受けた。
小学校体育科 「体つくり運動」の実態については、低学年における多様な動きを作る運
動遊びの時間は 10時間以上と時間が多く設けられていた。しかし多様な動きを作る運動や
体力を高める運動に関しては時間が多く設けられているとは言い難い結果であつた。多様
な動きを作る運動や体力を高める運動はまとまつた単元としても位置付けておられず、次
単元の準備のための運動として設けられていた。体ほぐし運動は新しいクラスメイ トとの
交流を目的として年度始めの2時間のみ時間が設けられていた。体ほぐし運動は現場の教
員にとつても交流するために有効な手段として理解されていると考えられる。 しかし、全
体的に時間が設けられないこと、そしてまとまった単元として扱われにくいことが明らか
になつた。授業構想については、王様 ドッジボールは体ほぐし運動ではなくゲーム領域、
ボール運動領域であることが示された。技術が伴 う運動においては、体ほぐし運動とは捉
えにくいことが伺えた。おしくらまんじゅうは体ほぐし運動として扱える内容ではあるも
のの、他の単元の授業始めに体ほぐし運動として取り入れることは難 しいことが明らかに
なつた。他の授業で取り入れる場合には主運動と関連 している必要があり、そうなつた場
合に体ほぐし運動というよりは体つくり運動となつてしまう。このことからも45分授業の
小学校において、短時間の体ほぐし運動であつても授業始めに行 うことは難しいという結
果であつた。おしくらまんじゅうにおいては、身体が触れ合うという点においても取り扱
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いの難しさが伺えた。低学年は身体接触を受け入れやすいが、高学年においては現場の体
育教員においても意見が割れるものであり、高学年における身体接触は慎重に行つていく
必要があるように考えられた。また、身体接触においては低学年の頃から継続的に経験し
ていれば高学年においての身体接触の意識にも影響を及ぼす可能性が示唆された。研究概
要については、交流を伴 う体つくり運動は友人関係を良好にする可能性が示された。 しか
し、体育科の授業場面においては子ども間の小規模な トラブルが発生する可能性が高いこ
とが明らかになつた。 しかし、 トラブルは必ずと言つていいほど起こるものであり、 トラ
ブルを回避することばかり考えるのではなく、その トラブルを教師が適切に対処すること
が良好な友人関係を築くきっかけになることが明らかになつた。
以上の結果から、体ほぐし運動は交流を行うに当たつて好意的な活動であると理解があ
るが、体育科においては他の単元が重視されることからも時間を多く設けるなど重要視さ
れていないことが示された。また、他単元の授業において体ほぐし運動を取り入れること
は時間的に厳 しいことからも、体ほぐし運動を行 う場合は単元として行 うことが必要だと
考えられた。また、技術が伴 う運動では交流の在 り方が変わつてしまうため、体ほぐし運
動においては技術の向上が伴わない授業をする必要があると考えられた。また、小学生に
おいて身体接触を取り入れる場合は、低学年ではそこまで慎重になる必要はないことが示
されたが、高学年では慎重に取り扱って授業に取り入れる必要が示された。
第 1実験では、事前調査、教授活動、事後調査の順で小学校 5年生を対象に調査を行つ
た。教授活動では運動前の脈拍数の測定を行つた。その後、運動活動で風船を用いて身体
接触の含まない個人活動を行い自分自身の得意不得意についての理解を深める活動や身体
接触のない集団活動を行つた。そして、運動活動を行つてからの脈拍数を測定し運動前と
の比較及び現在の脈拍数における気持ちの状態に気付く活動を行つた。また人間の体内の
水分量や 1日にツト出する水分量、最大心拍数についての教授を行つた。最後に身体接触を
含むペアの活動や集団の活動、身体接触の度合いが大きいペアの活動を行つた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、事前調査から事後調査にか
けてポジティブ項目群が肯定的に、ネガティブ項目群が否定的にわずかに変化 したがほと
んど変わらない結果であつた。全体的に見れば教授活動の影響はみられなかった。気付き 。
調整・交流の3側面に関する課題では、風船の教材に関する項目は、好意的に示されてい
た。風船は子どもつぽさがあるように思える教材だが、高学年においても十分活用できる
教材であることが示された。気付きに関する項目では、10名中6名と6割にあたる児童が
自分の得意なことや不得意なことに気付けたとしている。体の特徴は 10名の 10割が分か
ったと示している。体の特徴に関しては、体への気付き課題の正答率でも示すように、人
間の体について理解がなされているといえる。調整に関する項目では、積極的に運動がで
きたと9名の9割が回答している。これは風船教材が好意的に受け止められた結果、運動
に対し積極的になつていたと考えられる。交流に関する項目では、身体接触に関しては8
割が肯定的に回答していた。身体接触の度合いを、手を繋ぐや腕を組むといつた範囲に留
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めたことが好意的に受け入れられたと要因だと考えられる。しかし、1名は否定的にとらえ
ていることからも、好意的に捉えるものが多かっただけであり全員に当てはまるものでは
ないということが明らかになつた。友達と協力することは楽しかったと10名中9名と9割
の児童が回答 していた。協力することに対して、否定的にとらえている者はおらず、多様
な協力場面を取り入れたことが要因だと考えられる。運動の好き嫌いに関する課題は、事
前では 10名の 10割が好きと回答しており、事後では 10名中9名と9割であった。1名が
否定的に変化 しているが、自由記述からはもともと運動が嫌いだつたと示されている。そ
のことを踏まえても、事前調査からの変化はほとんどみられなかつた。教授活動が運動の
好き嫌いに影響を及ぼすことはなかったと考えられる。体への気付きに関する課題では、
人間の体内の水分量の正答率は事前では 10名中4名の4割であったが、事後では 10名の
10割であった。人間の体内水分量についての知識は定着しているといえる。1日のツト出水
分量の正答率は事前で 10名中4名の4割であったが、事後では 10名の 10割であった。1
日の排出水分量についての知識が定着しているといえる。小学校 5年生の最大心拍数の正
答率は事前で 10名中 1名の 1割であつたが、事後では 10名中8名の8割であった。事前
調査から事後後調査へ正答者の割合が有意に増加 していることからも、小学校 5年生の最
大心拍数についての知識が定着しているといえる。これらは、パワーポイントを用いた学
習活動を取り入れて運動活動と連動させて行つたことが要因だと考えられる。 自由記述課
題では、10名中6名の児童が楽しかったや面白かつたと示していることからも教授活動を
好意的に捉えていると考えられる。体育科の授業にも関わらず、遊びと表現している児童
が 10名中4名いることからもスポーツ競技とは区別された運動になつていたことが明らか
になつた。このように遊びと表現されていることは、児童の遊びの幅の広がりがあつた可
能性が考えられる。個別の児童の変化に着日した分析では、心と体と人間関係のほぐれ度
と気付き度に関する課題において肯定的に伸びた児童Aと否定的に伸びた児童Bにおいて、
他の課題と比較したが、他の課題においては両者ともに肯定的な回答であつた。このこと
からも、他の課題に対し大きな影響を及ぼしているとは考えられない。また、反転項目に
おいて矛盾する点がいくつかみつかつた。事前で運動が好きに肯定的だったものが、事後
で否定的になつた児童Cにおいても、他の課題と比較した。児童Cは自由記述で 「もとも
と運動が嫌いだつた」と示していることから、運動が嫌いだったと判断した。 しかし、他
の課題においては、肯定的に示していることから、運動が嫌いな児童にも好意的な教授活
動だつた可能性がある。
以上の結果から、ほぐれ度と気付き度にほとんど変化がみられなかったことから教授活
動において更なる改善の必要があることが示された。身体接触においては、手を繋ぐや腕
を組む程度なら授業に用いることができる可能性が示された。また、学習活動と運動活動
を混ぜた教授活動を行 うことで体への気付きに関する課題の理解が深まったと考えられ、
学習活動と運動活動を繋げて教授活動を行 う必要があると考えられた。
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第2実験では、事前調査、教授活動、事後調査の順で小学校 1年生を対象に調査を行つ
た。教授活動では運動前の心臓の音の確認と発汗の確認を行つた。その後、運動活動で風
船を用いて身体接触の含まない個人活動や身体接触のない集団活動を行つた。そして、運
動活動を行なつてからの心臓の音の確認と発汗の確認を行い運動前の状態と比較する活動
を行つた。最後に徐々に身体接触の割合が大きくなるペアの運動活動を行つた。
心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題では、事前調査から事後調査にか
けてポジティブ項目群がごくわずかではあるが否定的に伸び、ネガティブ項目群は否定的
に大きく伸びた。統計的にも有意な差がみられた。ネガティブ項目群の中でも特に体がだ
るい、疲れているは否定的に大きく伸びていることからも、教授活動の運動の度合いが高
かったと考えられる。気付き 。調整に関する課題では、風船の教材に関する項目において
好意的に示された。風船を用いることは低学年において十分活用できる教材であつた。気
付きに関する項目では、6名全員が′い臓はずつと動いていると事前でも事後でも示された。
運動後に心臓は早くなるについては5名が気付けていると示していたが、1名は気付けてい
ないようであつた。教授活動でうまく体感できなかつたことが原因と考えられ、一気にペ
ースを上げる運動を取り入れたり、運動の最中に定期的に確認をするなどの必要が考えら
れた。運動をすると汗をかくことについては5名が気付けていると示しているが、1名が気
付けていないようであつた。研究当日の気温が低かったことや、教授活動において顔のみ
で発汗を確認 したが、そこで気付けなかつたことが原因と考えられ、汗の確認においては
顔のみに限らず体全体で確認をとる必要があると考えられる。教授活動後には6名全員が
喉を乾いていると示しており、自分の体の状態と向き合えていることが示されている。調
整項目では、6名全員が運動をしたら水分摂取をしたほうがいいと回答していることからも、
飲み物を飲むことの重要性を理解 していることが伺えた。事前調査では 1名が否定的だつ
たが改善されている結果であつた。また、6名全員が積極的に運動ができたと示 していた。
また、気付き項目の喉が乾いているに繋がる項目として調整項目で飲み物が飲みたいかを
聞いているが、6名全員が飲みたいと示している。このことからも自分の体の状態に気付き、
調整の行い方を理解していることが明らかになつた。交流項目においては、4名が身体接触
に好意的だつたが、2名が否定的に捉えていた。身体接触は度合いの低いものから度合いの
高いものまで取り入れたが、どの過程において否定的に捉えたかは明らかにはならなかつ
た。また、否定的に捉えた内の 1名においては、ほぐれ度気付き度課題のポジティブ項目
群が否定的に大きく伸びていた。このことからも、身体接触に否定的に示した場合、ほぐ
れ度気付き度において影響がある可能性も考えられた。友達と協力することに関しては 5
名が好意的であり、1名が否定的であつた。否定的になつた要因は明らかにはならなかつた。
自由記述課題では、楽しかつた、嬉しかつたなどポジティブな発言が多く示された。 しか
し、友達とぶつかつたことが痛かつたことを示している者もいることから、怪我への配慮
には一層の注意をしていく必要が考えられた。
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個別の児童に着日した分析では、身体接触に対して否定的に示した児童Aと児童Bにお
いて、他の課題と比較した。児童Aにおいては、他の課題で肯定的に示していた。児童B
においては、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度に関する課題のポジティブ項目群が
否定的に大きく伸びていた。このように身体接触に否定的に示した両者においても、違っ
た影響がみられる形になつた。また、反転項目において矛盾する点がみつかつた。
以上の結果から、ほぐれ度と気付き度のネガティブ項目群が大きく否定的に伸びた。 し
かし、反転項目で矛盾する点がいくつか見られたことから、反転項目が原因だつた可能性
も考えられる。また、体がだるい、疲れていると示していることから運動の強度が高かっ
たことが原因とあげられる。約 35分という短い教授活動にも関わらず、そのような結果に
なつたので各運動活動の見直しの必要が考えられる。身体接触においては、手を繋ぐもの
からハグするような形までと様々な強度の運動を取り入れた。それにより、身体接触に対
し否定的な意識を示した者も見られたため、低学年においても慎重に扱つていく必要が考
えられた。また、学習活動と運動活動を混ぜた教授活動を行うことで、理解はしていても
体感 したことのないことが体感できたように考えられる。心拍の確認や発汗の確認など改
善点はあるが学習活動と運動活動を繋げて教授活動を行 う必要があると考えられた。
総 じて、本研究で明らかになつたことは大きく分けて6つある。
1つ目は、体つくり運動はまとまつた単元として取り扱いにくいことが明らかになつた。
そのため、多様な動きを作る運動や体力を高める運動は次単元の準備のための運動として
取り扱つていた。また、体ほぐし運動は、交流をするために有効な手段として捉えられて
おり、年度始めに時間が設けられていた。
2つ日は高学年及び低学年の「気付き」「調整」「交流」への意識は授業前においても比較
的高いことが明らかとなつた。心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度において、良好な
結果であつた。
3つ日は、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度と身体接触の関係は明らかにならなか
った。身体接触を段階的に取り入れた体ほぐし運動を行なつても、直接的に心と体と人間
関係のほぐれ度と気付き度の変化に影響はみられなかつた。しかし、個別で見た際に影響
を及ぼしている児童がいたことから追及する必要が考えられる。
4つ目は、学習活動と運動活動を含んだ体ほぐし運動 「気付き」「調整」の意識に対し効
果を及ぼしたといえる。また、理解はしていても体感をすることで驚きの反応がみられた
ことからも体感することが気付きの深まりに効果を及ぼすことができたといえる。
5つ目は、高学年における身体接触の可能な範囲が明らかとなつた。高学年においては、
手を繋ぐ、腕を組むは好意的であつた。 しかし、低学年においては接触頻度が高学年より
も多かつたこと、接触強度が大きかつたことも含め可能な範囲は明らかとならなかつた。
6つ日は、小学生において風船を教材として扱うことは好意的であることが明らかとなつ
た。風船は低学年向けの教材のように思われがちだが、高学年においても好意的であつた。
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(2)今後の課題
本研究を通して筆者が今後の課題であると考えたことは4つある。
1つ目は、心と体と人間関係のほぐれ度と気付き度について肯定的に変化する教授方法の
開発である。この課題では高学年は、ほぼ変わらない結果を示した。低学年は、ネガティ
ブ項目群が否定的に大きく伸びる結果であつた。ネガティブ項目群が否定的に伸びた低学
年においても、どの活動が直接的に関与していたのか分からないため、各運動場面におい
ての変化を見られるようにするなどの調査方法の改善や教授活動の改善の必要がある。ま
た、少人数クラスを対象とするだけではなく、大人数における教授法の開発も必要である
と考えられる。
2つ日は、取り上げる身体接触の見直しである。高学年においては、手を繋ぐことや腕を
組むことには好意的であつたため、それ以外の多様な身体接触及び身体接触頻度を検討し
たい。今回、低学年の授業で用いたペアで向き合つて接触する場面を取り入れることを考
えている。低学年においては、否定的に捉えられるような身体接触があつたことが明らか
になつたために、低学年においてはどのくらいの身体接触なら好意的に受け止めやすいか
を検討したい。手を繋ぐ、腰を掴む、ハグをする形の身体接触を取り入れたが、ハグをす
る形は身体接触の度合いが高いことから省略することを考えている。しかし、身体接触の
度合いを下げるだけではなく、風船を用いてワンクッション挟んでいたが、風船を挟まな
いで身体接触を取り入れてみるなど接触の行い方を多様化してみようと考えている。また、
今回の研究では取り上げなかつた中学年においては、高学年と低学年の間の学年なので身
体接触場面をどこまで擦り合わせていけるかを検討したい。具体的には高学年と低学年で
用いた、手を繋ぐ、腕を組むの身体接触場面に加えて、ペアの肩を掴むや肩を組むなどの
接触を用いたいと考えている。ペアの肩を掴む活動や肩を組む活動に対して好意的な反応
が見られた場合には、低学年で用いた腰を掴むを行つてみるなど段階的に身体接触の度合
いを上げていこうと考えている。
3つ目は、調整を行う為の行動の調査である。高学年においては排出水分量から水分摂取
の話を取り上げ、低学年においては喉が渇いていると気付き、飲み物が飲みたいと調整の
理解を示した。しかし、実際に調整するための行動が行われたかは不透明である。そのた
め、調整を実際に行えるような場面設定を教授場面に取り入れていく必要がある。
4つ日は、質問紙調査表の見直しである。低学年において、心と体と人間関係のほぐれ度
と気付き度課題のネガティブ項目群では有意差がみられるほど大きく否定的に伸びた。 し
かし、それに伴って、ポジティブ項目群が否定的に伸びることはなかつた。また、個別分
析においてもポジティブ項目群とネガティブ項目群の間に矛盾する点が見つかつたことか
ら、反転項目が小学生にとつては難しい可能性が考えられた。このことからも、反転項目
を用いない質問紙調査表の検討が必要である。
これらを今後の課題として、体育科体ほぐし運動がよリー 層影響をもたらすような授業
を開発し、学校現場で取り組まれる機会が増えるよう検討し続けたい。
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1.第1調査ッ ワヾー ポイント
体つくり運動に関するインタビュー
兵
“
教育大学大学院
学校教育研究ヽ人間発違教育専攻
餃青コミュニケーションコース Mi
山a18也
調査の目的について
①体育授業の体つくり運動についての実態を把握をすること。
②交流を伴う体つくり運動の構想について、実践者の視点か
ら留意すべき点は何かを把握すること。
インタビュー 2
体つくり運動の授業ではどのような内容を行つているのか。
査目的①のインタビュー内容
・ 体つ くり運動の年‖1の取り魚1み状況olキ‖l数)について
°体つ くり運動で行つている内容について
°体つくり運動を行 うに当たつてのねらい、‖標について
インタビュー 1
体つくり運動の年間の取り組み状況(時間数等)はどう
なっているか。
査目的②のインタビュー内容
「王様 ドッジポールJと「おしくらまん じゅう」を例に挙げながら、小学
校高学年を対象とした交流を伴う体つくり運動の授業構想について
実際に授業を行うに当たつての制意点や 子見される問題点について
体育が苦手な子も含めて、:E様ドッジボールやおしくらまんじゅうなどを
行 うに当たつて予想される児童の反応について
交流を伴 う体つくり運動が友人関係にもたらすよい影響についての研究概
4)レ｀¬C
インタビュー 3
体つくり運動の授業を行うに当たつての目標、ねらいとは。
(授業内容と照らし合わせながら)
インタビュー 4
ドッジボール
インタビュー 5
構成 した授業を実際に行うに当たつての留意点や予見
される問題点について意見を頂く。
インタビュー 4
「王様 ドッジボール」と「おしくらまんじゆう」を例
に、小学校高学年を対象とした交流を伴う体つくり
動の授業構成についての説明。
インタビュー 6
体育が苦手な児童も含め、構成 した授業を行うに当
たつて予見される児童の反応について意見を頂く。

2 第2実験 :事前調査用紙
5年生用
あなたのことについて聞きます。
1には名ぼ番号を記入し、2～7については当てはまるものに○をつけてください。
1.名ぼ番号はなんですか。     (           )番
2.性別はなんですか。       (  男子   女子  )
3.運動は好きですか。
( とても好き ・ まあまあ好き 。 どちらともいえない 。 あまり好きではない 。 全く好きではない )
4.3で「とても好き」「まあまあ好き」に○を付けた人は、何が好きですか。
(いくつ○をつけてもよいです。)
〔 [iこ1全
1  子多女  ニビ要  貧雫
iン
ト3ケツ書黙
~ル
柔道 ツ島[  ラリビ_ 
〕
5。 人間の体内の水分量はどのくらいだと思いますか。
( 約20%  約40%  約60%  約80%  わからない )
6.人間は 1日にどれくらい水分は外にでていくと思いますか。(汗、トイ レなどで)
( 約500mO  約10  約2.50  約5.50  わからない  )
7.小学校 5年生は 1分間に最大で何回くらい心臓は動くと思いますか。
(  約60回  約100回  約210回  約350回  わからない  )
』臓日訪″りZaり■ラノデLックリZ卜′′
今 (運動前)の脈拍数は?       (            )回
今 (運動中)の脈拍数は?       (            )回
8.次の項目について、今の状態はどうですか。当てはまるものひとつに○を付けて
ください。
とても
そう感じる
まあまあ
そう感じる
どちらとも
いえない
あまり
そう感じない
全く
そう感じない
気持ちがゆったりしている
体が軽い、元気いつぱい
リラックスしている
動きたい、やる気がある
動くことが心地よし
人と関わることが心地よい
空間・雰囲気が心地よい
みんなと一体になつている
なんでも受け入れられる
周囲に受け入れられている
誰とでも関わることができる
自然と笑顔になる
楽しい
気が乗らない、動くのがおっくう
体がだるい、疲れている
緊張している
いらいらしている
人と話 したくない
暉心ずかしし
おもしろくない
3.第2実験 :事前調査時のパワーポイント
*名ぼ番号はなんですか
*性別はなんですか
*運動は好きですか
思いますか
*人間は1日にどのくらい水分をとったほ
うがいいと思いますか
*小学校5年生は1分間に最大で何回く
らい心臓は動くと思いますか
*人と関わることが`さ地よい
*空間・雰囲気が心地よい
*みんなと一体になつている
*何でも受け入れられる
*周囲に受け入れられている
*3で「とても好き」
付けた人は、何が好きですか
陸上 水泳 マットとび箱 鉄棒 バスケッド ール
サッカー 野球 バレー ボール ダンス テニス 卓球
柔道 剣道 ラグビー その他
*気持ちがゆつたりとしている
*体が軽い、元気いつぱい
*リラックスしている
*動きたい、やる気がある
*動くこと力ちさ地よい
*誰とでも関わることができる
*自然と笑顔になる
*楽しい
*気が乗らない、動くのがおつくう
*体がだるい、疲れている
*緊張している
*いらいらしている
*人と話したくない
*恥ずかしい
*おもしろくない
4 第2実験 :事前調査記録
卜前調査 アンケー H
担任 :はい、立ってください。全員起二
担任 :はい、今日は、え―とですね、特別に兵庫教育大学・ … つて言つて、すごい遠いところからね、
ちょっと河崎小学校に、みなさんに体育の特別な授業をしてくださるために来てくださいました。
山我先生です。これから1時間お世話になります。挨拶をしましょう。Sさんお願いします。
Sさん :よろしくお願いします。
Cs:よろしくお願いします。
担任 :じゃあ、こつからスター トで
T:はい。
担任 :お願いします。
T:はい、じゃあ座つてください。で、え一と今日はちよつと体育だけ・・・、体育だから、まぁ運動
しつつ・・・ちょつと頭も使いながら、なので動くだけじゃなくて、ちょつと今日も筆記用具を持
つてきてもらつたけど書いてもらつたりとかちょつとお勉強みたいな感じでやつていきます。いい
ですか?
Cs:はい。
T:はい、そうしたらまず、そう紙配るから、これを書いてください。こつちの方、こっちの方だけ。
っで、この四角で、かこ・・・囲つてあるところはまだ書かなくて良いです。
Cs(2、3人):はい。
T:いですか?
C:はい。
T:じゃあ、配ります。
T:こつち側ね。みんなもらつた?
C:はい。
T:そしたらもう書いてください。
T:よし、みんなの名簿番号。はい、次、男の子かな女の子かな―つて書いて・…。運動が好きか。…。
っで、とてもすき、まあまあ好きつて書いた人は、次のかつこのところに、いつぱい運動が書いてあ
るから好きなの何個でも丸付けて。つで、5、 5番6番7番テストじゃないから―、自分がそう思う
なぁつてところに丸付けて。どんなに考えてもわからんかつたら、もうわからないで大文夫だから。
っで、この右の8番も・・・ちょっと書いてみて。この四角ん中に、丸付けて。
5番6番7番は自分がそう思うなぁつてところでいいよ。
担任 :こつち側。
T:これ、左の方終わつたら右側の8番も・・・ちよつと書いて。今どんな気持ちかな―
全部かけた人は、え――、丸ついてないとこ、ないかな―つてちょっと見直してください。
それでもできたよ一つて人は、鉛筆置いて。体育座りして。
C:(終わつてない子に教えている。開き取れない)。
T:(終わつてない子に教えている。開き取れない)。
T:よしつ、みんなおわつた?
C:・・ 。(開き取れない)。
T:全然元気ないな。全然元気ない、大丈夫?おきてる?
C:起きてます。
アンケー ト用紙の配布。
アンケー ト事前欄の記入
5.第2実験 :教授活動時のパワーポイント
*心臓(しんぞう)から血液(けつえ
ている。
その血液が体に運ばれるリズムを数えてみよう !
このリズムを脈拍数といいます !
ドクンッ! !!!
*10回→ 60回 *15回→ 90回
*11回→ 66回 *16回→ 96回
*12回→ 72回 *17回→ 102回
*13回→ 78回 *18回→ 108回
*14回→ 84回
We hessCare健康情報サイトウェルネスケア より
70回～110回
くらい力｀いい! ! !
1.風船をわざと割つたりしない
2.先生がお話ししているときは
風船を触らない
3・風船を使つていつぱい動く
みんなでいつぱい
動きましょう!!
1ヽ0回→ 60回     、19回→ 114回
・ 11回→ 66回     ・ 20回→ 120回
.12回→ 72回     +21回→ 126回
・ 13回 ―→ 78回       、22回―→ 132回
ホ14回 ―→ 84回       ・ 23回―→ 138回
Ⅲ15回 - 90回       1.24回 → 144回
・ 16回 ―→ 96回       ,、25回 ―→ 150回
+17回 → 102回      .26回 → 156回
‐18回→ 108回    .27回→
ネ28回→ 168回 1分間に
.::日二 l酷目 220-年1論しか動きません!
.::日 二 』:[]   1規野ゴ五 == 209回*33回 → 198回
::|: 三 :||:   lζttFi2= 208回
*12才の人は208回に
近ければ近いだけ
「疲れた」「もう動けない」
と感じてしまいます!!!
Ⅲl日でどれだけ水
*人間の体の何%が水
が水分 !!
6 第2実験 :授業記録
膨間1 脈を測つてみましょう。|
T:・・・(聞き取れない)。 はい、そしたら次、みんなにやつてほしいことなんだけど、脈つてわかる?
Cs:はい。
T:なに?
C:首の方が感じる。
C:俺、手と首と・・ 。(聞き取れない)。
Cs:・・(聞き取れない)。
T:ドクンドクン、なってるでしょう?
C:なんか唾を飲んだときは、ゴックンしか聞こえない。
T:はい、まだわかんない人。
C:はい。
C:はい。
C:はいつてば、も一う。
Cs:・・(聞き取れない)。
T:こ押してみ。
C:なぜわかられ
T:こ、ここなつてる、なってる。ここ押してみ。
C:あんまりやりすぎると・・・
C:ブスって・・・
C:はん、 ははははは。
T:押してみ、押してみ。
C:あ―――。
T:わかった?わかつた?
C:わかった。
C:やつとかよ。
C:やつと聞こえた。
C:そこはやりやすい。
C:Kちゃんは?
Cs:・ 。(聞き取れない)。
C:Kちゃん全然・・ 。(聞き取れない)。
C:あっ、すんげい聞こえる。
C:あ――、わかつたわかつた。
担任 :そのまま、そのまま。
T:ちょつと、みんなわかつた?どっちのほうがやりやすいか、自分で、首のが分かりやすい人は、今
から首で測るよ。じゃ、手でわかる人は、もう手で測るよ。はい、今みんな準備して。じゃあ、先
生がよ―いどんつて言つてから、終わりつて言うまで、何回 ドクンドクンドクンドクンつて鳴つた
か数えといてね。
C:えっ、これめちゃめちゃ高速じゃん。
T:い?準備できた?
C:めちゃめちゃ高速。
3人くらい、手首を触っている。
C:えっとなんか腕とか。・・(聞き取れない)、 つでいま―、今、なんか緊張してるか緊張してないかわ
かる。
T:そやね。みんな測り方わかる? 5人くらい、手首を触つている。
T:今からみんなに、脈測つてほしいんだけど・・・脈つてのは、心臓からまあ血液こう出てくるよね?
それの一、リズム。(手首押さえながら)たぶん、 ドクンドクンって言うと思うんだけど。そのリズム
を脈つて言つて、これをいまからみんなに測つてもらいます。つで、みんないまもうわかつてると思
うけど、すごく上手にやつてたから。左手の手首、親指のところに、右手のこの人差し指、中指、薬
指の3つ、ちょつと強く押してみたら・・・ ドクン。開こえる?
C:聞こえな―い。
T:・・・(聞き取れない)。 の音、聞こえる?
C:聞こえな―い。
C:全然聞こえない。
T:わからんかつた人。
C:聞こえな・・・。
T:そしたら、右手のこの今の3本で、首のここ、ちょつとつ、強く押してみて。
C:えつ。
C:全然関こえない。
T:聞こえる?
C:あ―、聞こえる。
C:えつ、聞こえない。
T:聞こえない?
Cs:えヘヘヘ(笑い声)え――――。
C:聞こえない、全然。
C:あ―、聞こえた。
C:すごいドクンドクンいつてる。
C:一応心臓に、一応心臓に近いん。
C:静かじゃないと。
C:うん、聞こえる開こえる。
C:ねぇ、手は聞こえる?
C:聞こえん、全然。
C:だけど、だけど感じる。
Cs:・ 。(聞き取れない)。
6人、手を挙げている。
Cs:・ 。(聞き取れない)。
T:いくよ、よ―いどん。 脈を測る。10秒間。
C:眠くない。
T:寝てんのかもしれない。
C:7の人・・ 。(聞き取れない)。
Cs:・・(聞き取れない)。
C:起きろ―。
T:眠いのかもしんない。
C:起きろ―。起きろ―。
C:起きてるよ。
T:っで、小学生、まあみんなは1分間にね。
C:朝、ビンタされたし。
T:70回から110回。だから、みんなでいうところの70回どこになるの?ここやろ?
Cs:12。
T:12回、からまあ18回ぐらい、までだと眠くないし、しつかり体起きてるよ。ぐらいのところにい
るから。いいね、普段自分がどんくらいなのかな―つてのをちょつと測るようにしといてください。
いいですか?
Cs:はい。
T:はい。ちゃんと党えといてね。
C:70から110。
陸問2 風船を落とさないように色々 なところを歩こう。|
T:で、今日この後みんな動くけど、今日風船使います。
C:いえい。
T:風船みんな使つ、ここ最近使つてた?
Cs:いや―。
C:あんまり。
C:いや―、あんまり。
C:そもそも陸上しかやってない。
C:陸上しかやつてない。
T:つで、はい、風船使うときのルール。
C:ルール。
T:1個目。わざと割ったりしない。
C:ふふん。
T:爪で割つたり、踏んづけたりしない。
C:はい。
T:2個目。先生がお話してるときは、風船にさわらない。先生が話してるときに、こうやつてたら全
然話開かないでしょう?
T:おわり。はい、ちゃんとわかつたよつて人。
C:だいたい。
C:だいたい。
担任 :・・ 。(聞き取れない)。
C:だいたい。
T:みんなわかつたん?
T:じゃあ、その数を、え―と、左のベージの脈を測つてみましようチェックリスト。
脈拍数はつてところに、何回か書いてみて。
Cs:・ 。(聞き取れない)。
T:何回ドクンドクンドクンドクンドクン
担任 :それでいい。それで。
Cs:・ 。(聞き取れない)。
T:い?で、いま―。
Cs:・ 。(聞き取れない)。
T:はい、書き終わつたら、前向こうか。
T:今、10秒で測つたんだけど、みんなたぶんこの中にはいつてるかな?
の上の方、今の
C:はいってない。
T:はいってない?
C:はいってます。
C:はいつてる。
C:はいってる。
C:なかつた。
C:はいつてる。
T:本当に?
C:あった。
T:だから 10、今 10回だつた人は、
C:お―。
C:あつた、あつた。
C:ないわ。
1分間測つたら60回ドクン ドクン ドクン ドクン ドクン。
Cs:・・(聞き取れない)。
T:もしかしたらこれよりも、すごくちつちゃい数字が出てる人はすご―く今ゆつたりしていて眠いの
かもしれない。
Cs:あはははは。
C:ねむくないよ―。
C:開けない。
T:ね。なので触らない。
T:で、3つ目。風船を使つていつぱい動く。全然今みんな元気ないから
C:ふふ。
T:いつばい動いてください。
C:はレヽ。
T:元気だして動いてください。
Cs:はい。
T:いですか?
Cs:はい。
T:本当にいいですか?
Cs:はい。
T:はい。
T:じやあ、風船を配ります。
C:く、配る―?
C:ひとり1個あんの?
T:ひとり1個。
C:え―。
C:えつ。
C:つてことは、11個。
T:はい、青がいい人。
C:はい。
T:そんなにいっぱいない。
C:ブルーがいい。
T:はい、青。
C:青。
C:見事にキャッチ。
T:ちょつと前に取りに来て、風船。
C:黄色。
T:ひとり1個れ
C:あ、九
T:もらつた人は座る。元の位置に。
C:緑。
T:はい、そしたら最初、この後みんなこれ片付けてもらうんだけど。この後、
つたら右手だけで風船落とさないようにこう。
C:あ、簡単。
C:あはははは。
T:体育館のいろんなとこ歩いて。つで、右手だけね。っで、次先生が左手つて言つたら、左手だけ。
頭つていつたら頭だけ。
C:う――。
C:あはははは。
C:ヘディング。
T:おしり、つて言つたらおしりだけ。
Cs:あはははは。
C:できない、できない。
C:超簡単、超簡単。
T:わかった?
C:はい。
T:それに落としちゃダメだよ。
C:はい。
C:落とす?
C:下に。
T:下に、下にポンポンポンってやつてこう、あつ落ちた。これはだめ。
C:あはは。
C:はい。
C:ゲームオーバー。
C:あつ、落ちた。
T:絶対落とさない。
C:はい。
T:いですか?
Cs:はい。
T:はい、そうしたら風船片手に持って、筆箱、えんぴつ、この純
C:紙。
T:はい、この前に持ってきてください。
C:動くな、この風船。
C:怖いわ、これ。
T:はい、そうしたら体育館いろんなとこに行つていいよ。
C,いえ――い。
Cs:・ 。(聞き取れない)。
T:はい、いくよ。まず右手だけ。
(ピッ。笛鳴らす)
C:右手だけ。
右手だけで風船を落とさないようにバ
ウンドさせる。
全体で1回しか風船が落ちていない。
先生が右手だけつて言
T:いよ。いつぱい歩いて。いつぱい歩いて。歩きながら。
T:落とさない。右手だけ。右手。
T:あつ、おお、落ちてる。
C:おちてないよ。
T:次、左手。
(ピッ。笛鳴らす)
T:左手だけ。
Cs:あつ、あ――。
T:左手。
Cs:ああ。
T:左手。
T:あつ、落とした。
T:左手。
C:先生、首がいたい。
T:首いたい?
Cs:あははは。
Cs:あああ、ああ。
T:次、右足。
C:え一―。
C:右足?
(ピッ。笛鳴らす)
C:あっ。
T:右足だけ。
C:サッカーだ。
C:あはははは。
C:サッカー。
T:右足だけ。落とさない。
C:あつあつあ。
C:あっ。
Cs:あ――ああ――。
T:右足。
C:あ―、変なとこいつた。
C:あたたたたたた。
T:そしたら手で持つちゃつて。
T:はい、次、左足。
Cs:ええ――。
C:え―、ちょつと。
T:落ちてる、落ちてる。みんないつぱい。
C:あ――。
T:左足。左足。
C:あ―あ、落ちる。
T:左足。
C:うわ―あ。
C:あつ。
C:お――と。
C:よおお。
T:次、頭。
Cs:え―。
C:あっ、できる。
(ピッ。鳴らす)
C:うわつ。
C:う――。
T:頭。
C:あっ。
T:おっ、ぎりぎり。
C:あつ、くつそ。
T:頭。
C:あ。
C:あたたたた。
T:落とさないようにね。
C:あれつ?
C:あつ。
C:なんでこんなに続けられるの。
C:どこいくの。
C:帽子邪魔なんだ、これ。
T:手、使ってる。頭。
T:頭だけ。
C:あ、いてててて。
T:OK
T:次。
担任 :先生より、向こうへ行つてください。
T:右の肩。
頭だけで風船を落とさないようにバウンドさせる。
風船を落とす回数が、足の時よりも少ない。
右肩だけで風船を落とさないようにバウンドさせる。
風船が落ちる回数は少ないが、窮屈そうに行つている。
(ピッ。笛を鳴らす).
T:肩。
Cs:肩。
CI肩、肩。
C:肩。
C:あ―。
C:うわつ。
T:右の肩。
C,あつあ、あつあ。
C:あつ。
C:あっ。
C:あぶねつ。
T:・・・(聞き取れない)。
C:あっ、くつそ。
T:右の肩。
T:そこだと、肘になってるよ、肘。肩だよ、肩。
C:あっ。
C:うわつ。
T:左の肩。
(ピッ。笛を鳴らす)
T:左。
C:あつ。
C:も―う。
C:あつ、も―う。
T:肩だよ、肩。
C:あ―、やばつ。
C:え―、どこ。
C:おう。
C:とりゃつ。
C:おいしよ。
Ciうわつ。
T:次、右手、左手、頭、肩、右肩、左肩。
Cs:えつ。
T:順番にっ
(ピッ。笛を鳴らす)
T:右手、左手。
左肩だけで風船を落とさないようにバウンドさせる。
風船が落ちる回数が多い。空振りをしてしまうこともある。
Cs:右手、左。
T:頭。
C:頭。
T:か、右肩、左肩。
C:あ―、ちょっと。
C:きゃ―。
T:はい、こつち。
C:頭。
C:みぎか・・・。
C:頭。
C:か―た、左、右。
C:右、頭、左。
C:左足。
C:右足、右足。
C:頭。
T:はい、最後。右足、左足、で元の場所に戻うてきてください。
(ピッ。笛を鳴らす)
C,あつ。
C:あああ。
T:落とさないように。
C:あつ。
T:落とさないように。
C:落としちゃつた一。
T:落ときないように。
T:はい、元の位置に来た人から座つてください。
C:あつ。
T:行き過ぎてるし。
C:行き過ぎちゃつた。
C:あつ。
C:うわつ。
C:えつ。
T:はい、座つてください。
C:はい。
T:はい、元のあ、元の場所に座りましょう。
C:元の場所。
C:過ぎちゃつた。
右足、左足の順で風船を落とさないようにバウンドさせる。
風船が落ちる回数は多い。進む場所が指定されているが、風船
をコントロールするのに苦戦している。
右手、左手、頭、右肩、左肩の順で風船を落とさないようにバ
ウンドさせる。
風船が落ちる回数は少ないが、風船が落ちそうになつた時に手
で風船をバウンドさせるシーンがある。
C:できる訳ない。
T:誰もいない。
C:落とした。
C:たくさん。
C:4回以上。
発問3 体のどこでやるのが簡単で、どこでやるのが難しかつたかな。
T:左手でやんの難しかつた人? 誰も手を挙げない。C:全然。
T:左手簡単だつた?
T:右足簡単だつた人?
T:はい、おいで。
C:やばっ。
C:あっ、そうだ。
C:いてつ。
T:はい、風船落とさずできた人?
T:右足ちょつといるれ
T:左足難しかつた人?
T:お、増えた。
T:頭、難しかつた人?
C:ヘディング。
C:そうでもない。
T:そうでもない?
T:右肩難しかつた人?
C:右肩は・・・。
誰も手を挙げない
I:碁量(|.i言「iti缶全[っ
降問4 みんなの風船を落とさないようにしよう。|
T:つで、次。次は、今自分の風船こうやつてたよね?
C:うん。
C:まさかの?
T:まさか?
C:ほかの人の・・ 。(聞き取れない)。
C:友達の風船とかわりばんこに。
T:そう。
C:ふん。
T:クラスで今日、何個風船ある?
Cs:11。
Cs:11個。
T:そう、11個をみんなで落とさないようにして。
C:えつ。
C:ほ――――う。
C:えっ、ま、まさか輪をつくつて、あのこうやつてやつてく?
T:ううん、輪は作んない。
C:えっ?
T:さつきみたいにバラバラ。
C:えつ。
T:っで、先生がよ―いどんつて言つたら、まずみんな風船上にあげて、お友達の風船落とさないよう
に 。
担任 :Tさん。あとあと。約束、約束守つてね。話を開く。風船、飛んでもいいから触らない。
T:お友達の風船落とさないようにしてください。いいですか?
Cs:はい。
C:はい。
T:もう手、足、頭、肩・・・おしり、何でも使つていいから。
C:おしり。
T:いですか?
Cs:はい。
T:はい、じゃあ今みたいにバラバラになるよ。
C:よ―し。
T:先生がよ―いどんつて言うまで、風船両手で持つててください。
C:うおつ、すげ―風。
T:あ――、勝手に遊んでる。
T:自分の風船だけじゃないよ、友達の風船だよ。
T:簡単じゃない。難しかつた人?右足難しかつた人? 5人、手を挙げる。
C:ってか、全員じやない?
T:左肩難しかった人?
T:左肩結構いるね。
8人、手を挙げる。
3人、手を挙げる。
9人、手を挙げる。
10人、手を挙げる。
T:はい、おろしてください。
T:なんか右手かん、みん、みんな右手簡単だつたり、なんか左足難しいとか。頭難しいとか。右肩難
しいと力、 いろいろバラバラやつたね。
T:li tヽ、tヽくよ:よ一t
(ヒ ノ:笛を鳴らす )
C:お一 :
C:litヽつ:
T:litヽ、友達′)―,
T:落ちる、落ちる,
C:次そっち
`
T:そこ落ちる。
C:ほtヽつ.
C:すぐ行かないとつ。
T:友達の一。
T:落ちてる、落ちてる。
C:あっ。
C:きゃ一。
C:無理だつて。
C:危ね―。
C:うわあ―。
C:あつ、それ。
T:はい、お友達の。
C:うわあ―。
C:誰か、誰か。
C:うわあ―。
C:きゃ一っ
T:お友達の。
T:いっばい落ちてるよ
`
C:うお―。
C:きゃ一っ
T:風船いつ|ずい落ちてるよ、
T:めちゃくちゃ落ちてる。
T:いっばい落ちてる。
C:きゃ―.
C:よし、いいよ―。
C:うわあ―。
T:いつばい落ちてる、風船。
C:うぉ―。
C:あ―。
11人(クラス全員)で11個の風船を落とさないよ
う|こする。
全部の風船が同時に落ちることはなかつたが、し
くつも風船が落ちてしまつている。
T:風船いっばい落ちてるよ、さつきから。
C:うぉ―。
C:きゃつ。
T:もつと動かないと。 いつばい。
C:うわあ.
C:あっ。
C:いてつ。
C:あはは。
C:ふぅ一―。
T:風船いつばい落ちてるよ。
(風船が割れる)
C:わっ。
C:おぉ―。
Cs:あっ。
C:害Jれたつ。
C:割れたんだけど。
T:はい、 いいよ。
C:うえ―。
T:はい、風船落ちてるよ。
C:やベー。
C:あ―。
C:きゃ―。
T:はい、風船落ちないように頑張つて動いて。
C:いたいっ。
C:きゃ―。
C:あっ。
T:はい、もっと動く。
C:ふ。
C:きゃ一。
C:あっ、いたつ。
C:最悪―。
C:おちてるつて一。
T:落ちてる、落ちてる。いつぱい落ちてる。
T:いつぱい落ちてる。
T:緑の風船いつばい落ちてるよ。
C:あ。
C:おっ。
T:頭も使つていいよ。足も。
C:うう―。
T:青の落ちてる、落ちてる。
C:ふう――。
C:だ―。
C:あ―。
C:きや―。
T:全然動いてないじゃん。
(風船が割れる)
Cs:あ―――。
T:いよ、いいよ。 はい、続けて。
C:危なつ。
T:あ―、落ちてる。風船落とさなきゃ割れないから。
C:あ―。
C:きゃつ。
T:あつ。向こう一人でやつてるし。
T:助けに行つてあげて、あそこ。
C:ふう―。
C:あつ。
C:大文夫?大文夫?
C:ひとりでやつてるから。
C:あ―れ―。
C:ほお―。
C:うわぁ―。
T:風船めちゃくちゃ落ちてる。
C:とぉ。
C:わしに任せろ。
C:ははは。
C:あつ。
C:あつ。
C:ほ―い。
T:はい、そうしたら落とさないように元の位置に戻つてきて。
C:落としてるし。
T:落とさないように。
C:あつ、いいよ。
T:落とさないように。
C:なんでそつちいくの。
C:あつ、いつた―。
C:あははは。
T:はい。
C:おわつた。
T:はい、じやあ風船両手で持つよ。
C:ありがとう。
C:自分の風船じゃない。
C:バスケのとこに当たつた。
T:はい、そうしたら座ってください。
C:どんぐリー 。
C:どんぐリジャンプ。
T:みんな風船すげ―落ちてたじやん。
C:あ―。
C:すんげ―落ちてた。
T:難しかつた?
C:うん。
隣間5 脈を測つてみましょう。|
T:はい、た もう一回脈測つてみます。さつき寝てる人いたから。
T:はい、じゃあ脈測つてみるよ。
T:自分の測りやすいところ。首かな?手かな?なんとなくわかるかな?
C:あ二、あったあつた。
T:あつた?準備できた?
C:うん。
C:え―?
T:そしたらもう一回測ります。
T:いくよ。よ―い、どん。
C:ないな―。
T:おわり。はい、わかつた人?
C:見つけられなかつたし。
T:もう一回いくよ。
T:はい、いくよ―。準備してれ
T:よ―い、どん。
脈を測る。10秒間。
9人、手を挙げる。
みんなで。
T:はい、おわり。わかつた?
Cs:うん。
T:そうしたら、すぐここに、今の数書きに来てください。
T:チェックリストの下のところね。
T:何回だつたかな―?で、1回日の数字と2回目の数字覚えといて。
T:書いた人から、さつきのところに戻ろう。
C:へくしゅん。(く しゃみ)
Cs:(自分の数字を言つているよう。ひとりひとりは聞き取れない)。
T:はい、戻るよ。
|:::i:]iil:[i:i:i
T:で、さつきのリスト。運動してないよりも、運動してた時の方が増えててほしいな。まだ体寝てる
のかな?ねっ。
T:って。最大で何回くらい心臓動きますか?つてクイズあつたよね?
Cs:うん。
T:1分間に220回引く、みんな何歳ですか?
Cs:11歳。
Cs t10歳。
T:11歳。10歳?
C:10。
T:10歳?
C:11歳。
C:10。
C:10。
C:11。
T:11歳なら209回。
C:お。
C:えつ。
T:12歳なら200・・え―、208回。
T:220引く自分の年齢。10歳の人は、220引く10だから210回。
C:うわあ―。
T:1分間に。
C:やベー。
T:すごく心臓が動きます。
C:え―。
C:めっちゃうつせ―。
C:ほぉ―。
T:今みんな、すげ―疲れた、もう動けないって感じする?
C:ううん。
C:まだまだ。
C:動ける。
T:まだ全然いける?
C:うん。
C:いける。
T:どう?それが210回に近ければ近いだけ、すげ―疲れた。なっちゃうと思うんだよね。
T:今どんな感じ?まだまだ動きたい?
C:動ける、まだ。 8人、手を挙げる。
1人、手を挙げる。
T:もう疲れて、絶対動きたくない?
T:絶対動きたくない?
Cs:あはは。
T:すげ―疲れた、もう今すぐ寝たい?
C:ちょっと疲れた。
T:それはいないね。
隆問6 みんなの体内の水分つてどのくらいあるでしょう。|
T:つで、みんなにクイズ。みんな今いると思うんだけど、人間の何パーセン卜くらい水分でできてる
と思 う?
C:40パー。
C:80。
C:80。
C:60。
C:80。
C:60。
C:80。
C:80か60。
C:80。
T:正解は。
C:60パー。
T:そう、60パーセント。
T:っで、今日涼しくて、みんな全然汗かいてないんだけど。人つてこう運動したら汗かいたりするよ
ね?
C:はい。
甲詢7.… …観童が正解を答えている。
T:汗かいたり、え―、 トイレ行つたりすると思うんだけど。1日どれだけ、汗でたり、 トイレ行つた
りして、体の水分出ていくと思う?
Cs:うん。
T:そうしたらそれだけいつぱい水飲んでください。
Cs:はい。
T:今日先生にこれだけでいいって言われたから、これだけ、じゃないよ。
C:ふふん。
T:いつぱい汗出たら、これくらい飲む。もつといつぱい飲む。
C:はい。
T:いですか?
Cs:はい。
T:つで、汗、汗出るくらい動いてください。
Cs:はい。
T:いですか?
Cs:はい。
降問7 手を繋いで風船を落とさないようにパスをしよう。|
T:はい。そうしたら次やること・・・・お友達と。
T:ちよつと出てきてもらつていい?
C:はい。
T:ちょつと風船借りていい?
T:手を繋ぎます。
T:つでパスしながら・・・。
C:ふふん。
T:パス。
C:ふふん。
T:はい、 パス。 ′くス。
T:しながら、体育館いつぱい歩いてください。
T:これ、もちろん風船落とさないでね。
T:で、今日どつか二人組になっちゃうところあると思うから、二人の人は二人で頑張つてみてくださ
い。いろんな場所変わって。いいですか?
Cs:はい。
T:はい、立って。
T:風船なくなつた人?
C:はい。
C:はい。
担任 :二人つくつた方がいいですか?
T:はい、できれ1氏
C:05リットルくらい。
T:05リットル。
C:1リットルくらい。
T:1リットル。
C:1リットル。
T:1。
C:2.5リットル。
T:25リットル。
T:2魏
T:ほかに?
パワーポイントを見せたので
児童が正解を答えている。
T:正解は。なんでしょう?
Cs:2.5。
T:そう、25リットル。
T:ここにも書いてあんだけど、 トイレで 1.6リットル。で、汗とか、汗とかかくと思うんだけど、今
日涼しいからあんまりかいてないけど、09リットル出ます。
T:だからみんなの体から1日にこんくらい。
Cs:えっ。
C:なにこれ。
T:こんなに出てきます。
C:絵の具の水。
T:水だよ。水だから青。
T:こんなに出てきてます。ペットボトル5本分。
C:すげ―。
T:すげ―出てる?
C:出てる。
T:こんなしか出てない?
T:っで、こんくらい出てるから。みんな食事とか、1リットル。体内でも勝手に作られるので、0.3リ
ットルできるから、おおよそこんくらい最低水飲んでください。いいですか?
Cs:はい。
T:あれ?全然元気なくなつちゃつた。
C:ふふん。
T:大文夫ですか?
C:ふふん。
T:でも、夏と力ヽ まめちゃめちゃ暑いので、いっぱい汗出るよね?
担任 :座席の隣のペア、二人のところは二人。すぐ作り替えろ。
T:二人のところは風船1個もらうね。
Cs:うん。
Cs:持つてる。
T:まず最初にお手本やるよ。
T:よ―い、どんで風船上にあげてから手つないで。
C:え―。
T:い?
Cs:うん。
T:はい、いくよ。よ―い、どん。手繋ぐ。
C:あ――。
Ciあは1九
C:うわ。
T:いですか?
Cs:はい。
T:はい、じゃあ風船投げたらすぐ手繋いで。
C:はい。
C:いっせの一
T:いくよ。
C:待つて。
(ピッ。笛を鳴らす)
C:うわ。
C:あ、あ、あ。
C:きや―。
C:あ―、そつち。
C:あはは。
T:いっぱい風船落ちてる、ここ。
C:あ―。
C:あ―、だめだ。
C:むこう。
T:手繋いで、手繋いで。
C:肩。腕。
T:こに1個風船落ちてるよ。
C:拾つてくる。
C:あ―.
C:せ―の―で。
T:IFAいで。手繋いだまま。
C:あ―.
T:はい、いくよ。よ―い
(ピッ。笛を鳴らす)
C:あつあ―。
C:あ―.
C:それ。
C:できない。
C:あ―。
C:あははit
C:離すな。
C:あ――。
C:離れちゃだめだよ。
C:あはははは。
C:いうて。
T:手、離さない。
C:きゃつ。
C:あははは。
C:やべつ。
C:あ―。
C:あはit
C:あぶねっ。
C:いっせ―の―で。
C:あぶね―。
C:あ―。
C:手、離れた。
C:むずつ。
C:いっせ―の―で。
T:手、離きない。
C:お―。
C:うわ。
C:きゃ―。
(ピー 。笛を鳴らす)
2人組又は3人組に風船は2つ。片方の手を繋ぎ、繋いでない
方の手で風船をバウンドさせお互いに落とさないようにパスを
しあう。
3人組の場合は、3人で手を繋ぐため、真ん中の人は両手がふ
さがる状態になる。
最初は風船を落としていることが多くあつたが、慣れていつた
ら落とさずにできていた。
3人組のところは、最初から最後まで多く風船を落としていた。
T:はい、次。二人組はくっついてください。四人組になつてください。四人組。こっちは二人でいこ
うか。
T:次、四人組でやつてほしいことは、みんな風船―個持つてるよね?
T:手繋いだまま。
Cs:いつせ―の―で。
C:Nちやんなんで離すの。
C:あ―。あ―。
C:いつせ―の―で。
C:せ―の―で。
C:は|ム
(ピッピー 。笛を鳴らす)
T:はい、次。
C:ふう―。
T:みんなでやろみんな。クラス全員。
C:絶対やばい。
T:みんなで協力して。
T:風船落ちてるし。
T:みんなで息合わせてれ
C:えつ、11個全部?
T:そう。
T:よ―い、どん。
Cs:わぁ、わわ―。
Cs:あ―。
T:手離れてるよ。
(ピッピー 。笛を鳴らす)
T:はい、風船拾う。
T:しっかり手繋いでね。手。
C:足も使つていいの?
T:うん、足使つていいよ。足も頭も。肩もおしりも。
C:おしり。
T:はい、いくよ。 よ―い
(パン。手をロロく)
C:うわ―。
Cs:あはは。
C:先輩、先輩。
C:落とさない。
C:うわ―。
C:きや―。
T:風船落ときない。落とさない。
クラス全員 (11人)で、手を繋いで円を作る。風船は人数分
の風船を持ち、落とさないようにつないでいる手でバウンドさ
せる。頭や足など自由に使つてよい。
風船を落とさないようにしたらすぐに手が離れ、手を離さな
いようにしたら、風船がすぐに落ちてしまっていた。
Cs:きゃああ。
T:こっちいっぱいあるよ―.
(ピー 。笛を鳴らす)
T:はい、風船拾つて。
T:次がラストにするよ。
T:ラスト、ラスト。10秒。10秒絶対に落とさない。
Cs:え―。
C:どうしよう。
T:高く上げれば?
c:そうだ、高く上げる。
Q:高く。
C:ひゆ―。
T(撃馨さ[1'｀
よ~いどん。 _=可
手囃 れ、落とさ鬱 つた風船は1う。  |
T:1、2、 3、 4、 5、 6、
C:手、離れてる。
T:7、8、 9、 10。
C:あっ、全部落ちてる。
T:すげ―落ちてる。
C:残つてるよ。
T:あと一回頑張つてください。1秒頑張つてください。
C:5秒つて。
Cs:え―。
C:真ル中にさ・・・9
T:いくよ。
C:3)。
lお じ 」謂1)~嘔
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T:1、2、 3、 4、 う。はい、おわリー 。
(ピッピー。笛を鳴らす)
C:全部外いつてんじゃ私
T:はい、そうしたらいうたんここに集合。
C:全部外じやん。落ちるの。
T:はい、集まるよ。座つて。
C:ほとんど外に落ちてんじやん。
陸間8 2人で風船を挟んで走つてみよう。|
T:次に最後の種目を。めちゃめちゃ難しい。はい、話開くよ。
T:次は、背中とお尻で風船をお友達と挟んで、
C,あり、わかつた。割るん?
T:つで走る。
C:あっ、簡単。
C:ふん。
T:いですか?
CsIはい。
T:つで、クラス全員でリレー をします。
Cs:えつ。
T:つで、1回目のタイムと2回目のタイムで競争します。
T:1回目みんなで走って、タイムを測ります。で、何秒でした。2回目はそのタイムより早く走れるよ
うに頑張つてくださしヽ いいですか?
Cs:はい。
T:つて、どつか二人組になっちゃうと思うから、誰か一人、二回走うてあげてください。いいですか?
Cs:はい。
T:い?
Cs:うん。
T:で、さつき最初に組んだ二人組で、まず風船2個挟む練習してください。
C:これ挟んだら落ちちゃわない
'C:落ちた、落ちた。
C:できた、できた、できた。
T:それじゃ、走れないじゃん。
C:走れた
T:これで走る。
C:落ちる、落ちる。
C:あ、あ、あ、あ。
C:お、できた、できた、できた。
C:あっ。あ―あ。
C:焦んな、焦んなつて。
C:黄色い線まで行こう。
C:横に動く。
C:ほ―ら、 ほ―ら。
C:そうそうそう。
(ビッピー。笛を鳴らす)
T:そうしたら、こつち来てください。
C:うわあ―。
T:ペアで、ペアで並んで。
T:そうしたら、体育館を一月。
C:一周。
T:その時間を先生が測ります。いいですか?
Cs:はい。
T:風船が落ちたら、その場でちゃんと拾って走つてください。
T:順番はこれでいいですか?
Cs:はい。
T:つで、最後。二人組だからさ、誰が2回走る?
C:はい。
T:最後、二回連続だと大変だから場所変わろう力、 一番最初いこつか?一番最初と一番最後。
C:はい。
T:つで、コースはこの黄色と白の機
T:はい、準備してください。一番最初の人。
T:二番目の人も、立って準備しておこうか。
T:こっち側に走つてください。
T:時間測つてもいいですか?
C:はい。
T:はい、いきます。よ―い
(ピッ。笛を鳴らす。)
T:次準備しよう力、
C:やつばりすげ―。
T:コーンの内側走つてる。
T:応援してあげないと。
Cs:がんばがんば―。
T:いよ、もう一回背中に挟んで。
C:がんばれ―。
C:がんばれ。
C:いけるいける。
C:あ―。
C:頭に挟んでる。
T:あつち、あつちあつち。
C:頭になってる。
C:はははは。
ペアで風船を背中とおしりに挟んで走る。タラス全員
のタイムを測る。
全組風船を落としたが、横向きで動いたり、片方が引
つ張つたりと走り方に工夫がみられた。
ゆっくりのペアもあれば、早く走れてるベアもあつた
T:向こう。
C:あ――。
C:むずつ。
T:応援してなくなったよ。
Cs:がんばれ―。
C:がんばれ―。
T:やばい、風船。あ―。
C:さすがにむずい。
T:またコーンの内側。
T:あれ?応援は?
Cs:がんばれ―。
C:ふあいと―。
C:いける―。
C:あと1メー トル。
C:あとちょつと。
C:あと1メー トルがきついんだよ。
C:あ――――――。
(風船われる)
C:あつ。
T:あっ、割れた。
C:あ―。
C:1個割れた。
T:1個貸して。
C:どこ?
T:みんな走らんと。
C:がんばれ―。
T:1時間かかつちやうよ。
C:がんばれ―。
T:上手上手、上手。
C:がんばって、がんばつて。
T:上手。
C:がんばれ、がんばれ。
T:あ―、1個落ちたよ。
T:はい、ど―ぞ。
C:がんばれ―。
T:しつかり応援して、応援。
Cs:がんばれ、がんばれ―。
C:もうちよつともうちよつと。
T:わぁ―、落ちた。
C:落ち着いて、落ち着いて。
C:1,2,1,2,1,2。
C:がんばれ―。
T:よ―い、スター ト。
C:あはははは。
T:上手。上手。引きずられてるけど上手。
T:そのまま、そのまま。ちゃんと応援しようよ。
Cs:がんばれ、がんばれ。
C:やばい、 やばい。
C:がんばれ―。
C:がんばれよ。
C:がんばれ。
C:ファイ ト、ファイ ト。
C:やばいよ―。
T:はい、 タッチ。
T:おぉ、上手。
T:引きずられてる、引きずられてる。
C:あ、あ、あ―。
C:ただ走るだけなら簡単なのに。
C:3分経つたよ。
T:まだやつてない人?
C:はい。
T:応援してよ―。
C:がんばれ―。
C:がんばれ―。
T:あつ、落ちちゃう。
C:がんばれ。
C:がんばれよ。
T:もつと応援して。
C:がんばれ。
C:がんばれ。
C:がんばれ。
C:がんばれよ。
C:がんばれ、がんばれ、がんばれがんばれ、がんぼ―れ。
T:はい、 タッチ。
C:いよ―。
C:がんばれ―。
Cs:がんばれ―。
T:次が最後?
C:うお。お―。
C:もう、時間たつちやうよ―。
T:4分経つてるよ―。
C:がんばれ、がんばがんば、がんばれ―。がんばれ、がんばれ。
C:あははは。
C:お―い。
T:風船、風船。落ちそうなのに落ちない。
T:あ―。
C:どんまい。
T:応援して、応援して。
C8:がんばれ―。がんばれ、がんばれ―。
C:がんばれ―。
C:がんばれ。
C:がんばれ。
C:あ―。
T:落ちた。
C:落ちた。
C:やべつ。
C:もう。
T:はい、挟んで。
C:がんばれ。
T:よ―い。
C:がんばれ。
C:がんばれ。
T:どん。
C:がんば―れ、がんぼ―れ、がんばれがんばれ、がんば―れ。
T:あれ?応援声が小つちゃくなつてきた。
C:がんばれ―。
C:がんばれ―。
C:がんばれ。
C:がんば―れ、がんぼ―れ、がんばれがんばれ、がんば―れ。
C:がんば―れ、がんば―れ、がんばれがんばれ、がんば―れ。
C:がんば―れ、がんば―れ、がんばれがんばれ、がんば―れ。
C:がんば―れ、がんば―れ、がんばれがんばれ、がんぼ―れ。
C:直線、直線。
C:がんばれ、がんばれ。
T:あとちょつとだよ。
C:がんば―れ、がんば―れ、がんばれがんばれ、がんば―れ。
C:がんば―れ、がんば―れ、がんばれがんばれ、がんば―れ。
C:あとこれくらいだよ。
C:がんばれ。
(ピッピー。笛を鳴らす)
C:いて―。
T:結果、6分46秒。
C:え―。
C:うわあ。
T:っで、ちょつともう時間が来ちゃつてるので、アンケー トを書いて終わりにします。いいですか?
Cs:はい。
T:そしたら、え―と、アンケー ト書きに行つてください。
C:Hさんごめん。
T:風船もつていつて。風船、教室まで持つていつてください。
T:アンケー トは裏のページ。
C:裏だってさ。
C:またしたくなつたね。
C:うわあ―、これ脈がすごい。
T:風船この後、教室に持って帰つてもいいけど、ちゃんと担任の先生の言うことを聞いて使ってくだ
さい。
Cs:はい。
7 第2実験 :事後調査用紙
1.次の項目について、今の状態はどうですか。当てはまるものひとつに〇を付けて
ください。
?
．
?
4.
運動は好きですか。
とても好き ・ まあまあ好き どちらともいえない ・ あまり好きではない ・ 全く好きではない )
5.
6.
人間の体内の水分量はどのくらいだと思いますか。
( 約20%  約40%  約60%  約80%  わからない )
人間は 1日にどれ くらい水分は外にでていくと思いますか。(汗、トイレなどで)
( 約500m2  約12  約2.50  約5.52  わからない  )
小学校 5年生は 1分間に最大で何回くらい心臓は動 くと思いますか。
(  約60回  約100回  約210回  約350回  わからない  )
今 日の体育で気付いたこと、わかつたこと、感想を自由に書いてください。
とても
そう感じる
まあまあ
そう感じる
どちらとも
いえない
あまり
そう感じない
全く
そう感じない
気持ちがゆつたりしている
体が軽い、元気いつばし
リラックスしている
動きたい、やる気がある
動くことが,い地よい
人と関わることが心地よし
空間・雰囲気が,い地よい
みんなと一体になつている
なんでも受け入れ られる
周囲に受け入れられている
誰とでも関わることができる
自然と笑顔になる
楽しい
気が乗らない、動くのがおつくう
体がだるい、疲れている
緊張している
いらいらしている
人と話 したくない
耳心ずかしい
おもしろくない
2.当てはまるものひとつに○を付けてください。
とても
そう感じる
まあまあ
そう感じる
どちらとも
いえない
あまり
そう感じない
全く
そう感じない
風船を使うことは楽しかつた
友達と手をつなぐ事は嫌だつた
自分の得意、不得意がわかつた
積極的に運動ができた
友達と協力することは楽しかった
体の特徴がわかつた
8.第2実験 :事後調査時のパワーポイント
*気持ちがゆつたりとしている
*体が軽い、元気いつぱい
*リラックスしている
キ動きたい、やる気がある
*動くことが,さ地よい
*人と関わることがJb地よい
*空間・雰囲気が`い地よい
*みんなと一体になつている
*何でも受け入れられる
*周囲に受け入れられている
十人と関わることが心地よい
*空間・雰囲気が心地よい
*みんなと一体になっている
*何でも受け入れられる
*周囲に受け入れられている
*緊張している
*いらいらしている
*人と話したくない
*恥ずかしい
*おもしろくない
*風船を使うことは
*友達と手をつなぐことは嫌だつた
*自分の得意、不得意がわかつた
*積極的に運動ができた
*友達と協力することは楽しかつた
*体の特徴がわかつた
*運動は好きですか
*人間の体内の水分量はどのくらいだと思
いますか
*人間は1日にどのくらい水分をとつたほう
がいいと思いますか
ネ小学校5年生は1分間に最大で何回くら
い心臓は動くと思いますか
*感想 を自由に書いてみよう!
苦手な体の部位、脈拍数
友達との交流 なぬ ど ・¨
9 第2実験 :事後調査記録
事後調査 アンケー ト                                               T:はい、ありがとう。
T:右側も書いてね。                                                 T:書けた人は、風船、自分の風船もつて元の位置に戻ろうか。
T:右側の4番、5番、6番、よ―く思い出してね。                                   C:はい。
T:友達に開かないで、どうだつたかなつて思い出しながら書いてね。                           T:筆箱も持つて。
T:つで、書けた人は7番。自由に書いてください。感想でも今日分かつたことでも。                   T:はい、ありがとう。
C:脈つてどう書くんだつけ。                                            T:はい、ありがとう。
T:脈わからなかつたら、ひらがなでいいよ。                                      C:たぶん絵の具混ぜた。
T:いつぱい書いてね。                                               C:青。
T:そう、なんでもいいよ。感想でもいいし、今日分かつたことでもいいし。今度こんなことしたいな。            C:先生、風船。
T:全部書けた人は、書き忘れてる場所ないかなつてもう一回チェック。                          担任 :持つてていい。持ったまま座りなさい。
担任 :読める宇書いてね。                                               T:自分の風船しつかり持つた?持つてる?
T:ふん。                                                     T:途中で割れた人、自分の風船なくなってるから。その人は先生が後で風船あげます。
担任 :山我先生が読める字を書いてね。                                         担任 :あ―、あげなくていいですよ。
C:まじで―。                                                      T:いいですか?
T:読めない宇あったら、担任の先生にこれなんですかって聞きに来るよ。                         担任 :割れたのは割れたのでいいです、いいです。
C:あ―。                                                    C:割れたの。
C:大丈夫、すごい遠いから。                                            担任 :ある人は持つて座りなさい。はい、並ぶ。
C:兵庫から。                                                  C:これ俺の。
担任 :兵庫からくることに。                                              C:こっちに赤とピンクが入つてる。
T:来てもらうわ。担任の先生に来てもらう。                                      T:これ赤誰の?
C:いつてらつしゃい。                                                C:赤とピンク。
C:そのまま兵庫の先生になつたりして。                                       担任 :はいしつかり並んで。
C:お土産待つてます。                                               担任 :お座り。
T:担任の先生にこれ読めないんでちょっと来てくださいつて。                              担任 :はい、立ちましょう。全員起立。風船持つたままでもいいから。はい、じゃあ今日はね、おもし
C:手紙で送ればいいんじゃない。                                              ろかつたですか?
担任 :そこできれいなお姉さんと・・・。                                      Cs:はい。
T:はは。                                                    担任 :はい、じゃあ礼をしましょう。日直挨拶。
C:うわ、えろっ。                                                  c:今日はありがとうございました。
C:やっばりいつも気持ち悪いことしてる。                                       Cs:ありがとうございました。
担任 :急いで書いて―。                                                T:ありがとうございました。
C:終わりました。
担任 :はい。
C:終わりました。
T:はい、終わつた人、鉛筆片付けて先生のところに提、出しに来てください。
C:はい、 う―。
T:はい、ありがとう。
10 第3実験 :事前調査用紙
1年生用
あなたのことについてききます。
1には、めいぼばんごうをかいて、
1.めいぼばんごうはなんですか。
2.せいべつはなんですか。
3.うんどうはすきですか。
2～5についてはあてはまるものに○をつけてください。
)ばん
おんなのこ
6.つぎのことについて、いまのじょうたいはどうですか。あてはまるものひとつに○をつ
けてください。
おとこのこ
( とてもすき 。 まあまあすき 。 どちらともいえない ・ あまりすきではない 。 まつたくすきではない
4.3で「とてもすき」「まあまあすき」に○をつけたひとは、なにがすきですか。
(いくつ○をつけてもよいです。)
はしること  すいえい  マット
サッカー  バレーボール  ダンス
じゅうどう  けんどう  ラグビー
その他 (
そうだとおもうところにひとつに○をつけてください。
?‐
‐
‐
‐
‐
?
、?
?
?．
とびばこ
テニス
やきゅう
)
てつぼう
バ ドミン
?、―
??
?〕?? ッ?っ????
7.しんぞ うが ドクンッ !とするのがわかった。
( とてもわかる  まあまあわかる  どちらともいえない あまりわからない  まつたくわからない )
とても
そうかんじる
まあまあ
そうかんじる
どちらとも
いえない
あまりそう
かんじない
まつたくそう
かんじない
しんぞうは、ずつとうごいている
とおもう
うんどうをするとしんぞうは、は
やくなるとおもう
うんどうをすると、あせをかくと
おもう
うんどうをしたら、のみものをの
んだほうがよいとおもう
とても
そうかんじる
まあまあ
そうかんじる
どちらとも
いえない
あまりそう
かんじない
まつたくそう
かんじない
きもちがゆつたりしている
からだがかるい、げんきいっぱい
リラックスしている
うごきたい、やるきがある
うごくことがここちよい
ひととかかわることがここちよい
くうかん・ふんいきがここちよし
みんなといつたいになっている
なんでもうけいれられる
しゅういにうけいれられている
だれとでもかかわることができる
しぜんとえがおになる
たのしし
きがのらない、うごくのがおつくう
からだがだるい、つかれている
きんちょうしている
いらいらしている
ひととはなしたくなし
はずかしい
おもしろくない
11.第3実験:事前調査時のパワーポイント
兵庫教育大学大学院学校教育研究科
人間発達教育専攻教育コミュニケーションコース
山我拓也
アンケー ト
●せいべつはなんですか。
おとこのこ
おんなのこ
アンケー ト
●めいばばんごうはなんですか。
)ばん
アンケー ト
●うんどうはすきですか
・とてもすき
・まあまあすき
・どちらでもない
・あんまりすきではない
・まつたくすきではない
アンケー ト
●「とてもすき」「まあまあすき」
に○をつけたひと。
なにがすきですか。
アンケー ト
●はじること
●すいえい
●マット
●とびばこ
●てつばう
●バスケットボール
アンケー ト
●サッカー
●バレー ボール
●ダンス
●テニス
●バ ドミントン
●たっきゅう
アンケー ト
●じゅうどう
●けんどう
●ラグビー
●やきゅう
●それいがいのうんどう
アンケー ト
●ひととかかわることがここちよい
●くうかん・ふんいきがここちよい
●みんなといつたいになつている
●なんでもうけいれられる
●しゅういにうけいれられている
アンケー ト
●きもちがゆつたりしている
●からだがかるい、げんきいつぱい
●リラックスしている
●うごきたい、やるきがある
●うごくことがここちよい
アンケー ト
●だれとでもかかわることができる
●しぜんとえがおになる
●たのしい
●きがのらない、 うごくのがおつくう
●からだがだるい、つかれている
アンケー ト
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
」?
?
?
?
?
?」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
アンケー ト
●きんちょうしている
●いらいらしている
●ひととはなしたくない
●はずかしい
●おもしろくない
12 第3実験 :事前調査記録
事前調査 アンケー ト
担任 :はい。じゃあ、お願いしま―す。
T:はい。じやあ、みんなこつち向いてください。
担任 :はい、しつかり向こうね。
Cs:はい。
T:そこに座ってて見える?
担任 :ちよつと見えるところに動いてください。
T:もうちよつとこつち来ようか。こつちのほう。
担任 :もう少し右へ動きましょう。
担任 :はい、全員見えますか?
C:見えます。
担任 :はい、見えるところに動いてください。
C:Sさん、筆箱。
担任 :置いといていいです。
T:始めちゃつていいですか?
担任 :はい、お願いしま―す。
T:はい。こんにちは。
Cs:こんにちは。
T:え―と、先生は、兵庫県から来ました。すごく、遠いところから来ました。
T:え―、山我といいます。
C:山我先生。
C:山我先生。
担任 :うん、山我先生。
C:山我先生。
T:今日は1時間よろしくお願いします。
Cs:よろしくお願いします。
T:っで、今日はまず、運動する前にみんなに筆記用具持つてきてもらつたんだけど、少し書いてほし
いものがあります。つで、ちよつと難しい言葉、
C:はぁ―。
T:書いてあると思うんで、わからなかつたら、手を挙げてください。そしたら先生が、え―、教えに
行きます。いいですか?
Cs:はい。
T:はい、そしたら配ります。
担任 :はい、鉛筆一本出しなさい。
C:へつくしゅん (く しゃみ)
担任 :後ろの人にどうぞ。
スクリー ンが見えるところに移
動してもらう。
T:はい、どうぞ。
担任 :後ろの人にどうぞ。
C:ありがとうございます。
T:って、まず裏と表があるんですけれども・・・・こつち。
C:こっち?
C:へつくしゅん (く しゃみ)
担任 :反対。
C:こっち?
T:そう、え―と、そう。
T:これから説明するから。
担任 :床に置いていいです。膝の上で書けないから。床に置いて。
T:はい、これをまずみんなで書いていきます。
T:まず一番最初。みんな名簿番号あると思うんですけれども、名簿番号を一番のところに書いてくだ
さい。
担任 :名簿番号。どうぞ。かつ、括弧のとこに書きます。
T:括弧の中。
T:そう。
担任 :なんとか番。
C:あ―。
C:9。
担任 :そこに何番。数字をどうぞ。
T:そう。クラスの名簿番号。
C:そんなに間あけるの?
担任 :いいです。真ん中に、ど真ん中に、どん。
C:4番。
T:はい、そうしたら次、2番。男の子、女の子。男の子の人は男の子の方に丸を付けてください。女
の子の人は女の子に丸を付けてください。
担任 :あなたはどつちですか?ぐる―と囲んでいい。おとこのこ―。つて囲んでいい。
C:おとこのこ―。
担任 :そうそうそう。 うまい。
C:違うところに丸つけちゃつた。
担任 :なんで、男の子でしょ。
校長 :次。
T:次、運動はみんな好きですか?
C:はい。
C:はい。
アンケー ト事前欄記入。担任の
先生と校長先生が協力をしてく
れ、児童を見てくれている。
アンケー ト用紙の配布。
C:はい。
T:とても好きな人は、とても好きに丸を。まあまあ好きだな。まあまあ好き、少し好きだなつてこと
ね。
担任 :選んで当てはまるものに丸をつけなさい。
T:まあまあ好きだなつて人は、まあまあ好きに。どちらでもないな、つてひとはどちらでもないに。
担任 :運動は好き?とても好きな人は、とても好きに丸。
T:あんまり好きじゃないようって人は、あまり好きではないに丸。
校長 :この中から一つ選んで。
担任 :運動は好きですか?とても好きつて人は、とても好き。
C:あっ。
担任 :まあまあ好きだよつて人は、まあまあ好き。
校長 :こつちは大丈夫かな。
C:まあまあかな。
C:できたよ。
校長 :うん、ありがとう。
担任 :運動は好きですか?とても好き?まあまあ好き?
校長 :よしつ。
T:はい、そうしたら、とても好き、まあまあ好きに丸付けた人は、その下の括弧にはじること、水泳、
いろいろな運動が書いてあると思うんだけれども、好きな運動にいくつでも、何個でもいいから丸
つけてください。
C:僕、走るの得意。
C:ここにつけるの?
担任 :そうそう。
校長 :走ること、水泳、マント、眺び箱。
C:ここですか?
校長 :そう。
担任 :この次。好きだよつて付けた人は、ここ。この中で、好きなのどんどん丸、丸。丸で囲んで。走
ること好きつて人は丸。水泳好きだよ―つて人は丸。
C:柔道?
校長 :柔道ってオリンピックでやってた、こうやって人投げたりするの。
C:僕走ること、好き。
T:他に好きなの九つけて。
C:水泳も好き―なら水泳も。
C:あつ、水泳も好きだ。
担任 :次はマットって言います。カタカナ。マット。
C:跳び箱。
担任 :そう、跳び箱。
C:あっ、眺び箱好きだ。
担任 :鉄棒。次はね、バスケットボール。
C:この中にあるの全部好き。
担任 :全部好き?
C:うん。
校長 :他のあったら書いて。
C: こオtは?こヤ馘ま?
担任 :好きなの全部、全部。
担任 :自分が・・・、サッカー。好きなのは全部つけてよ。
C:俺サッカー好き。
担任 :バレー ボール。
C:パレー ボール。
C:これなに?
担任 :ダンス。踊るの。
C:これ、これは?
担任 :次は、テニス。
C:パド
担任 :パドミントン。
C:ミントン。
担任 :羽打つの。
C:たっ
担任 :卓球。
C:できた。全部。
担任 :できた?はい。
担任 :柔道。
C:まあまあできた。
C:僕、バスケボール好き。
C:先生、柔道ってなに?
担任 :柔道つてのは二人でこうやつて、投げる。や―って。やつたことないでしょう?
担任 :人を投げるの。や一って。オリンピックで。剣道。
校長 :ラグビー 。わかる?ボー ルもつて、こうやつてパスして。
C:剣道って何?
担任 :剣道は棒もつて、お面被つて。やつたことない?
C:最初はグー、ジャンケンポンってやって。
C:あ―、黒いもの被って。
担任 :そう。                                                     校長 :いやいやいや。九つければいいつてもんじゃない。
C:びしつて。                                                  C:私も12個。
担任 :黒いの被つて、お面被つて、やつたことないかな。                                校長 :いやいやいや。どつちが多いかじゃないんだよ。
担任 :次はラグビー。ボール持って走って、パス。                                    C:Y(名前)7個
C:先生、もうやつた。                                               C:卓球大好き。
C:バドミントンつて?                                                T:そしたら次進んでもいいですか?
担任 :羽を打つ、羽を打つてポンポーンって。                                    担任 :できたかな?オッケー?Y(名前)、 オッケー?
C:卓球つて何?卓球って何?                                           C:野球。
担任 :卓球ってほらあるじゃん。ピンポン玉。ポンポーンつて。                             C:柔道は知らん。
C:これ?                                                    担任 :知らないのは書かなくていい。
担任 :それ、パ ドミントン。                                            T:で、次は。
C:二個しか無理だつた。                                               C:柔道
校長 :好きなのだよ。好きなのを書くんだよ。                                      C:柔道つて・・・。
C:こんなにいつぱいつけた。                                             T:四角で囲んであるところを書きます。
C:卓球つてどこに書いてあるの?                                         担任 :5番いきます。
C:間違えてさ・・・                                                 T:まず一番最初。心臓はずっと動いてると思うよつて思う人は、え―と、一番左、とてもそう感じる
担任 :好きなの。                                                     ってところに丸を付けてください。四角で囲んであるとこ。
C:いっぱいつけた。                                                 校長 :まあまあ。どちらでもない。
担任 :いいよ、いつぱい。                                               担任 :心臓はずっと動いてると思いますか?
C:卓球は、卓球は好きだけど・・・。                                         校長 :今度は丸一個。
担任 :走ることは好きでしょう?                                           担任 :とてもそう感じるよ。まあまあそうかなつてのはここ。どっちも言えないよ。
C:こんなにいつぱいつけた。上しかないっていう。                                   校長 :まあまあそう感じるか、どちらともいえないか、あまりそう感じないか、全くそう感じないか。
担任 :マット、でんぐり返し。                                             担任 :ずつとずつと動いてないつてこと。
C:あんまり。                                                    c:ここ触るとわかるよ。
担任 :あんまり。あんまり?                                            担任 :全く動いてないって。
担任 :跳び箱は?ピョンて跳ぶの。                                           c:ここさ、触れば。
C:得意よ。                                                     T:丸、そこ一個だけつけてください。
担任 :得意?                                                    T:はぃ、次。
担任 :鉄棒は?                                                   校長 :はい。
C:鉄棒は・・・あんまり。                                           c:さっき走つたらすごいドクドクした。
担任。あんまり。じゃあ、バスケットは?そこにシュー ト打つの。                            T:運動をすると心臓が ドクンつてなるのが、早くなると思うよ。
C:バスケットやったことないから。                                         校長 :はい、一つ選んで。
T:いつぱい丸つけたよつて人はもう鉛筆置いて待つていてください。                           c:ドクドクドクドクドクドクドク。
C:8個                                                       担任 :運動をすると心臓ははやくなるかな?
C:僕も8個。                                                  c:ぅん、そうだよ。
C:僕、12個。                                                  担任 :じゃあ、ここかな。
T:走つたり。                                                 C:いつぱい喉乾いてる。
C:今、そうでもない。                                               C:ちょっと喉乾いたから、まあまあかな。
C:走った時さ、こうやつて、やつてみたら。                                      校長 :とてもかまあまあ、それともどちらともいえないか、あまりそういえないか、全くそう言えない
C:もう治つてる。落ち着いてる。                                              か。
C:さっき走ったからドキドキしてる。                                         C:まあまあかな。
担任 :Yさん大丈夫?オッケー?場所わかる?                                     C:あつ、間違えた。
C:一回さ。                                                   T:はい、そしたら次進みます。
T:はい、次いきます。運動をすると、汗をかくと思う。                                 校長 :はい。
C:汗かくでしよう。                                                 C:なんて書いてあんの?
C:普通でしよ。普通でしょ。                                          T:今、すごくリラックスしてるよ。
C:まあ。                                                    担任 :リラックス分かる。
担任 :まあまあ。                                                   C:あつ、リラックス分かる。
T:はい、そうしたら次。運動をしたら飲み物を飲んだ方がいいと思うよ。                         校長 :リラックスしてる。
担任 :お水も含めて。                                                 C:まあまあしてる。
C:全くそう感じない。                                                C:まあまあが続いてる。まあまあが、まあまあが三個になつちゃつた。
C:僕全然感じない。                                                 校長 :はい、オッケーです。こちらオッケーですよ。
校長 :はい、そうしたらこっちもオッケー。                                     T:はい、次いきます。今、すごく動きたい。やる気があるよ。
T:はい、そうしたら次。右のページに行きます。                                  C:すごい、すごい、すごい、すごい。
担任 :はい、右のページ。                                               C:とても。とても。
校長 :右のベージ。                                                  担任 :やる気満々だね?
担任 :細かくなるよ。                                               C:やる気満々。
T:少し細かくなるので、難しい言葉いつぱいあると思うので分からなかつたら聞いてください。              C:30万。
T:一つ目。今の、今の気持ちね。                                          C:なんか風船があるとさ、風船が破裂するのやだけど。
担任 :今の気持ち。                                                  校長 :次。
T:気持ちが今ゆつたりしてるなつて人いう人は、一番左。とてもそう感じる。                       担任 :次いきま―す。
校長 :気持ちがゆつたりしている。とてもそう感じる。まあまあ感じる。                          T:はい、次いきます。動くことが心地よい。
C:まあまあ。                                                  担任 :動くことが気持ちいいよ。
C:さつきとおんなじ。                                              校長 :気持ちがいいよ―つてこと。
担任 :全くゆつたりしてないの?                                           C:動くとちょつとなん力、
C:さっきとおんなじようにゆつたり。                                         C:先生おかしい。てん、てん、てん、てん。
T:そうだね。今の、今の自分はどうかな。                                       担任 :次。
校長 :よ―し、オッケーですよ。                                            校長 :はい、次。
担任 :はい、いいです。                                                T:はい、次。人と関わることが心地よい。
T:はい、二個目。体が今日軽い、元気いつぱいだよ。                                  T:友達と・・・。
C:今日、すごい、すごい、すごい、すごい。                                   担任 :友達といろいろやるといいな一って思う人は。
C:とつても。                                                          C:楽しいから。
C:僕も。                                                    C:ん―。
C:どこ?                                                    T:はい、そしたら次いきますよ。周囲、周りの人に受け入れられているな。
校長 :友達とやるのはいいかって。                                         校長 :周囲。
C:う、ご、く。                                                 担任 :周りの人、友達に一緒に。
校長 :はい、こつちオッケーです。                                           C:僕、友達に・・・。
C:お友達がいなくちゃ、いやだからな。                                       校長 :まだちょつとそこまでいってないよ。
T:はい、次。空間、雰囲気が心地よい。                                       T:はい、次いきます。誰とでも関わることができるよ。
校長 :難しいな。                                                 C:関わること'
担任 :ここ?                                                   C:関わる?
T:ここにいる空間。                                                 校長 :仲良くできますかつてこと。
T:みんな、ここにいる状態、ここにいることがいいなつて。                               C:6年生とかちょつと。
C:広いからいい。                                                 校長 :誰とでも仲良くできますか。
C:僕も。僕も、広いからいい。                                            C:6年生とか。
C:広いからいい。                                                T:はい、次。自然と笑顔になつ、なれますか?
校長 :広いからいいつて。広さとかすごいね、よくわかつてて。                           C:自然となる。
C:だって広いんだもん。                                               C:全然。
校長 :ここにいることがね、は―い。                                          C:自然となれない。
C:先生、涼しい。                                                T:はい、次いきます。今、楽しい。
T:はい、次。みんなと一体になっている。                                       校長 :楽しい?
C:一体つて何?                                                 T:今、楽しい。
T:みんなでひとつになつている。                                          C:楽しい。
C:まあまあだな。                                                  校長 :楽しい?
T:みんなひとつになつてるかな。                                          C:ずっとまあまあ。
C:わからん。                                                    C:まあまあ、まあまあ、まあまあ、まあまあ。
校長 :みんな、ひとつになつてる?バラバラ?                                     T:はい、次。今、気が乗らない、おつ、動くことがおつくう。少しいやだな、つて。
C:やつと終わつた。                                                 校長 :いやだな。
C:まあまあ。                                               c:すごくすごく動きたい。
T:はい、次。何でも受け入れられるよ。                                       担任 :動きたいならこつちじゃん。
担任 :なんでも、なんでも大丈夫です。できますよ。                                   校長 :いやいや、ずれてるしゃん。今、気が乗らない、動くのがおっくうならこつち。
C:なんでもできる。                                                C:動きたいならこつち?
C:どこ?                                                    担任 :そうそう。
担任 :なんでもできますよ。                                              校長 :今、気が乗らないの?おっくうなの?って聞いてんの。やる気がないと力、
担任 :まあまあ。                                                   担任 :さつき動きたいつて言つてた人はこつち。
C:まあまあ。                                                    c:まあまあ。
C:とつても。                                                    校長 :やる気がないなつて思つてるつてこと。
C:まあまあ。                                                    c:ぇっ?動きたい。
担任 :動くことが嫌だと思つてる。じゃあそう思わないならこつち。                           校長 :緊張してるの?してないの?どっち。
担任 :動くことが嫌だと思つてる?動きたいと思つてる?どつち?                           C:まあまあ。
C:やつぱ動きたい。                                                校長 :まあまあつて。
担任 :動きたいと思つてるなら、全くそう感じない。                                 C:してる。
T:今、すごく動きたいと思つてる人は、右側の方に丸がつくかな。                           校長 :してる?じゃあここだ、ここだ。
担任 :逆、反対。                                                 C:してない。
C:動きたい。                                                    C:僕はしてない。
C:先生、ねえ、先生。                                              校長 :ここ。そこの上だって。
担任 :動きたいつてことでしよ?動きたいならこつち。                                C:先生。
担任 :動くのが嫌です。うん、そう。動きたくない。                                   C:僕さ、最後のやつさ、いやなやつ・・・・。
校長 :動くことがおつくうつて人は、動きたくないの?                                 校長 :上。そ―う、あつそこ、そこじゃな、そこ。
C:動きたくないんだもん。                                              C:先生、ここぜ―んぶさ、全く感じない
校長 :動きたくないの?そう思わなければこつち。                                    T:はい、次いきます。今、いらいらしてる。いらいら、怒つてるよ。
担任 :気が乗らないよ、うん気が乗らないよつて言うならこつち。                            校長 :いらいらしてますか?してる?
C:これが動きたい?                                               C:いらいら・・・。
担任 :うん。                                                   校長 :してない。 してない?してないならこつち側だよ。
C:私、まあまあだよ。                                                T:怒つてない人は右側の方に。
T:はい、次いきます。体がだるいよ、今疲れてるよ。                                  C:な―んで真ん中につけたの。
校長 :体がだるいですか?今疲れてますか?                                      担任 :いらいらしてますか?
C:だるくない。                                                 C:全然いらいらしてない。
校長 :だるくな、だるくなければこつち。全くそう感じないに丸。                            担任 :オンケ~?
T:疲れてないよ。                                                  担任 :いらいらしてる?
校長 :はい、次。                                                   C:してない。
C:疲れてない。                                                 担任 :なら逆。
T:疲れてない人はこつちに丸つける。                                         C:いらいらしてたらさ、すぐに教室いく。
C:疲れてないから。                                               T:はい、次いきます。人と話したくない。お友達と今話したくない。お喋りしたくないよ。
T:はい、次。今、緊張してるよ。                                          C:ねえ、先生話したい。
校長 :緊張してますか?緊張してる?                                         C:話したい。
C:全く感じない。                                                  担任 :話したいならこつち。話したくないならこっち。
校長 :緊張してる?緊張してるの?                                          C:せんせ、先生、せんせ、先生。話したいならこつち?先生、話したいなら全く・・・。
C:う―ん。                                                   担任 :そう、右。右側。
校長 :うそ、緊張してるの?                                             C:全然誰もさ、話したくないなら・・・・。
担任 :緊張してますか?                                              C:先生ここ、先生ここ?
C:まあまあ。                                                  担任 :そう、こつち。
校長 :してる?                                                   担任 :話したい?
C:初めての人はね、緊張する。                                            C:うん。
担任 :なら右、一番右のとこ。
T:はい、次。今、すごく恥ずかしいよ。
C:耳さずかしい。
担任 :恥ずかしいですか?
校長 :うん、そうそう。恥ずかしくないなら右側。
C:恥ずかしくない。
担任 :恥ずかしい?
C:先生、恥ずかしくないならこつち?
担任 :恥ずかしくないなら、右。
T:はい、次。今、おもしろくないよ。
担任 :今。おもしろくないよ。
C:楽しいよ。体育館だもん。
C:体育大好き。
C:先生。先生、先生、先生。
C:先生。
T:はい。
C:おもしろいのかなんてさ、最初からわかってるよ。
T:四角のところ全部丸つけられたら、鉛筆を置いてください。
校長 :はい、鉛筆を置く。
C:こつちであつてたの?
担任 :あつてる、あつてる。
担任 :この後、もう鉛筆使わないですか?
T:一回まだ、7番、7番で。
T:はい、終わりましたか?終わつた人は、前を向いてください。顔をあげてください
校長 :顔あげるよ。
13.第3実験:教授活動時のパワーポイント
しんぞうの音をきいてみよう :
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ドクンッ!!
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C:しわしわ。
T:ティッシュ濡れちゃつたよつてえ
C:濡れてない。
C:濡れてない。
C:濡れてない。
C:ちょつとだけ。
T:ティッシュしわしわになつただけで、全然濡れなかつたようて。
C:濡れなかつた
C:あ―、でも濡れてなかったかも。
T:今、みんなティッシュがどうなったかなつて少し覚えておいてください。
Cs:はい。
T:準備してください。
担任 :はい、準備。
T:鼻かまないでね。
Cs:ははははは|九
C:鼻かまないよ。
T:はい、レヽくよ。よ―い、どん。
T:1、2、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 おわり。
C:ぅわ。
C:あ―。
C:すげ―、しわしわ。
C:破れた。
C:しわしわ。
C:全然濡れてない。
c:涎でぬれた。
担任 :集めますか?
T:はい。
担任 :はい、ティッシユください,
T:そうしたらティッシュちょうだい。
C:臭いティッシュ。
C:臭いティッシュだ。
C:くせつ。
C:涎ついた。
担任 :涎ついた
C:涎のティッシュとはおさらばだ。
T:はい、そしたら、この後みんなで動きます。
3人、手を挙げる。
7人、手を挙げる。1人は、濡れた人でも出
を挙げていた子が訂正して挙げ直している。
Cs:いえ―い。
降問3 自分の風船をいつぱい蹴つてみよう。|
T:っで、今日は。
C:風船のルール?
担任:Yさん。
C:風船のルール。
T:いですか?先生、喋りますよ。
T:今日は、風船を使つて体育をします。
C:えう。
Cs:え―――――。
T:でも風船を使うにあたつ、使うときのルー′咤
C:割っちゃダメ。
C:割ったりしない。
T:そう。1個目。風船、わざと割つたりしない。
C:えつ。
T:踏んづけてわざと割つたり、爪で割つたりしないてくださいょいいですか?
担任 :はい。
T:はい、次。先生がお話してるときは風船を、に触らない。風船でポンポンポンポンつて遊んでたら、
次何していいのかな。
C:わかんない。
T:わからなくなるれ
C:うん。
T:なので先生のお話開くときはしつかり聞きましょう。
Cs:はい。
T:いですか?
Cs:はい。
T:はい。次。風船を使っていつぱい動きましょう。
Cs:はい。
T:みんな動きたいつて書いてる人とかもいたから、いうぱい動きましよう。元気よく。
Cs:はい。
T:いですか?
Cs:はい。
T:つで、ここ、こつち側はこうやつてみんな座って鉛筆とかで書いたりするから、動くときは体育館
の向こう側。
C:コーンが置いてある。
T:コーンで囲まれてあるね。
T:コーンの中で動くようにしましょう。
Cs:はい。
C:出ちゃダメ。
T,つて、風船だからいろんなとこに飛んで行つちやうよね
'Cs:うん。
C:風船だもん。
T:コーンの中から出たら、手で拾って戻つてくる。
C:手。
T:つで、コー ンの中に入つて運動してください。
C:はい。
C:はい。
T:いですか?
Cs:はい。
T:はい、そしたらまず。
C:なん力、
T:みんなに風船一個ずつ配ります。
T:まず自分の風船をいっぱい職つて、いつぱい蹴る。いつぱい蹴る。
C:なんか野球選手みたい。
C:野球。
T:いっぱい蹴ってください。
C:はい。
T:手は使わないよ。
C:おおおも
C:ああ。
T:いっぱい蹴るんだよ。
C:思いつきり蹴つてもいいの?
C:もしコー ンが。
T:えつ?
C:思いつきり蹴つていいの?
T:思いつきり蹴つていいよ。
C:手を使つたらどうなるの。
T:でも、お約束事1でもあつたように、踏んづけたりは?
C:だめ―。
C:しない。
T:だめです。
C:バンって。
T:いですか?
C:間違ってさ。
Cs:はい。
T:はい、じゃあ風船配ります。
担任 :はい。
T:もう色とか、別に適当でいいですか?
担任 :適当で、全然。
担任 :こん中で間に合いますか?9個t
C:黄色いの。
C:あつ、ピンク.
C:あ―、ピンク。やった―.
C:ピンクがいい―。ピンク。
C:赤。赤。やった一。
T:はい、そしたら。
担任 :シー 。
T:風船をもつて、立ってください。
C:はいう。
C:持つて。
C:踏んづけたりしたら・・・。
T:はい、そうしたらこつち。動くよ。
担任 :駆け足。
C:駆け足で。
C:駆け足。
T:はい、そしたらいつぱい風船蹴つてください。
C:ううう。
T:いですか?
Cs:はい。
T:つで先生が笛を
(ピッ。笛を鳴らす)
C:つてやつたら。
T:吹いたら。
C:おわり。
T:止まる。止まる。
C:こうやつて?
C:で、歩いてたら?
一人ひとつの風船を持つていて、その自分の
風船を蹴る。
みんな同じ足で蹴り続けている。コー ンの外
に出た風船を拾ってから手で投げて蹴つている
ので風船が上にあがるケースが多い。
T:歩いてても、止まる。
T:で、もう一回先生が
(ピッ。笛を鳴らす)
T:つて吹いたら、もう一回風船蹴ろう。
C:キック。
T:自分の風船だけ蹴つてください。
C:・・・(聞き取れない)したらどうするの?
T:・・・ 。(聞き取れない)。
T:自分の風船ずつと追いかけて頑張つてください。
C:はい。
T:いですか?では、いくよ、よ―い。
(ピッ。笛を鳴らす)
T:いっぱい蹴る。
Cs:わあ―。
T:いっぱい蹴る。
Cs:あ―。
Cs:あ―。
C:わあ―。
T:いっ|ずい蹴る。
C:ダメダメダメダメ。
Cs:あああ。
T:コーンから出たら、手で持つてくる。
Cs:わあ―。
T:いっぱい蹴る。
Cs:あ――。
C:ははは。
C:あははは。
T:コーンから出ちゃつたら、中に戻つてきてください
C:い一―。
C:あ――。
(ピッ。笛を鳴らす)
T:はい、止まる。
Cs:うん。
(ピッ。笛を鳴らす)
T:はい、動く。
Cs:あ――。
C:ていつ。
T:はい、コーンの外に出ちゃつた人は、手で持つてコーンの中に戻つてきてください。
C:おいしょ。
(ピッ。笛を鳴らす)
(ピッ。笛を鳴らす)
Cs:あはは。
C:おりゃ。
T:いつばい蹴る。
C:うわ―。
(ピッ。笛を鳴らす)
C:あ―
C:うふふ。
(ピッ。笛を鳴らす)
Cs:あはは。
C:と―りゃ。
C:あ―。
C:う――ん。
(ピン。笛を鳴らす)
C:うふふふ。
(ピッ。笛を鳴らす)
Cs:あはは。
T:いっぱい蹴って。
C:とりゃ。とりゃ。
C:う―。
C:とりゃ。とりゃ。
T:いっぱい蹴って。
C:わ―。
(ビッ。笛を鳴らす)
C:う―、うふふ。うふん。
(ピッ。笛を鳴らす)
Cs:わあ―。
C:とわ―。
C:ありゃ―。
C:あああぁ。
T:いっぱい蹴って。
C:あ―。・・・だ。
C:お―。
C:ありゃ。
T:はい、いつぱい蹴る。
C:う―。
C:あは1ま|九
(ビッピー 笛を鳴らす)
T:はい、そしたら風船を手に持うて。
C:わ―、すごい。
T:こに集まつてください。
C:僕き、さつきから上にあがつた。
C:いつぱい蹴つたよ。
T:あ―、遊んでる遊んでる。
T:次は、自分の風船いつぱい蹴つたよね?
Cs:うん。
陸間4 いろいろな風船をしζらばぃ蹴つてみよう。|
T:次は、自分の風船だけじゃなくて、お友達のも蹴る。
C:え。
Cs:え――。
C:やうた―。
C:投げちゃえ、投げちやえ。
T:投げちゃダメ。
C:投げちゃダメ。
C:手。
自分の風船だけに限らず、お友達の風船も蹴る。
自分の風船を蹴る時同様、同じ足で職つている。
お友達の風船を積極的に蹴りに行つている子もい
るが、同じ風船を繰り返し蹴つている子もいる。
風船は、上にあがるケースが少ない。
Cs:はい。
T:はい、じゃあ。
(ピッ。笛を鳴らす)
C:あ―。
C:う、 う―。
T:お友達の蹴ってれ
C:う、う―。
Cs:あ――。
T:お友達の蹴つて。
C:もお―。
T:いうばい蹴る。
Cs:あ―。
T:いっぱいお友達の蹴って。
Cs:あ――.
C:う、う―。
C:やあ―。
C:とりゃ。
C:次、俺の。
C:ぶっふ―。
C:あ――。
T:蹴つて。いっぱい蹴って。
C:う―。
担任 :中に入れていいよ。
C:とりゃ。
(ピッ。笛を鳴らす)
T:はい、止まる。
C:あ‐。
C:う―。
C8:うふふ。
C:う―。
C:あはは。
(ピッ。笛を鳴ら'→
T:はい、動く。
C8:あ――。
T:いっぱい蹴つて。
Cs:あ――あ――。
T:手はなし。足。
C:だけど足、足でさ、踏んづけたらさ。
T:踏んづけたりはダメ。
T:いつぱい蹴つてください。
C:はい。
C:だけど、だけどさ・・。
T:今ずつと自分の風船いうぱい頑張ったよね。次はお友達のも頑張つてください。
Cs:え―.
T:だから赤の風船蹴うたと思つたら、次緑の風船。次、青蹴つたり。ビンク蹴つたり、
つたり。
C:俺の。
T:いつばい蹴つてください。いいですか
'
もう一回赤蹴
C:Yちゃん持つちゃだめだよ。                                            C:う―。
T:足でいつぱい蹴って。                                               C:あ――。
C:うお―。                                                     C:わあ―。
C:あ―。                                                    (ピツ。笛を鳴らす)
T:はい、いつぱいあるよ、風船。                                           C:あつ。
C:キャー。は1九                                                 (ピツ。笛を鳴らす)
C:う―。                                                      CS:あ―。
(ピッ。笛を鳴らす)                                               (ピツ。笛を鳴らす)
C:う―、う―――。                                                 C:ていつ。
(ピッ。笛を鳴らす)                                              (ピッ。笛を鳴らす)
C:え―、えいつ。                                                C:ふうう。
T:はい、いつぱい蹴る。                                               T:はい、蹴る。友達のいっぱい蹴る。
C:う――――。                                                   C:あ―。
C:あ――。                                                                   T:いつばい蹴る。
T:どの風船蹴つてもいいよ。                                             C:たあ―。あ―、あ―。
T:はい、こつちもあるよ。                                              担任 :中に持つて入る。
C:とりゃ。                                                     C:あ――。
C:あ――、あ。                                                   C:え―い。
C:あた―。                                                   (ピッ。笛を鳴らす)
(ピッ。笛を鳴らす)                                             C:しゆつ。
C:ふう。                                                   (ピッ。笛を鳴らす)
(ピッ。笛を鳴らす)                                             C:おりゃ。
Cs:あ―。                                                      C:おりゃ。
C:ねぇ、手でやつちゃだめだよ。                                           C:痛っ。
T:いっぱい蹴る。いつぱい蹴る。                                           C:ごめんね。大丈夫?
C:あ、あ――。                                                   C:痛くないよ。
T:どんどん風船いつぱい蹴ってよ。                                          T:いつぱい蹴る。
T:いっぱい蹴って。                                                 C:ふうつ。
C:次は・・・。                                                 C:うわ―。
C:たあ―。                                                   T:もつといつぱい蹴る。
T:こつちにもあるよ。                                              (ピンピ~笛を鳴らす)
C:あ――。                                                   C:とりゃ。
(ピッ。笛を鳴らす)                                                T:はい、そうしたら風船一個持って、最初のこっち側来てください。
C:あはit                                                   C:あ――。
(ピン。笛を嗚らす)                                              T:こつち側来てください。
T:はい、蹴る。                                                  担任 :ここにあるよ。
C:僕、赤だったよ。
担任 :いいです。
T:風船一個持つて。
C:よ―L
Ciねぇ、さつきの赤・・・。
T:はい、さつきとおんなじ並び方。
T:赤の人こつち。前かな?
T:いつぱい動けたよつて人。
C:はいる
Cs:はい。
T:お。みんないつばい動いたね。
発問5 心臓の音を聞いてみよう。
C:なんか、 ドキン、 ドキンしてる。
T:いつばい動いたよつて人は右手あげる。
C:なんかでもドキドキつて言つてる。
全員、手を挙げている。
全員、手を挙げている。
T:で、そのまんまさっきと一緒で心臓のとこに置いて。
C:なんか、 ドキドキ。
C:なんか、 ドキドキ・・・。
C:すごいしてる。
T:すごいしてる?
C:すごいしてる。
C:すごいしてる。
C:あんまり感 じない。
T:触ってみて。
C:うわ―、すごいしてる。
C:すつごいしてる―。
T:はい、さつきよりも早くなつたよつて人。
C:はい。
C:すごい、すごい早くなつた。
C:まあまあ・・・。
誰も手を挙げていない。
膨間6 ティッシュペーパーは濡れるかな。|
T:はい、その後。次、もう一回ティッシュペーパー配るよ。
C:え―、また―。
C:鼻水かむ。・・・。
C:また、さつきと同じ。
T:また。まだ、持ってるだけれ
C:また―、これで―、ティッシュでまた拭いて。
C:また拭くんだ。
T:はい、どうぞ。
C:ありがとうございます。
C:鼻水。
T:はい、どうぞ。
C:ありがとうございます。
T:はい、どうぞ。
C:ありがとうございます。
T:はい、どうぞ。
C:ありがとうございます。
T:はい、どうぞ。
C:ありがとうございます。
T:はい、さつきと一緒。
C:えつ。
T:顔。ふきふきしてください。
T:よ―い、どん。
T:1、2、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 10。
C:うわ―。
C:ちぎれた。
C:こんなんなつた。
C:破れちゃつた。
C:破れてない。
C:しわくちゃになつた。
T:ティッシュ、さっきよりも濡れたよつて人。
C:は―。
C:濡れてない。さつきより・・・。
C:熱くなつてる。
T:熱くなつてる。
C:さっきよりしわしわになつちゃつた。
3人、手を挙げている。
T:さっきよりもゆつくりになつたよ。
T:さっきよりも音がすごくおつきくなつたよ。
C:すんげい。
T:はい、じゃあさつきよりも音がちつちゃくなつたよ。
8人、手を挙げている。
誰も手を挙げていない。
2人、手をちょつとだけ上
げるがすぐに下す^
T:さっきと全然変わらなし
T:さっきよりしわしわになつちゃつた。
C:はい。
C:さつきよりも。
T:さっきより、じゃあすごく早く。
全員、手を挙げている。
早く拭きすぎて、テイッシュペーパーがし
わしわなつている。
C:えつ。
T:二人組、どう作りましょう。
担任 :あり、もうこのままで。
T:大文夫ですか?
担任 :男女組まない方がいいとかありますか?
T:あつ、もう一緒で。混合で。
担任 :分けなくていい?じやあ、今隣り合つてる人。ここだけ二人なんですけど。
T:はい。
担任 :はい。
T:大文夫です。
担任 :はい。
T:で、2人で風船ひとつにします。
C:えう。
C:えっ。
C:そしてなんかこう、手で
'T:いですか?
T:で、次やってはしいこと。
C:はい。
C:はい。
C:はい。
T:いですか?
Cs:はい。
T:お友達と、お友達と、お腹に風船挟んでください。
C:え?
C:あぅ。
C:わかった。
C:そしていくんだ。
T:ううん。そこで、ジャンプしてください。いいですか?
C:落としたらどうするんですか?
Clはい。
T:落と、落とさないように頑張つてください。
C:うぇ。
C:え。
C:落としたらどうするん・・ 。(聞き取れない)。
T:落としたら、ちゃんと拾つて。
C:もう一回。
T:さっきよりも全然ティッシュ滞れてないよ。
Ciはい。
C:破けちゃった。
T:破けちゃつた。
4人、手を挙げている。
T:はい、そしたらティッシュを一回捨てます。
C:はい。
C:ありがとうございま―す。
C:ありがとうございま―す。
T:はし、
C:あ―りがとう―。
T:で、今日。今日はすごく涼しくて全然汗が出ない、人もいると思います。でもテイッシュが最初よ
りも濡れちゃつたよつて人は、汗が、出たから、ティッシュが
C:濡れた
T:濡れたんだね。だから、すごく、8月とかすごく暑かつたよね?
Cs:うん。
C:暑かつた。
T:その時ちょつと動いたら、ダラー。汗いっぱい
C:雨みたいに。
C:・・・ (聞き取れない)ところだけ、雨が降つてるように。
T:だと思うんだけど、そうゆうときにこうティッシュをやると、すごくティッシュがビチヨピチョに
なつちゃいます。ね。それぐらいいつばいみ々な汗が出ちゃいます。
T:そ―いつたときには、いつぱい。水を飲みましよう。今日、水筒をもつてきてる
C:は―し、
T:人もいると思うけど、いつぱい水。いつばい飲んでください。
Cs:はい。
T:いつぱい水が出てくるから、だからいつぱい水飲ん、飲んで。れ いっぱい水飲んでください。
Cs:はい。
T:で、いつぱいいつぱい汗が出るくらい動いてください。
Cs:は―い。
発問7 風船を挟んでジャンプしよう。
T:いですか?で、この後。次、2人組になります。
C:罰ゲームは?
T:もう一回、頑張つてください。
C:すげ二、難し'・ 。(聞き取れない)。
C:はい。
C:ボカン。うわ―。
T:いですか?
C:罰ゲーム・・・(開き取れない)。
T:いですか?
Cs:はい。
T:はい、そしたら。風船、え―、2人で一日ずつなので、一個ずつもらいます。
C:あ―。
T:はい、ありがとう。
T:そ―したら、立ってください。
C:うわ―、これ・・ 。(聞き取れない)。
T:また、コーンの所いくよ。またコー ンの方に行つてください。
T:コーンの方。
C:あ、あ、あ。
C:だけど二人組じゃん。ねえ、こっち二人だよ。
T:二人でやろう。二人で。
T:そ―したら、二人のところは二人でお腹に、風船を。
C:挟んでる。
T:で、みんなすごく上手に手で、手繋いでるけど
C:・・・ 。(聞き取れない)
T:いですか?手は、繋がないでください。
Cs:え――。
T:手は繋がない。
Cs:え――。
C:無理だよ。
T:手は繋がないでジャンプしてください。
Cs:え――。
T:いですか?はい、いくよ、よ―い
(ビッ。笛を鳴らす)
Cs:あはははは。
T:もつと高くジャンプ。
Cs:うわあ―。
Cs:あはははは。
C:あ――ニーーあ。
T:もつと。
Cs:あ―――。
T:もっとジャンプ。
Cs:あ―――。
T:もつと高く。
C:あ―――。
(ピッピー笛を鳴らす)
T:はい、一回やめてください。
C:ちんちんに当たった。
C:先生、全然落ちなかった。
T:みんなジャンプが。
Cs:・・・(聞き取れない)
C:今度は違う人と
'T:いですか?いいですか?いいですか?
C:はい。
T:今ジャンプみんな、こんくらいしかしてない。
C:え―|
T:こんだけ、ジャンプしてください。
Cs:いた一―い。
Cs:え―。
T:いつぱいジャンプ、いつばいジャンプ。
T:いですか?はい、いくよ、よ―い。
(ピッ。笛を鳴らす)
Cs,あ――。
T:いつぱいジャンプ。
C:あ―あ―あ―あ―あ―。
T:いっばいジャンプ。
C:うわああああ。
T:いっぱいジャンプ。
C:あこあ―あ―あ―あ―。
T:いっぱいジャンプ。もつと、もつと。
C:うわあ―あ―あ。
Cs:は|まは円嘔
(ピッ。笛を鳴らす)
C:うは|す。
ジャンプは高くなつたが、全ペアが風船を落と
した
2人で風船一つ。お腹に風船を挟んでその場で
ジャンプをする。手を繋いだりするのは禁止。
1つのペアは何回も風船が落ちている。落ちて
いないペアもジャンプがすごく低く細かい。
T:はい、次は、ようやく手を繋ぎます。
C:いえ―一い。
C:やつ。
T:でも、まだみんな、最初はこんなジャンプで、今こんくらいまで
C:今度はこんくらい。
T:こんくらい。
C:うわ―と、飛べるやね―。
C:う――。
T:いっぱいいっばいジャンプしてください。
C:お。
T:つで、ジャンプ。ようやくこんぐらいになりました。おお
`こ
んくらい。
C:え――。
C:うえ―。
C:むり、むリー 。
T:ようやくこんくらい。こんくらいだよ。
C:,えい。
T:頑張つてください。
(ピッ。笛を鳴らす)
いいですか?はい、では、よ―い
C:あい。
T:次、準備。はい、いくよ、よ―し、
(ピッ。笛を鳴らす)
Cs:や―、あははI九
C:ジャンプ、ジャンプ。
T:もっと高く。
C:あ―、あ―。
C:あ―――。
C:あはははは。
C:うわあ―、あははit
Cs:あははは、 ははははlit
C:せ―の、で。
C: うはは‖ヒ
Cs:あはははl九
T:もっとジャンプ。
C:たつたつたつたつた。
C:うわあ―。
(ピンピ~笛を鳴らす)
T:はい、次はお友達の、
C:背中。
T:横を掴んでください。
C:えつ。
C:え―。
C:ど―やるの?
Cs:や―――。
C:あ―あ―あ―あ。
C:おいしょ、おいしよ。
C:なんでこんなに。・
C:うお―、お、お、お。
C:ジャンプ、ジャンプ、
2人で風船一つ。お腹に風船を挟んでその場でジャンプをす
る。ペアの友達の腰を掴んで行う。
風船が落ちる回数は少ない。ジャンプは低く細かくなった。
・なの。
ジャンプ、ジャンプ。
T:そう。
C:え―。
T:今、手繋いで、おお、そうそうそう。
C:あ、あ、あ、。
T:あう、ジャンプ低い。こんな。もつと。
C:ジャンプ、ジヤンプ。
C:あ、あは。
C:いっせ―ので。
(ピッピー 笛を鳴らす)
C:う、あ、あ。
T:はい、次難しくなります。
C:えっ。
C:え―。
T:頭で
`C:えっ?
T:風船・・・。
C:え―――。
C:え。
C:どうやつてすんの.
T:で、手は、手は繋ざません。
C:え―。
T:手は繁ぎません。
C:そしてジヤンプ。
T:ジヤンプ。
2人で風船一つ。お腹に風船を挟んでその場で
ジャンプをする。ペアの友津と手を繋いで行う。
ジャンプは高いが、風船が落ちる回数が多い。
しかし手を繋いでない時より、ジヤンプしながら
移動を多くしている。
C:え―。      .
T:今これぐらいのジャンプだったよれ
C:ねぇ、練習させて。
C:お、もうちょつとで届く。
T:はい、では、よ―い。
(ビッ。笛を鳴らす)
Cs:うわあ―。
C:あは。
C:あ―。
C:やだ。
C:うわあ―。
担任 :帽子と・・・。帽子邪魔なら。
C:無理だよ―。
T:帽子邪魔だつたら、帽子とつていいよ。
C:うわ―。
担任 :帽子とつちやつていいよ。
C:やば―、あ、あ。
C:うわ―。
C:あはははは。
C:うわ―、あ―――。
C:えいつ。
C:えヘヘヘ。
C:おいつしょ。
C:や。
C:うわ―。
T:さっきのようなジャンプ。
C:あは1まはは。
C:よつしゃ。
T:お、うまいじゃん。うまい。
C:いっせ―の一で。
C:わ―。
C:わ――。
C:なんかさ。
(ピンピ~。 笛を鳴らす)
C:え?
T:はい、次、ようやく手が繋げます。
2人で風船一つ。向かい合うて頭に風船を挟んでその
場でジャンプをする。手を繋いだりするのは禁止。
1,2回ジャンプするだけで風船がどこかへ行つてしま
つている。
1つのペアはジャンプは低いが、最後の方に落とさず
にできていた。
C:いえ―い。
T:頭に挟んで、手を繋いで・・・。
C:・・・。
T,今。さつきジヤンプこんなだったのに、今どんどんちっちゃくなつてきて。
C:えっ。
T:もう一回こんくらい頑張つてください。
C:はい。
T:はい、いくよ。よ―い。
(ピッ。笛を鳴らす)
C:よいしょ、よいしょ。
T:手を繋いで。
C:ジャーーンプ。
C:あ――。
C:よいしよ―。
C■あはは。
C:こうだよ。
T:上手。
C:うわあ、あはは。
C:いけた。いけたよ。
C:うお―。
T:いうばいジャンプ、いつぱい。いうぱい高く。
C:うぇ―。
C:あニーーーー。
(ピッピー 1笛を鳴らす)
T:は|い、次。さつきと一緒で、お友達の腰に手を。
C:うわあ―。
C:頭。
T:で、頭、風船。で、ジャンプ。はい、いきま―す。
C:ジャンプ。
T:よ―い。
(ピッ。笛を鳴らす)
C:うわ―、ぜ・・・ 。(聞き取れない)。
T:風船・・ 。(聞き取れない)。
C:うわああ。
T:高くジャンプ。
C:あは、あはは。
2人で風船一つ。向かい合つて頭に風船を挟ん
でその場でジャンプをする。ベアの友達と手を繋
いで行う。
最初は全ペア、手を繋がない時同様になつてい
た。やつているうちに2ペアくらいはジャンプ
2人で風船一つ。向かい合つて頭に風船を挟ん
でその場でジャンプをする。ペアの友達の腰を掴
んで行う。
風船がどこかへ行つてしまうことが変わらず
多い。手を繋いで行つた時の方が簡単そうにやつ
C:えへ。     .
C,おほ1亀 落ちた。
C:むリー 。
C:あ―・・・(開き取れない)。
T:高くジャンプ。
C:あは底
T:あつ、風船ここ。
T:高くジャンプ。
C:あ――.
C:きゃす。
C:ああ.
(ピッピー 。笛を1自らす)
T:次。いいですか?お友達の背中の後ろで自分の手を。
C:よつしや。
c:自分の手?
T:そう。頭に風船だよ。
C:風船こう。
T:そう。はい、いくよ。
C:あはは民
T:はい、いくよ。
C:い?いい?
C:痛つ。
T:はい、いくよ―。
C:・・ 。(名前を呼んでる感じ・ 聞き取れない)。
T:はい、いくよ。
(ピッ。笛を鳴らす)
C:うふふ―。
C:あはは一。
T:これ反対。違う。向き合つて。さつきと一緒。
T:で、背中の方に手をやつ、そうそう。
C:ぼぉ―。
C:うわつは。
C:お―。
C:いつた。
C:きゃ―あ。
C:わはは、うふふ。
2人で風船一つ。向かい合つて頭
に風船を挟んでその場でジャンプを
する。ペアの友達とハグをして行う。
ジヤンプは低く、細かいが風船が
どこかへ行つてしまうことは少なく
ない。
C:帽子被る。
C:あ―あ―。
(ピッピー 。笛を鳴らす)
C:あ、あ―。
T:はい、そうしたらここに集まつてください。
C:い―や―――あら
C:ふ。
隣間8 風船を挟んでリレー をしよう。|
T:最後。
C:え,
C:え、もう最後
'T:最後、みんなで風船をお腹に挟んで、手を繋いでもいいし、今みたいに後ろで手組んでもいいし、
相手の、お友達の腰抑えてもいいし、手使わなくてもいいし。で、ここの黄色いところ。今コー ン
が置いてあるんだけど、を走つてみましょう。いいですか?
Cs:はい。
T:で、二人組のところ。どこだつけ?二人組のところ。
C:はい。
T:誰か一人だけ二回走ってくださいる
C:はい。
C:二回走る。
C:はいも
T:じゃんけんで決めよう力、 最初はグー、ジャンケンホイ。
T:Yさん二回走うてください。
T:はい、そうしたら順番に並びます。
C:ゴホン (咳)
T:いですか?
T:Yさんここに。Yさんと最初にやつてくれるのは?
C:Rくん。
T:Rくん。じゃあRくんここ。で、この次、後ろ。やつてくれる人。
C:はい。
C:はい。
C:はい。
C:はい。
T:一番最初だつた。
C:よつしゃ。
T:誰と一緒だつけ
'c:・・・ (開き取れない)くん。
T:じゃあ、その二人。
T:次は?
C:はい。
C:はい。
C:はい。
T:じゃあ、はい。
C:・・ 。(聞き取れない)さん。
T:そしたら一番後ろで。Yさんが一番最初と最後やつてください。いいです力、
C:えつ、ここの黄色いテープのところ?
T:そう。黄色いテープのところ。
C:外?
T:そう、外走つてください。
Cs:え―。
T:いですか?どうやつたら上手に風船落とさないで走れるのか、お友達と考えてください。いいで
すか?で、早く。早くれ いいです力、お友達がやってるの、応援してあげてください。頑張れ―、
頑張れ―。
C:頑張れ―、頑張れ―。
T:いですか?
Cs:はい。
C:RさんとYさん一番。
T:そしたら。
C:タブレットだ。
C:あつ、タプレットだ。
T:みんなどんくらい時間かかるか数えてみよう。
C:あつ、僕も持つてる。このタプレット。
T:はい、そうしたら一組目の人立ってください。
C:二組日、二組目ここ。
Cs:頑張れ、頑張れ、頑張れ。
C:あ―は。
校長 :拾つて、拾つて。
T:はい、拾つて。
T:手繋がなくても繋いでもいいよ。
T:上手、すごく上手。
C:はやい―。
T:上手。あ、落とした。拾う。
T:挟む。
T:あつ、落ちた。急ぐ―。
C:お――。
C:急ぐ。
C:頑張れ―。
C:頑張れ、頑張れ、頑張れ。頑張つて。
T:はい、頑張れ。あう、落ちた。
C:頑張れ―。
T:あとちよつと。
C:あ―あ―あ―あ―。
T:はい、 タッチ。
C:いけ――い。
C:お――。
C:たあ~も てい。
C:あ―――ああ。
T:お―、上手。
C:あはははつはは。
C:がんば――れ。
C:あ、いた。
C:あはは。
T:すごく上手。
C:あは|九
T:風船。風船。
T:せ―の。
C:うははは,あははは。
T:はい、よ―いどん。
Ciお二、すげ―。息が。
C:頑張つて―。頑張ってRさん。
C:さつ 。・・・。
T:向こう走るんだよ。
C:れ・・・・んだ 。・・。
T:いですか?いきます。よ―い。
(ピッ。笛を鳴らす)
C:頑張れ―。
C:頑張れ、頑張れ―。
2人で風船一つpお腹に風船を挟んで体育館を走つて
回つてくる。手を繋ぐ等は児童に任せる。クラス全体で
どのくらいの時間がかかるか測る。
全体的に風船が落ちる回数も少なく、走るスピー ドも
速かつた。横向きで息を合わせてスキップしているペア
もあれば、横向きで走つているペアもいた。
1つのペアはハグをする形で行つていた。それ以外の
ペアは手を繋いで行つていた。
T:お。すごい。                                               C:30分?
C:スキップしてる。                                               T:今の記録、3分16秒でした。
C:スキップしてる。                                                 C:いえ―い。
C:お。すげ―。                                                 C:あ―、3分。
C:スキップ。                                                  T:すごく上手みんな。拍手。
C:スキップ。                                                  c:もう一回やりたい。
C:スキップー。スキップー。                                             c:もう時間ないか。
C:足の向きが―。                                                T:はい、そうしたら最初の場所に戻つて、ください。
C:スキップー。                                                   c:ょっしゃ。
T:すごい。すごく上手。                                              C:いえ―――――。
C:うわあ―、うわあ―。                                               C:しゃつ。
C:頑張れ―。頑張つて。                                               c:痛っ。
T:上手。上手。                                                  c:ふ――。
C:頑張つて。                                                    c:・・・(3人で何か話してる。開き取れない)。
C:あ―――。                                                    c:先生。ね、これ、この風船。
T:はい、タッチー。よ―いどん。
C:ねぇ、タッチしたよ。
C:次、誰?次誰?
C:はい、 1まい、 はい。
T:みんな応援してる?
C:頑張れ―。
C:頑張れ―。
Cs:頑張れ―。頑張れ―。
C:頑張つて―。
Cs:頑張れ―。頑張れ―。
C:頑張―。
CsI頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れヽ。
T:はい、最後。よ―いどん。
C:頑張つて。
T:最後みんな応援するよ。
C:頑張れ―。
Cs:頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。
C:頑張つて―。
Cs:頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。
頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。頑張れ―。
(ビッピー 。笛を鳴らす)
‐?
?
?
?
?
第3実験 :事後調査用紙
つぎのことについて、いまのじょうたいはどうですか。あてはまるものひとつに○をつ
けてください。
2.あてはまるものひとつに○をつけてください。
とても
そうかんじる
まあまあ
そうかんじる
どちらとも
いえない
あまりそう
かんじない
まつたくそう
かんじない
きもちがゆつたりしている
からだがかるい、 げんきいっばい
リラックスしている
うごきたい、やるきがある
うごくことがここちよし
ひととかかわることがここちよし
くうかん・ふんいきがここちよし
みんなといつたいになつている
なんでもうけいれられる
じゅういにうけいれられている
だれとでもかかわることができる
しぜんとえがおになる
たのしい
きがのらない、うごくのがおっくう
からだがだるい、つかれている
きんちょうしている
いらいらしている
ひととはなしたくなし
はずかしい
おもしろくなし
とても
そうかんじる
まあまあ
そうかんじる
どちらとも
いえない
あまりそう
かんじない
まつたくそう
かんじない
しんぞうは、ずつとうごいている
とおもう
うんどうをするとしんぞうは、は
やくなるとおもう
うんどうをすると、あせをかくと
おもう
うんどうをしたら、のみものをの
んだほうがよいとおもう
ふうせんをつかうことは、たのし
かつた
ともだちにさわられるのは、いや
だった
ともだちときょうりょくするこ
とは、たのしかった
せつきょくてきにうんどうがで
きた
のどがかわいている
みず (のみもの)がのみたし
3.きづいたこと、わかったこと、かんそうをじゆうにかいてください。
16.第3実験:事後調査時のパワーポイント
アンケー ト
●きもちがゆつたりしている
●からだがかるい、げんきいつぱい
●リラックスしている
●うごきたい、やるきがある
●うごくことがここちよい
アンケー ト
●ひととかかわることがここちよい
●くうかん 。ふんいきがここちよい
●みんなといつたいになつている
●なんでもうけいれられる
●しゅういにうけいれられている
アンケー ト
●だれとでもかかわることができる
●しぜんとえがおになる
●たのしい
●きがのらない、うごくのがおつくう
●からだがだるい、つかれている
アンケー ト
●きんちょうしている
●いらいらしている
●ひととはなしたくない
●はずかしい
●おもしろくない
アンケー ト
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アンケー ト
●ふうせんをつかうことは、たのし
かった
ともだちにさわられるのは、いや
だった
ともだちときようりょくすることは、
たのしかつた
アンケー ト     ‐ = )|
●せっきょくてきにうんどうができた ヽ
●のどがかわいている
●みず (のみもの)がのみたい  J
アンケー Iト
●きづいたこと
●わかつたこと          '
●かんそう
をじゆうにいつぱいかいてみよう。
り
17 第3実験 :事後調査記録
事後調査 アンケー ト
T:そ―したら、最後その紙の裏書いてもらいます。
C:そら。て――い。
T:裏返しにしてください。
C:裏返し?
C:えつ、もう一回?
C:え―。
C:あつ。
T:はい、鉛筆出してください。
C:あつ、またおんなじことやるの?
校長 :うん、そうだれ さつきと同じだれ
Cs:(ガヤ ヤしている。聞き取れない。)。
C:あつ、間違えた。赤鉛筆出しちゃつた。
校長 :もうわかるね。もうやつたからわかるね?
C:うん。
担任 :さあ、いくよ。
校長 :はい、じゃあ。
T:はい、最初の左のところはさつきと一緒です。
C:き、も、ち、が、ゆつ、たりしていますか。
T:運動してみて、今の気持ちはゆつたりしていますか?
担任 :今の気持ちね。
校長 :・・・ (聞き取れない)。
担任 :はい、気持ちがゆつたりしていますか?
T:ゆったりしてますか?
校長 :はい、こつち、こつちから。
担任 :ゆつたり感じるよ―。
C:気持ちが・・・。
C:か、ら、だ、が。
C:せ、先生こつち?。
T:左側はさつきやつたか、そう。
校長 :気持ちがゆつたりしているつて開かれてる。とても。
T:そこ、さつきやつたのと一緒です。
担任 :次、読める?自分でいけますか。
C:からだが。
担任 :軽い。元気いつぱい。
C:これは?
アンケート事後欄の記入。担任の先生、校長先生、男の先
生が協力してくれ児童たちを見てくれている。
校長 :体が軽い。元気いつぱい。
C:これな―に?
C:リー。
担任 :リラックス。
校長 :次、リラックスしている。
C:う、ご、き、た、い。
担任 :次、リラックス。リラックス。心がほつとしているよ。
C:や、る、気、が、あ。
校長 :動きたい、やる気がある。
C:先生、僕・・・(聞き取れない)。
C:動き、ここじや?
T:心地よい。
C:ここ、ちよい。
校長 :心地よい。
C:空間。空間。
担任 :雰囲気。
C:ん、と。
C:気持ちいい?
校長 :次。
C:人と、か、 力、
校長 :人と関わることが心地よい。
C:先生。先生。
C:先生、これ何?
C:なんでも受けられる。
担任 :人と、関わること。
校長 :空間、雰囲気が,い地よい。
担任 :お友達と一緒に 。・・(聞き取れない。)
校長 :みんなと一体になつている。
C:自然と。
担任 :動くことが,い地よいですか。
校長 :次。みんなと、ちがう。みんなで。
C:空間、ふい、ふいきが,い地よい。
校長 :周囲に。
C:くしゅん。 (くしゃみ)
校長 :周りに受け入れられている。
男の先生 :え―。
校長 :誰とでも関わることができます力、                                        校長 :うん、うん。はい、次は、運動をすると心臓は早くなると思う?
担任 :空間、雰囲気が心地よい。                                            C:か、ら、だ、が、だ、だるい。疲れる。
校長 :自然と笑顔がでます力、                                             校長 :はい、次。運動をすると汗をかくと思う?
C:みんなと、いつ、たい、なつている。                                       C:き、ん、ちょうする。
校長 :次、楽しい。                                                  C:緊張してないよ―。
担任 :U先生。                                                担任 :はい、じゃあ、こつち。
男の先生 :はい。                                                 校長 :飲み物を飲んだ方がいいと思う?そう思う?
担任 :ここ。                                                                         C:いらいらし。
男の先生 :はい、はい。                                                C:大丈夫なの。
担任 :ありがとうございます。                                             担任 :大丈夫ならこつち。
校長 :楽しい。                                                    校長 :運動をしたら、そうそうそう。全く感じないならこつち。こつち・・・(聞き取れない。)
C:ん。                                                 C:今してるからさ。
C:なんでも、                                                  C:今してるから。
担任 C:受け入れられる。                                             担任 :こつち全然してないだよ。
C:ん―、なんでも。                                                C:あ――。
校長 :気が乗らない。動くのがおっくうですか。そうだね。体がだるい、疲れている。                  校長 :友達に、触られるのが嫌ですか?嫌だつたらこつち、そうじゃなかつたらこつち。
C:なんでも、う、け、い、れ、ら、れ、る。                                     C:心臓はずつと動いている。
担任 :受け入れられる。                                                校長 :楽しかつたらこつち。楽しくなかつたらこつち。
校長 :疲れてる?緊張してますか。おぉ。いらいらしている。                             C:運動すると。
C:間違えた。                                                    T:右も丸つけするのが終わつた人は、一番下、四角に囲まれてるところに、今日分かつたよ―。
C:誰と、でも、かかわることが、かか、れてる。                                   校長 :水が。
校長 :おもしろくない。あつ、違う。恥ずかしい?                                   T:てことや、今日の感想、をいつぱい書いてみてください。
C:で、く、んん―。                                                 校長 :次、気付いたこと、わかつたこと、感想を自由に書いてください。感想ね。
校長 :おもしろくない?                                               C:運動をすると・・ 。(聞き取れない)。
C:自然と、笑顔に、なる。                                             C:気付いたこと。
担任 :自然と笑顔になります力、                                            C:運動すると汗が。
C:なれる。                                                   C:先生。
C:自然と笑顔になる。                                               男の先生 :はい。
C:ん―、まあまあかな。                                              C:気付いたこと?
担任 :まあまあ。                                                 T:今日の感想でも。
C:うん。                                                    担任 :友達に触られるのは嫌だつた。こっち?触られるの大丈夫だつた?
C:気がの、の。                                                 C:と、も、だちと。
担任 :動くのがおっくう。いやだな。動くのが嫌です力、Sさんit動くことが嫌だな一。                 担任 :友達と。
T:左のところが終わつた人は、右の、ところね。                                    C:なんかさ、頭がさ、ゴツンこして。
校長 :はい、心臓はずつと動いていると思う。ずつと動いてると思う?                          C:えっと。
C:・・・(聞き取れない。)                                             C:友達とあそぶこと
担任 :協力。力合わせることは楽しかつたです力、                                    担任 :Yさん。帽子。あるでしょ。ここに。Rさん、Rさんに渡して。
C:で、で、で、で。                                                C:えつ、楽しかったところ?風船が、風船が楽しかつた。
C:楽しかつ。                                                   担任 :風船が。
担任 :積極的に、すすんで。                                              C:風船が。
C:ぶ、ぶ、ぶ。                                                担任 :楽しかつた。
担任 :運動ができましたか。                                              C:楽しかつた。
校長 :・・ 。(聞き取れない)。                                             担任 :風船の。
C:お、すつごい。                                                  C:風船のやり方が。
C:友達と。                                                  C:あははははは。
担任 :はははは。                                                   担任 :風船の?
C:先生、顔、顔は汗かかなくてさ。そこら中は汗かいた。                               C:やり、やりたか。
担任 :Yさん、感想書けた?                                             担任 :やりたか?やり方でしょ。や、り、か、た、が。
C:ん―と。                                                   C:や、り、か、た。
担任 :おもしろかつたよ。                                             担任 :が、わかった。
校長 :0氏                                                     担任 :はい、それじゃあ、整列。はい、これ渡してくる。
C:はい、終わつた。                                                 C:お願いします。
C:違う、違う、違う。                              T:は い、ありがとう。
担任 :息を。                                                   担任 :はい、体育座り。
C:息を。                                                    C:どうした、疲れた?
担任 :合わせて。                                                   C:ここ、なんか痛い。
C:合わせて。                                                   担任 :座りますよ。
C:虐、を合わせ。息、を合わせて。                                            担任 :シー 。
C:えっ、あ、左。                                                T:はい、いいです力ゝ 今日はみんな、すごくいつぱい運動してて、お友達と協力してて、すごかつた
C:先生。                                                     です。拍手。で、風船、いつぱい使つたら楽しかったよって人。
担任 :終わつた人鉛筆片付ける。終わつたよの合図。私は終わりましたの合図ね。はい、消しゴムも。            C:はい。
C:風船じゃ、風船をやるのが楽しかつた。                                      C:は―い。
C:ん?ん、ん、ん。                                               C:楽しかった。
C:先生、筆箱どうすんの。                                             C:すごく楽しかつた。
担任 :筆箱置いといて。                                                T:じゃあね、お家とかでもいつぱい遊んで。
C:あ―――。                                                    C:お家、風船ない。
C:消しカス・・ 。(聞き取れない。)                                         C:うちたくさんある。
担任 :終わつたら鉛筆片付ければ、あ、この人終わつたなつてわかるから。はい、邪魔しないよ。(名           T:風船で、遊んでみてください。
前)さん帽子。ここにあるから。                                          C:は―い。
C:どこ?                                                      T:いいですか?
担任 :帽子。                                                     Cs:はい。
C:Yさんの。                                                  T:はい、じゃあ終わります。
担任 :はい、立ちましょう。
C:起立。
担任 :日直さん。
C:日直さん。
C:立って、気を付け。
Cs:はい。
C:これで3時間目の体育を終わります。
Cs:ありがとうございました。
T:ありがとうございました。
ありがとうございました。
辞本研究を進めるにあたり、様々な形でご協力いただきました皆様に御礼を申し上げます。
はじめに、主任指導教員の須田康之先生には、丁寧なご指導を賜りましたこと感謝致し
ます。
指導教員である吉國秀人先生には、2年間多くのことを教授 していただきました。大変お
忙 しい中であつても、私を含めゼミ生のために身を粉にしながら時間を割いて下さつたこ
と感謝致します。
自分が本当にや りたい研究を見つけるまで、長い時間がかかつてしまいました。時には、
立ち止まってしまうこともありましたが、的確な教授や熱心に議論をしていただいたこと
で本当にや りたい研究を見つけることができました。この研究を行なえたことは、今の私
にとつて大きな財産になりました。
また、どんな時でも温かい雰囲気を作つて迎え入れてくださつたおかげで、心地よく研
究に没頭することができました。
この2年間お世話になりましたことを心から感謝申し上げます。まだまだ未熟な「教師」
「研究者」ではありますが、今後ともご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。
また、教育コミュニケーションコースの先生方にも多方面からの助言や御意見を頂けた
だけでなく、普段の院生生活においても温かく見守って頂き、ありがとうございました。
生活・健康・情報系教育コースの有山篤利先生、流通経済大学の柴田一浩先生にもご指導
いただきましたこと御礼申し上げます。
調査や教授活動にご協力いただきました小学校の先生方や児童の皆様、感謝申し上げま
す。特に、児童の皆様、教授活動において、積極的に参加 していただき私自身も楽しめる
授業ができました。
院生生活や発表会を通した御意見、助言に加え、差し入れや温かい言葉をいただきお世
話になりました教育コミュニケーションコースの先輩方、後輩の皆さん、吉國ゼ ミの学部
生の皆さんにも感謝申し上げます。
最後になりましたが、入学から今 日まで研究の議論をして下さつたり、励まして下さつ
たりと院生生活を共に歩んで下さつた同期の皆さんに心より感謝申し上げます。
平成29年2月20日
山我 拓也
